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近年、大学に対する社食の関心が著しく高まっている。特に、大学の担うべき役割、  

大学における研究教育活動の在り方等についての期待と批判が高まっている。それら  

に応えるために、大学内部でも活性化の努力がなきれている。   

北海道大学では1992年度より、全学的な自己点検評価條制を確立し、本学における  

教育活動、研究活動及び組織の管理運営についての点検を行い、その緒果を公表する  

ことに決定した。それに伴って、各部局にも自己点検評価委員会が設けられ、教育研  

究活動の点検評価を衝い、その結果を3年を越えない範囲で公表することが求められ  

ている。   

低温科学研究所では、それに対応し、その一環として1992年より、前年度における  

研究所の各部門の研究内容と活動状況、及び各教官の研究業績及び研究活動を年報と  

して公刊し、本研究所の点検評価資料の一部とした。なお、年報に収録されている各  

教官の研究業横及び研究括動は、全学自己点検評価委月食の取り決めにしたがって、  

前年1月より12月を収録期間とした。   

今回発刊した年報には1992年1月より12月にわたる期間中に行われた本研究所の各  

部門、各教官の研究活動、研究美綺の他に、全学自己点検評価委月食より提出を求め  

られた部局点検項目を基本として、本研究所が独自に行った点検項目を加えて公表し  

た資料も併せて収録した。   

これらの資料によって、低温科学研究所がどのような研究活動を行っているかにつ  

いて、関係各位のご理解が深まり、そして又、研究所め活動について、更なる活性化  

のための建設的なご意見、ご批判の寄せられることを期待すると同時に、各教官が現  

状を認識し、研究所の発展のために一層の努力を重ねることを期待して止まない。   

本年報の刊行にあたり、匂坂教授を重点長とする低温科学研究所広報委月会費月各  

位のご尽力に深く感謝する。  

低温科学研究所長 藤 野 和 夫  

1   



昭和16年11月  低温科学研究所設置  

物理学部門、応用物理学部門、気象学部門、海洋学部門、生物学部門、  

医学部門設置  

雪害科学部門増設  

凍上学部門増設  

附属流氷研究施設設置（紋別）  

雪崩観測室新築落成（問寒別）  

植物凍害科学部門増設  

研究棟（2，892平方米）新築落成  

低温棟（2，335平方米）新築落成  

融雪科学部門増設  

凍上観測室新築落成（苫小牧）  

低温生化学部門増設  

研究棟（1，064平方米）増築  

附属流氷研究施設宿泊棟新築落成  

融雪観測室新築落成（母子里）  

医学部門が生理学部門に転換、生物学部門が動物学部門に、低温生化学  

部門が生化学部門に名称変更  

降雪物理学部門増設  

降雪物理学部門廃止、雪氷気候物理学部門増設  

昭和38年4月  

昭和39年4月  

昭和40年4月  

昭和40年11月  

昭和41年4月  

昭和43年3月  

昭和43年11月  

昭和45年4月  

昭和47年11月  

昭和48年4月  

昭和50年12月  

昭和53年2月  

昭和53年3月  

昭和54年4月  

昭和56年4月  

平成3年4月  

l  教 授 会   l   運営委鼻会   l   各委員会 lI   

技
術
部
・
｛
鵬
錮
醐
鮒
 
 

附
属
研
究
施
設
 
－
 
流
氷
研
究
施
設
 
 

事  

務  

厩冒  生
化
学
部
門
 
 

生
理
学
部
門
 
 

動
物
学
部
門
 
 

植
物
凍
害
科
学
部
門
 
 

雪
氷
気
候
物
理
学
部
門
 
 

融
雪
科
学
部
門
 
 

凍
上
学
部
門
 
 

雪
害
科
学
部
門
 
 

海
洋
学
部
門
 
 

気
象
学
部
門
 
 

応
用
物
理
学
部
門
 
 

物
理
学
部
門
 
 

第
三
研
究
協
力
室
 
 

第
二
研
究
協
力
室
 
 

第
一
研
究
協
力
室
 
 
 

務計書  

掛
 
 

掛
 
－
 
低
温
機
関
室
 
 

掛
 
 



氏  名   在  任  期  間   備  考   

1．小 熊  拝   昭和16．12．8－23．3．31   

2．小 熊  梓   事務取扱  

3．青 木  廉   ／／23．10．15～25．10．14   

4．堀  健 夫   J／25．10．15～28．10．14   

5．吉 田 順 五   J／28．10．15－31．10．14   

6．根 井 外書男   ／／31．10．15～34．10．14   

7．堀  健 夫   ／／34．10．15～37．3．31   

8．吉 田 順 五   ／／37．4．1～40．3．31   

9．吉 田 順 五   ／／40．4．1～43．3．31   

10．大 浦 浩 文   ／／43．4．1～44．3．10   

11．黒 岩 大 助   事務取扱  

12．朝比奈 英 三   ／／44．4．21～47．4．20   

13．朝比奈 英 三   ／／47．4．21～50．4．20   

14．黒 岩 大 助   ／／50．4．21－53．4．20   

15．黒 岩 大 助   ／／53．4．21～55．4．1   

16．木 下 誠 一   ／／55．4．2～58．4．1   

17．木 下 誠 一   ／／58．4．2～61．4．1   

18．鈴 木 義 男   ／／61．4．2～平成元．3．31   

19．若 濱 五 郎   平成元．4．1～3．3．31   

20．匂 坂 勝之助   事務取扱  

21．藤 野 和 夫   ／／3．4．16－   

氏  名  授与年 月 日  

堀  健 夫   

朝比奈 英 三   

酒 井  昭   

石 田  完   

小 島 賢 治   

木 下 誠 一   

鈴 木 義 男   

坂 上 昭 一   

若 濱 五 郎   

茅 野 春 雄  

昭和37年 4月25日   

昭和53年 4月2日   

昭和58年 4月2日   

昭和59年 4月2日   

昭和61年 4月1日   

昭和62年 4月1日   

平成元年 4月1日   

平成2年 4月1日   

平成3年 4月1日   

平成3年 4月1日   



平成6年1月1日現在  
職 員 数  

教 授  助教授  講 師  助 手  事務官  技 官  その他  合 計   

13   8   5   20   19   13   0   78   

現 職 員  
所  長  教授 藤野 和夫   

物 理 学 部 門  教授 本堂 武夫 助教授 古川義絶 助手 香内  晃   

応用物理学部門  

助手 河村 俊行  

気象学部門  

助手 荒川 政彦  

海洋学部門   

雪害科学部門  

助手 白岩 孝行  助手 福澤 卓也  

‡東上学部門   

融雪科学部門  

助手 石井 吉之  

雪氷気候物理学部門   

植物i末書科学部門  

助手 荒川 圭太  

動物学部門  

助手 島田 公夫  

生理学部門  

助手 藤川 清三  

生化学部門  

助手 落合 正則 （技官 安原 優子）  

附属流氷研究施設   

（技官 池田 光雄）（技官 高塚  徹） 事務官 石川敬子  

臨時用務員 渋谷香奈子   

技  術  部  部長 教授 秋田谷英次  副部長 教授 青田 呂秋  

先任・専門 技術官 大井 正行  

班長 技術官 瀬川 鉄逸  主任 技術官 石川 正雄  

主任 技術官 新堀 邦夫  技術官 石井 弘道  

技術官 池田 光雄  技術官 松本 慎一  技術官 安原 優子  

技術官 高塚  徹  技術官 中坪 俊一   

事  務  部  事務長 大澤 光男  

（庶  務  掛）掛長 本田 宏勝  主任 浅野志のぶ  

事務官 土橋祐美  

（会  計  掛）掛長 渡追 眞澄  主任 佐藤 健一  

主任 工藤 尋弥  主任 竹中 勝良  

事務官 堀川俊弥  事務官 岡林真弓  

技官 須藤 正李  

（図  書  掛）掛長 佐藤  透  事務官 田中道子  

（第一研究協力室）主任 落合 紀子  事務官 石窪順子  

事務補助員 中野貴子  

（第二研究協力室）主任 小関由美子  事務官 菅原史子  

事務補助員 植松泰子  

（第三研究協力重）主任 沼佐 郁子  事務官 佐々木敏之  

事務補助月 大畑恵美  

（低温機関室）主任 技官 佐々木 明 技官 伊藤 勝美  
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P莞。ユニご：ニよs崇慧t三■慧霊s。fi。。an。clathrat。hy。rat。S；  
Crystalgrowthandmorphologyof snowandice；Surfacemeltingandrougheningof  

icecrystals；Experimentalstudyonhaloformation；Physicalpropertiesofpolarice  

cores；IcescondensedfrommixedgasessuchasH20，CO，CO2andCH4inthesolar  

SyStem  

部門では，氷の原子レベルの構造から南極の巨大な氷床さらには宇宙の氷の研究ま  

で、雪と氷の物性物理学的研究を通じて地球科学・惑星科学の研究にアプローチし  当   

ている。   

自然の造形美を解き明かす雪の結晶の研究は、氷の表面構造を原子レベルで解明する研  

究およびそのパターン形成を実験とコンピュータ・シミュレーションで追求する研究へと  

発展している。これと関連して、大気中の微結晶が引き起こす光学現象や過冷却水中での  

氷結晶のパターン形成の研究も最近の新しい話題である。また、超高真空・極低温下で生  

成される氷の研究は、宇宙空間における水蒸気および気体成分の凝縮過程・蒸発過程の研  

究を通じて、太陽系惑星の起源を追求する研究へと発展している。   

一方、地球上で最大の氷の塊である南極氷床の研究は，氷床のミクロ構造から地球規模  

の気候・環境変動を探る研究へと発展している。具体的には、十数万年前の空気を保存し  

ているクラスレート水和物結晶の原子レ ベルの構造をⅩ線回析・レーザラマン散乱等の実  

験手法とモレキュラー・ダイナミクス等の理論的手法の両面から研究すると共に，そこで  

得られる情報を手掛かりに、約10万年周期で生ずる氷床変動（氷期と間氷期）とそれに連  

動する二酸化炭素濃度の変動の歴史を読み取る研究を酎旨している。  

研究テーマ  

シンクロトロン放射光による結晶構造の乱れに関する研究  
南極氷床コアに含まれるクラスレート水和物結晶の構造と生成過  
程に関する研究  
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Ⅹ線による氷床コアの解析法の開発研究   

氷結晶の表面融解の研究  
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助教授 古川 義純  雪結晶及び氷結晶の成長における形態形成機構の研究   

助 手 杏内  晃  アモルファス氷の物性と彗星の起源   
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A慧：r慧慧1崇㍊意慧i；t崇霊i：；芸子芸；芸：L。ti。St。。ies  
Ofpermafrostandmassivegroundice；Freezingcharacteristicsofwaterinporous  

media；Deformationmechanisms ofpolycrystallineice；Crystallographicstructure  

andgrowth ofseaice  

部門では、積雪から凍土、海氷、氷床などの種々の形態の雪氷を対象として、その  

マイクロ波特性、力学過程、結晶学的構造と成長過程などの研究を行っている。   当  

衛星や航空機を利用したリモートセンシングは積雪の広域探査、雪崩などの雪害対策、  

水資源の有効利用などに極めて有効である。そのためにはマイクロ波領域での積雪の反射、  

吸収特性等の基礎研究が必要である。それらの特性解明のためにFM－CWレーダーを用いて  

研究が行われている。   

多孔質体中の水は、普通の自由水とはその構造や物性が著しく異なる。例えばマイナス  

数度でも液体のまま存在し得る。このような系での氷の成長を、物質（水）と熱量の同時  

輸送現象とみなした理論的、実験的研究、さらに界面現象の立場から難着雪氷の材料の開  

発研究や、雪氷による大気成分の選択捕捉の研究を行っている。   

氷河や氷床の内部では温度、圧力、応力が複雑に作用し合って圧密、結晶成長、変形、  

破壊が繰り返され流動が起こる。氷床深部を再現した条件Fで、多結晶氷の力学過程のマ  

クロとミクロの関係を明らかにする実験的研究を行っている。   

海氷のように不純物を含んだ水が‡東結するとき不純物は濃縮されて結晶粒界に閉じ込め  

られてします。そのために特有のモザイク構造の結晶構造ができる。このような氷の結晶  

学的な構造とプラインの挙動を結晶方位の相対関係から明らかにする研究を行っている。   

この外、他研究機関と共同して、北極海沿岸の地下氷の生成機構と環境変動の関係につ  

いての研究を行っている。  

研究テーマ   

教 授 藤野 和夫  カナダ北極海沿岸の地下氷の生成機構、生成環境についての研究   

教 授 藤野 和夫  積雪のマイクロ波特性を利用したリモートセンシングによる積雪  

内部構造の広域観測   

助教授 堀口  薫  水晶分離現象の非平衡熱力学による理論解析   

助教授 堀口  薫  多孔質媒体中の間隙水のi東結温度に関する実験的研究   

講 師 水野悠紀子  静水圧下に於ける多結晶氷の力学的性質に関する研究   

講 師 水野悠紀子  静水圧、応力緩和過程に於ける氷体内の微視的過程に関する研究   

助 手 河村 俊行  海氷の内部構造及びプライン挙動に関する研究   
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M監禁㍊霊l竺1：慧：i≡㌫：ご芸i：i芸慧：三。fi。。，Sn。W。n。  
ice／rock mixturesin relation to glaciers，ice sheets andicy satellites（cosmog－  

1aciology）；Fluidizationofsnowdynamicsofmixed－phasesnowflowinrelationto  

themechanismofblowingsnow，aValanches，SnOW－aCCretionandsoon・  

は、地球だけに存在するのではなく、木星や土星より外側の、いわゆる太陽系外惑  

星領域にも多量に存在することが知られている。この領域には、氷を主成分とする  氷   

多数の氷衛星や彗星が存在している。気象学部門では、このような惑星科学的あるいは宇  

宙雪氷学的観点にたって、地球上の種々の雪氷現象、惑星形成、氷衛星形成に関わる様々  

な物理過程の研究に取ー）組んでいる。現在進められている研究内容は、大きく二つに分け  

られる。   

一つの柱は、氷および雪の、構造、力学、電気、熟、その他の物性に関する研究で、氷  

の加圧焼結機構を応用した雪の圧密・氷化の研究、低温下における氷の力学物性の研究、  

氷の高速衝突の研究、土星の輪のダイナミックスに関連した氷粒子の衝突・反発・破壊の  

研究、極域氷床コアの構造・物性と気候変動の関係の研究、等が行われている。   

もう一つの柱は、雪粒子あるいは氷粒子を含む流体、すなわち雪氷混相流の研究である。  

現在、雪氷混相流の典型例である雪崩と吹雪について、その発生機構、内部構造および動  

的諸物性を調べる目的で、大型風洞装置と低温雪崩シュートを用いた実験、および日本ア  

ルプス黒部峡谷やノルウェー・リグフォンでの野外観測が実施されている。  

研究テーマ   

教 授 前野 紀一   

教 授 前野 紀一   

講 師 成田 英器   

講 師 成田 英器   

助 手 西村 浩一   

助 手 西村 浩一  

雪氷物性および雪の圧密・加圧焼結機構   

流動雪の構造・動的特性および雪氷混相流   

雪の構造と変形・破壊に関する研究   

氷床における氷化過程と物性   

流動雪の動的特性に関する実験的研究   

表層雪崩の内部構造の研究  

助 手 荒川 政彦  氷衛星の内部構造変化に関連した氷レオロジーの研究   

助 手’荒川 政彦  惑星形成過程における衝突現象の実験的研究   



Ce 

O芸崇禁。慧慧慧㍊崇慧㍊認慧崇n。th。。kh。tSkS。a；  
OceancirculationandeddiesintheOkhotskSea；Generationmechanismofpolynya  

；Linearinstabilityanalysisinmargiralicezone．  

冷な海域に於ては、海が海氷で覆われるために、大気一海洋問で熱及び物質（水蒸  

気・塩・炭酸ガスなど）の交換が抑制されるとともに、太陽放射に対する反射率（ア  寒   

ルベド）が著しく大きくなる。海氷のもつこのような特性は、その占める面積が季節や年  

により大きく変動するため、大気一海洋間の熟収支・物質収支、ひいては地球規模の気候  

変動にも大きく関与してくる。【一方、南極周辺海域で海氷が生成する際に排出される高塩  

分水（プライン）は、世界の海洋深層水の源と考えられている。 当部門では、気候変動・  

海洋深層大循環とのかかわりというグローバルな観点から、寒冷な海域に於ける種々の海  

洋過程を研究している。ここ数年は、日本南極観測隊等に参加して、現場データの極めて  

少ない極域での観測研究を積極的に推し進めてきた。その一方で、低】温室内での実験的研  

究、人工衛星・レーダーなどのリモートセンシングデータの解析、スーパーコンピュータ  

ーなどを利用した数値的・理論的研究などにも力を入れており、これらの研究と現場観測  

との比較研究によって興味深い成果が得られつつある。  

研究テーマ   

教 授 若土 正境  南極発散域における大気一海洋相互作用と南大洋におけるその役  

助 手 大島慶一郎  割  
助 手 深町  康   

教 授 若土 正睦  オホーツク海及び日本海における海洋・海氷研究  

助 手 大島慶一郎  
助 手 深町  康   

助 手 大島慶一郎  南極沿岸・陸棚海洋域における力学的研究   

助 手 深町  康  水練域における海洋・海氷場のメソスケール現象に関する力学的  

研究   



now Damage Science（E．Akitaya，R．Naruse，T．Yamada，T．Shiraiwa，  

T．Fukuzawa）  S  

Mechanism of avalanche release（Weak－1ayerin snow cover，aValanche forecast，  

afforestationatavalanchesites）；Dynamicsofglaciersandicesheets（Glaciervaria－  

tions，Characteristicsofglacialflow，Quaternaryglaciation，deductionofpaleoclimate  

fromiceproperties）  

層雪崩は、弱層と呼ばれる弱い部分が積雪内部にあるとき、これが滑り面となって  

一瞬のうちに発生する。弱層にはいろいろの種類があり、その形成過程の研究は低  表   

温実験室や雪崩観測所（北大天塩地方演習林内）の山地で行ない、また実際の雪崩の現地  

調査から、アメダス等の気象データをもとに雪崩予知の研究を行なっている。山地 

害の研究として、天塩地方では演習林と共同で山地積雪の堆積機構および森林と積雪の相  

互作用の研究、雪崩常習地の造林試験等を行っている。   

山岳地や極地の氷河・氷床は、数年から数千年のさまざまな時間スケールにより変動を  

繰り返している。この様な陸上の雪氷の消長は、全地球的な海水面の変化を引き起こすの  

みではなく、地域的な気候や生態系に影響を与えたり、乾燥地域では深刻な水資源の問題  

等を生ずる。当部門では、長期的あるいは短期的な地球規模の気候・環境変化が氷河・氷  

床へ及ぼす影響とその仕組を研究課題の一つとしている。そのために、山岳氷河および極  

地氷床の変動機構、流動特性、氷河地形、氷コアの諸性質による古気候の解釈などについ  

て、野外調査、資料解析、室内実験等により研究をすすめている。  

研究テーマ   

教 授 秋田谷英次  
助 手 福i畢 卓也   

教 授 秋田谷英次  

助 手 福澤 卓也  

表層雪崩発生予知の研究  

積雪の変態と弱層形成機構  

積雪氷河災害の研究  田
 

技
師
手
 
 

数
講
助
 
 

谷英次  

田 知充  
畢 卓也  

助教授 成瀬 廉二  
助 手 白岩 孝行   

助教授 成瀬 廉二   

講 師 山田 知充  
助 手 白岩 孝行  

山岳氷河の変動特性に関する研究  

氷床の変動と動力学的特性の研究   

氷河の水文学的研究  

助 手 白岩 孝行  南極氷床の堆積に関する研究   



rO 

F崇慧慧。慧∵毘Ie≡豊吉■霊芝r。tr。nSf。r。。ri。gS。ilfr。。Zi。g；  
Behaviors ofunfrozenwaterinfrozensoil；Mechanicaland thermalproperties of  

frozensoil；Adfreezlng；Frost heave character of powder materials；Permafrost  

expeditionsinArcticandAntarcticregions．  

面がきびしい寒さにさらされて凍るときに、隆起する現象が凍上である。凍上現象  

の基本機構は、凍結線より下の凍っていない土の中の水が、凍結線に移動して氷と  地   

して析出することである。そのため、凍土の体積がふえ、地面が隆起する。このように、  

凍上過程では熱と水分の輸送が平行して起こるのが特徴であり、凍上学部門では、これを  

実験と理論の両面から、解明しようとしている。   

苫小牧の北大演習林内に凍上観測室があり、試験土を埋めた2ヶのプールについて、凍  

上量、地温分布、地下水位、凍上力、凍着凍上力等が毎冬継続して観測されている。   

実験室では、？東土の熟特性や力学特性の他に、各種の土試料を用いて凍上試験が行われ  

ている。凍上性にかかわる不凍水の定量測定も行っている。   

南北両極地域の永久凍土の調査も行っている。特に地面近くの凍結融解を繰り返す地層  

の特性や寒冷地形との関連に重点をおいている。  

研究テーマ   

教 授 福田 正己  気候変動が極域の永久凍土に与える影響の研究   

教 授 福田 正己  シベリア永久凍土の形成環境と気候変動の影響の研究  

肋 手 曾根 敏雄   

教 授 福田 正己  凍上機構についての国際共同実験計画  

助 手 石崎 武志   

助 手 石崎 武志  凍上現象のメカニズムに関する研究   

助 手 曾根 敏雄  北海道の山岳永久i東土   

10  



n 

S諾慧慧崇慧崇崇i：■；慧；∴ニI慧m。1ati。n。n。  
ablation；Arealheat balancein a drainage basin；Boundary－layer meteorology；  

Snowmeltdischarge；Comparativesnow－hydrology  

岳の積雪は貴重な水資源であるが、急激な融雪は洪水等の災害を引き起こす事があ  

る。さらに広範囲に積雪が存在すると、特異な大気環境を形成する。そこで融雪部  山   

門においては積雪地域水文学の一分野として流域内積雪の堆積・融解過程、河川への融雪  

水流出過程、及び流域内熟収支の研究等から流域の水循環の解明を研究の主眼においてい  

る。その研究内容は積雪の放射特性、積雪面近傍の大気境界層の観測、融雪熟収支、積雪  

面からの蒸発、積雪内及び地中における融雪水の挙動、河川水温及び化学成分分析による  

融雪水流出機構、流域内水収支等であり、雪氷学、水文学、気象学の境界分野が対象とな  

る。研究は主に北海道石狩川の支流の雨龍川源頭部に位置する試験流域（面積1．3km2、及び  

11km2の2流域）で行っている。  

1986年以降はアラスカ、カナダ等の極域においても、流域の水循環に重点をおいて気候  

特性、水文気象、流域特性等の比較雪水文学的研究をはじめている。  

研究テーマ   

教 授 小林  
助 手 石井  

二
之
 
 

大
吉
 
 

河川水の流出機構の研究  

二
敬
二
之
 
 

大
信
裕
士
口
 
 

林
川
玉
井
 
 

小
石
鬼
石
 
 

授
授
手
手
 
 
 

数
 
 

教
助
助
助
 
 

実験流域における水循環過程の研究  

助教授 石川 信敬  
助 手 兇玉 裕二   

助教授 石川 信敬   

肋 手 見玉 裕二  
教 授 小林 大二  
助 手 石井 吉之   

助 手 兄玉 裕二  
助教授 石川 信敬   

助 手 石井 吉之  
教 授 小林 大二  

森林・斜面における融雪熟収支の研究  

積雪の放射特性の研究   

積雪内における融雪水の浸透機構の研究  

雪氷一大気相互作用の研究  

森林流域の水収支に関する比較研究  

11   



ry 

C；諾：f慧崇慧；‘芸＝ご慧」：」慧三慧micro。hysical。rOCeSSeデOf  
SnOWprOductioninsnowcloud；Rolesofoceaninclimatechange；EffectsofglaclerS，  

groundsnowandsea－iceonclimate  

冷圏における雪氷は気候変動と大きな関わりを持っている。気候変動が降雪、融雪、  

海氷に大きな影響を与える事は言うまでも無いが、逆にこれらは地球規模の気候変  寒   

動に大きな影響を与えている。氷は潜熱の形で熟を貯蔵、解放する事によって気温の変動  

を緩和する働きがあり、積雪は地表のアルベドを著しく変化させ太陽から地球が受ける放  

射熱に大きな影響を与える。降雪に伴う雲もアルベドを変化させる大きな要因の一つであ  

る。海氷は大気と海洋の熱交換を遮断し、また海氷の生成に伴って生じる高塩分、低温の  

海水は深層水として海洋の循環とそれに伴う熱輸送を促進する。しかし、これらの要因は  

素過程として解明されていない面が多いだけでなく、全体の系としての理解は未開の分野  

と言って良い。当部門では広い視野から降雪の機構等、これらの素過程を研究するととも  

に、雪氷と気候の関わりを大きな系としての理解を目指している。  

研究テーマ   

教 授 竹内 謙介  西太平洋熱帯域における大気・海洋相互作用  

助教授 遠藤 辰雄   

助教授 遠藤 辰雄  北海道における降雪気候  

教 授 竹内 謙介   

12  



rO F芸慧£慧…1fミi慧s：ム慧≡慧ニ£t≡」慧㌶ご・Physi？－  
logicalfunctionsandbiosynthesisoftonoplast protontranslocatingenzymes，Cryoml－  

croscopic studies on cellular responses to temperature stress. Phenological and 

developmentaldivergenceofpteridophyteslifehistoriesinthecoldclimate・  

ナ  
年を通じて気候が温暖な熱帯や亜熱帯で生育する植物と、畳と夜さらには季節によ  

って気温が大きく変化する温帯以北で生育する植物では、低温に対する適応能力が  

異なっている。前者では一般に低温に対して敏感で、0－10℃の冷温で著しい傷害を受け  

易いが、後者では低温耐性が高く、真冬では－30℃以下の凍結に耐えるものも多い。このよ  

うな細胞の凍結脱水に対する耐性（耐凍性）は季節によって異なり、夏の生育期には低く、  

秋から冬にかけて気温の低下と共に著しく増大する（低温馴化）。   

これまでの研究から植物細胞の低温適応には液胞膜や細胞膜が重要な役割を持つことが  

明らかとなった。特に、冷温（0－5℃）における液胞膜H＋－ATPaseの失括とそれにとも  

なう細胞質のpHの低下（酸化性）、カルシウム濃度の異常な上昇等は冷温傷害の主要因と考  

えられている。そのため、本酵素の低温安定性に関する分子機構の解明や細胞内カルシウ  

ム濃度の調節機構の解析は、今後の植物耐冷性における研究課題である。一方、細胞の凍  

結脱水による細胞膜の超微細構造と生理機能の損傷や細胞内イオン環境の不可逆的な変化  

は凍結傷害の原因と考えられ、低温馴化した細胞ではこれを防止する特別な機構が耐凍性  

の増大に関与しているのであろう。そこで、植物細胞の低温馴化にともない細胞膜で著し  

く増加する低分子膜蛋白質の分子構造や生理機能を分子レベルで解明する試みも進められ  

ている。さらに、このような細胞および分子レベルでの研究に併せて、植物の器官、個体、  

個体群レベルでの寒冷適応進化に関する生態学的研究も行なっている。  

研究テーマ   

教 授 吉田 静夫   

教 授 吉田 静夫   

助教授 前島 正義   

助教授 前島 正義   

助 手 佐藤 利幸   

助 手 佐藤 利幸   

助 手 荒川 圭太  

植物の低温適応機構に関する生化学的研究   

植物の環境ストレス応答に関する細胞計測学的研究   

植物液胞膜のエネルギー変換酵素の分子構造と生理的変動の機構   

植物細胞核の膜成分に関する生理、生化学的研究   

シダ植物の生活史における寒冷適応進化   

北半球中緯度の比較植物相と植物群集の共存機構   

植物の低温耐性の分子機構に関する研究  

13   



O 

Z豊£ま篭。≡ヱ諾；S：，㌫憲法慧慧inh。rbiv。，。。Sinse。tS；  
Physiologyofcold－hardinessinterrestrialinvertebrates  

球上に生息する生物は、熱帯から極地に向かって次第に厳しくなるさまざまな環境  

傾度に適応している。当部門では、地球規模の環境傾度に沿った生物多様性の変化  地   

の様相とその機構、および、地域群集内での個体の適応的形質、時空間の個体群構造、種  

間の相互作用による多様性の維持機構の解明をめざしている。また、生物の気候適応に関  

して、生理・生態的研究を行っている。   

なお、近年問題になりつつある地球規模の気候変動の生物群集への影響をモニターする  

意味から、いろいろな気候帯で、生物群集の季節および年次変動の継続調査を計画中であ  

る。  

研究テーマ   

教 授 戸田 正憲  ショウジョウバエ群集の温帯適応に関する研究   

教 授 戸田 正憲  北半球のショウジョウバエ相に関する分類学的、生物地理学的研  

究   

助教授 大串 隆之  食菓性昆虫の集団生物学   

助教授 大串 隆之  植物と昆虫の相互作用に関する研究   

講 師 丹野 暗三  昆虫の耐寒性の生態生理学的研究   

助 手 島田 公夫  動物の寒冷適応   

14  



i 

㌣慧慧慧法慧㍊i崇l£て：慧r。。nVir。nm。ntin  
higherplants；Proteinhydrationanditsrelationwithproteinstabilityinfrozenstate  

；Mechanismandmolecularaspectsofchangesinmicrobialfunctionrespondedtoa  

shiftintemperature；Adaptationofbiologicalcellstofreezingstresses・  

和54年に部門の転換が行なわれ、これと同時に研究課題も変わって低温環境に対し  

て細胞の機能が適合する過程の解析が主な課題になった。温暖な夏の気候でよく生  昭   

育したのち、きびしい寒波の襲来する冬には休止状態でたくみに生き続ける植物・微生物  

の生活を一層よく理解する必要があるからである。   

環境温度（あるいは生育相）の変化に対応して細胞の構造と物質代謝機能の変わること  

が必要である。これらの問題を解決する為に①細胞の還元状態を維持する機能、②越冬植  

物のアミノ酸および糖代謝機能、③越冬期の細胞小器官の活動、④新規細胞小器官の検索、  

⑤新規細胞小器官の越冬に関する生理的役割、⑥温度ストレスに対応して蛋白質を質的に  

変化させる細胞機能、⑦凍結ストレスによる植物の適応のメカニズム及び、⑧蛋白質の水  

和特性と凍結融解及び凍結乾燥に対する安定性との関係等の研究を進めている。また、応  

用的課題として長期間の凍結保有中に植物細胞が死ぬ理由の解明を行なっている。  

研究テーマ   

教 授 匂坂勝之助   

教 授 匂坂勝之助   

教 授 匂坂勝之助   

講 師 花房 尚史   

講 師 花房 尚史   

講 師 花房 尚史   

助 手 荒木  忠   

助 手 荒木  忠  

植物の新規オルガネラ、プラスチド イニシャルに関する研究   

低温環境に特異的な蛋白質の合成誘導   

高等植物の低温下における過酸化水素代謝   

蛋白質の水和特性と凍結融解・凍結乾燥に対する安定性との関係   

脂質のpolymorphicな変化と水和特性の関係   

溶解と水構造   

微生物の低温適応に関する比較生化学的研究   

好冷ブビリオ菌に於ける蛋白質合成及び分解の環境温度に対応し  
た調節機構  

助 手 藤川 清三  凍結ストレスに対する木本植物の適応と傷害のメカニズム   

助 手 藤川 清三  ガラス化による生物材料の凍結保存のメカニズム  
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B慧慧慧霊崇fこs慧憲慧i慧慧芸慧こgth。S。，Vival。f  
parasitoidsintheirhosts；Molecularmechanismoflipidtransportininsects．   

日 虫で特に顕著な生物現象がい〈つも知られている。この昆虫に特徴的な生物現象に  

上巳っいての研究は、昆虫が熱帯から寒帯にわたる多様な生活環矧こ適応した、地球上  
でもっとも繁栄している動物群である理由の解明につながるだろうと考えられる。   

当部門ではこのような立場にたって、昆虫の生体防御機構、寄生蜂の寄生戦略、脂質輸  

送の機構についての研究を行なっている。  

研究テーマ   

教 授 芦田 正明   

教 授 芦田 正明   

助教授 早川 洋一   

助教授 早川 洋一   

助 手 片桐 千例   

助 手 片桐 千傍   

助 手 落合 正則  

フェノール酸化酵素カスケードの研究   

外骨格の生体防御における機能に関する研究   

寄生蜂による宿主昆虫の発育阻害のメカニズムの解明   

寄生蜂の宿主昆虫生体防御系からの回避のメカニズムの解明   

昆虫血液リボホリンの構造と機能   

昆虫の寒冷適応の研究   

液性生体防御における異物認識の分子機構  
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S£r慧慧慧㌫慧。‡ニL慧≡：：慧：）n。tW。rk；。。。an。ynami。S  
incoastalregions；Air－ice－Seainteractionin marginalicezones；Measurementsof  

theatmosphericandoceanicboundarylayersandsea－icefeaturesattheAir－Sea－Ice  

ObservationTower；Measurementsoftheturbulentoceanicboundarylayerunder  

landfastseaiceandinpolynyaregions；SeaicestudiesoffSakhalin  

施設は、オホーツク海北海道沿岸の流氷を検知するための流氷観測用レーダー綱を  

備えている。施設設置（1965年）以来、このレーダー綱による流氷の分布、流動につ  当   

いての研究が続けられてきた。また、対馬暖流分岐一宗谷暖流－の観測が行われ、その流  

動機構がほぼ明らかにされた。  

1986年には、紋別港内に、氷海域気象・海象観測塔（流氷タワー）が完成した。この塔周  

辺海域を氷線海のモデル海域と考えて、海氷生成に伴う、大気一海洋の相互作用、生物環  

境への影響等の研究が進行中である。   

海水域、特に水練域の季節や年変動は、大気】海洋間の熱収支・物質収支、ひいては全  

地球規模の気候変動に大きく関与している。また水練城は海水域に比べ海洋生物生産が著  

しい。当施設では、海水域および氷縁域での海洋過程を研究するために、米国・アラスカ  

大学、カナダ・マギル大学・ラバール大学・漁業海洋省と共同で、高緯度海域（ボフォー  

ト海、ハドソン湾、カナダ北極海）と水練海（オホーツク海）の気象・海象現象、海洋生  

物環境の比較研究を行っている。   

また、ポリニアと呼ばれる海氷野中の開水面も海水域と比べ生物生産が高いが、東グリ  

ーンランドのNarthEastWater Polynyaにて、Polynyaの生成・維持機構の解明および  

エネルギー・フラックスの観測の研究計画に参加している。   

ロシア共和国・サハリンの海氷研究者と共同で、サハリン北部の海水域で、海氷生成に  

伴う、大気一海洋間相互作用の研究を開始した。この成果は、オホーツク海南部の水練域  

の研究成果と比較される。  

研究テーマ   

教 授 青田  昌秋  オホーツク海北海道沿岸の流氷勢力の長期変動について   

教 授 青田 昌秋  結氷海域における大気一海洋の相互作用  

助 手 白澤 邦男   

教 授 青田  昌秋  サハリン北部海氷調査  

助 手 白子畢 邦男  

北極海、氷縁域の海氷生成が海況および海洋生物に与える影響に  
ついての比較研究   

海氷生長過程における海洋一海氷の相互作用   

一年氷を通じてのエネルギー・フラックスの観測的研究   

NarthEastWaterPolynyaにおけるエネルギー・フラックスの  
観測  

教 授 青田 呂秋  
助 手 白澤 邦男   

助 手 白澤 邦男   

助 手 白き軍 邦男   

教 授 青田  昌秋  
助 手 白澤 邦男  
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（平成4年度）  

国 際  研  究  テ  ー   マ  低温研参加教官  研 究 場 所  

1）極地氷床における二酸化炭素の拡散および包接反 教 授 本堂 武夫 （物理学）   

応過程に関する研究  

2）氷結晶と微粒子界面における融解層の動的性質の 助教授 古川 義純 （′／）   

研究  助 手 石崎 武志 （凍上学）  

3）宇宙空間における生物有機化合物の光学活性の起 助 手 杏内  晃 （物理学）  

低温研  

低温研  

オランダ・ライテン大学  

低温研、カナダ  

ネパール  

ロシア・シベリア  

）
）
 
 

4
 
5
 
 

カナダ北極海沿岸の地下水の研究  

ネパールヒマラヤの氷河湖研究  

教 授 藤野 和夫（応用物理学）  

講 師 山田 知充  

（雪害科学部門）  

教 授 福田 正己 （凍上学）  

助 手 曽根 敏雄 （／／）  

助 手 佐藤 利幸  

（植物i東害科学）  

6）気候変動がシ／ヾリア永久i東土圏・生物圏に与える   

影響の研究  

7）シベリア凍土中の気体の分析に関する共同研究  

8）南北極域における永久凍土の形成とそれに及ぼす   

気候変動の影響についての研究  

9）凍上機構に関する国際共同実験研究  

10）アラスカ永久凍土中の地下水形成環境の研究  

11）西シベリアノリリスクにおけるi東着凍上の実験的   

研究  

12）大陸性吹雪に起因する雪害の共同研究  

13）日本ロシア両国によるオホーツク海サハリン沖海   

氷の共同調査  

（凍上学）  

（／J）  

（／／）  

（／／）  

（／／）  

■ ＝ 、  

己
 
己
 
雄
己
 
志
 
己
 
 

正
 
正
敏
正
 
式
 
正
 
 

田
 
田
 
根
 
出
崎
田
 
 

福
福
曽
福
 
石
福
 
 
 

授
 
投
 
手
授
手
 
技
 
 
 

教
教
助
教
助
教
 
 

シ〈こリア、アラスカ  

シ〈こリア、南極半島  

中国蘭州、モスクワ  

アラスカ大学、ワシント  

ン大学  

西シベリア  

中国・黒龍江省  

サハリン北部チャイポ地  

域  

教 授 福田 正己 （／／）  

助 手 石崎 武志 （／／）  

助教授 石川 信敬 （融雪科学）  

助 手 兇玉 裕二 （／／）  

14）TOGA－COARE（熱帯海洋と仝球大気u大気・海 教 授 竹内 謙介 （雪氷気候物 西太平洋熱帯域   

洋結合系の反応の研究）  理学）  

助教授 遠藤 辰雄 （／／）  

15）中緯度の気象・気候に与える極気団の形成と活動 助教授 遠藤 辰雄 （′′）   

に関する研究  

16）第4次中国産ショウジョウバエの系統分類学・進 教 授 戸田 正憲 （動物学）   

化遺伝学的研究  

17）北極海ポリニア域における生物生産過程の研究  助 手 白澤 邦男（附属流氷研）  

18）FJ本・ロシア両国によるオホーツク海・サハリン  教 授 青田 呂秋 （／／）   

沖海氷の共同調査  助 手 自i畢 邦男 （／／）  
助 手 兄玉 裕二 （融雪科学）  

19）北アメリカ大陸におけるアジア関連温帯要素のフ 助 手 佐藤 利幸  

カナダ北極圏  

中国、低温研  

カナダ・北極海  

オホーツク海、サハリン  

沖  

アメリカカーネギー博物  

ロラ並びに生態に関する調査研究  （植物i東害科学） 館  

国 内  研  究  テ  ー   マ  低温研参加教官  研 究 場 所  

1）高分解能Ⅹ線トポグラフ装置の開発  教 授 本堂 武夫 （物二哩学）  

2）雪の結晶の形態形成の計算機シミュレーションに 助教授 古川 義純 （／／）   

高エネルギー物理学研究  

所  
学習院大学  

東北大学  

宇宙科学研究所  

低温研  

低温研  

北海道全域   

よる研究  

3）微′ト重力環境下での結晶成長の研究  

4）宇宙空間での氷の凝縮機構  

5）吸水性プラスチックを用いた人工積雪の物理的特  

純
晃
夫
 
 

義
 
 
和
 
 

川
 
内
 
野
 
 

古
否
藤
 
 
 

投
 
手
 
校
 
数
 
助
 
助
教
 
 

（／／）  

（／／）  

（応用物理学）   

性の研究  

6）波力を利用した融雪方法に関する実験的理論的研 教 授 藤野 和夫 （／／）   

究  

7）衛星による雪氷のマイクロ波リモートセンシング   

データーの処理と解析に関する研究  

教 授 藤野 和夫  

助 手 河  俊行  
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低温研、北海道工業大学  

北海道工業試験場、北電  

㈱総合研究所、北海鋼機  

㈱、㈱シオン、脚日本気  

象協会北海道本部  

北海道教育大学（釧路）  

低温研、極地研  

8）衛星による雪氷観測のためのマイクロ波計測方式 教 授 藤野   

の検討と基礎資料の収集  助 手 河  

9）着雪氷防止材料の開発とその応用技術に関する研 教 授 藤野  

大
行
夫
 
 

和
俊
和
 
 究  助教授 堀口  素  

読 師 水野悠紀子  

薫（応用物理学）  10）黒色特殊加工繊維の凍結深におよぼす効果につい 助教授 堀口   

て  

11）南極域における気候変動に関する総合研究計画  ）
）
学
 
 

学
 
 
科
 
 

洋
 
〃
 
雪
 
 

海
 
 
融
 
 

暁
郎
敬
 
 

正
一
信
 
 

慶
 
 

土
 
島
 
川
藤
 
 

若
大
 
石
遠
 
 

投
手
技
授
 
 

教
教
 
 

教
助
助
助
 
 

辰雄  

（雪氷気候物理学）  

（応用物理学）  

（気象学）  

（′／）  

（／／）  

（雪害科学）  

（′／）  

（／／）  

行
一
器
彦
也
光
二
 
俊
紀
英
政
卓
知
廉
 
 

村
野
 
田
 
川
沢
 
田
 
瀬
 
 

河
 
前
成
 
荒
福
 
山
成
 
 
 

手
授
師
手
手
師
授
 
 
教
 
 

助
教
講
助
助
講
助
 
 

極地研、低温研  12）極地雪氷の構造変化と力学・電気的特性に関する   

研究  

低温研、極地研  

低温研、極地研、長岡技  
術科学人学  

極地研、南極地域  

低温研 筑波大学  

東大理学部  

国立東京文化財研究所  

小樽市  

北海道、新潟県  

13）南極氷床深層掘削に用いる最適液封液の検討  

14）氷床動力学的情報の観測技術の開発  

15）榛城の気候変動に関する総合研究  二
 
二
 
 

廉
廉
 
 
 

瀬
 
瀬
 
 

成
 
成
 
 

助教授  

16）衛晃データ解析によるアンデス・パタゴニア地域 助教授   

の氷河変動特性とメカニズム  

17）先史モンゴロイドの移住拡散と自然環境  

18）中国敦煙莫高窟の壁画保有に関する研究協力  

19）／ト棉市手首洞窟壁画保存に関する研究  

20）山地・丘陵地における融雪水の異常出水予測と融   

雪地す〈こりの研究  

正己 （凍上学）  

正己 （／／）  

正己 （／／）  

大二 （融雪科学）  

信敬 （／／）  

裕二 （′′）  

吉之 （／／）  

大二 （／／）  

信敬 （／／）  

裕二 （J／）  

吉之 （′′）  

辰雄  

（雪氷気候物理学）  

教 授 福田  

教 授 福田  

教 授 福田  

教 授 小林  

助教授 石川  

助 手 兄玉  

助 手 石井  

教 授 小林  

助教授 石川  

助 手 見玉  

助 手 石井  

助教授 遠藤  

北海道教育大学  21）融雪水の積雪内浸透の非一様性の研究  

22）極城の気候変動に関する総合研究  南極域  

助 手 河村 便行（応用物理学）  

助教授 前島 正義  23）植物液胞膜の機能素子とその生理的変動に関する   

研究  

24）液胞膜酵素の分子構造に関する研究  

25）極域生物生産とエネルギー移送の解析  

26）中性子溶液散乱によるリボホリンの構造解析  

27）水練海域における大気・海洋間の熱輸送機構と水   

野の運動についての研究  

28）リモートセンシングによる大気一海氷一海洋相互   

作用の研究  

29）海水域の海洋環境と海洋境界屑の乱流構造の研究  

基礎生物学研究所、低温  

（植物凍害科学） 研  

助教授 前島 正義 （／′）  農業生物資源研究所、低  

温研  

極地研  

日本原了一力研究所大学開  

放研  

紋別沖  

紋別沖、サロマ湖  

サロマ湖  

夫
傍
 
 
秋
男
秋
 
男
 
男
 
 

公
 
十
 
 
日
邦
 
昌
邦
 
邦
 
 

田
桐
 
 
田
澤
m
澤
澤
 
 

島
片
 
 
青
白
青
自
 
白
 
 
 

手
手
 
 
授
手
∴
投
手
手
 
 
 

助
 
助
 
 
教
助
教
助
 
助
 
 

割
判
 
物
化
 
 

（附属流氷研）  

t ＝ 七  

（／／）  

（／／）  

（′′）  

学 内  低温研参加教官  研  究  テ  ー   マ  研 究 場 所  

1）結晶の形態形成に及ぼす擾乱の効果の研究  助教授 古川 義純 （物理学）  

2）氷結晶の表面構造のⅩ線CTR散乱法による研究 助教授 一占川 義絶 （／／）  

電子科学研究所  

工学部  
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3）多様な地表面を有する流域の水収支に占める蒸発 教 授 小林 大二（融雪科学） 北大雨竜演習林、母子里、  

散による水損失の季節変動の研究  肋教授 石川 信敬 （／／）  紋別  

助 手 兄玉 裕二 （′／）  

助 手 オ了井 詰之 （／／）  

助 手 自i畢 邦男（附属流氷研）  

4）寒冷積雪地域の水循環が大気・水質環境に及ぼす 教 授 小林 大二 （融雪科学） 北大雨竜・天塩∴苫小牧  

影響の研究  肋教授 石川 信敬 （／ノ）  演習林  

助 手 兄玉 裕二 （／／）  

助 手 石井 菩之 （／／）  

教 授 秋田谷英次 （雪害科学）  

助 手 石崎 武志 （凍上学）  

肋 手 佐藤 利幸  

（植物凍害科学）  

助 手 片桐 千傍 （生化学）  低塩研  5）昆虫の寒冷適応  

部門間  研  究  テ  ー   マ  参 加 数 宮  研 究 場 所  

1）南極昭和基地周辺リエツオ・ホルム湾の海氷の成   

長過程の研究  

2）酸性雪の実態に関する研究  

助 手 河村 俺行（応用物理学）南極城、低温研  

助 手 大島慶一一郎 （海洋学）  

教 授 秋田谷英次 （雪害科学）  道南を除く北海道全域  

助 手 石井 ．ti之 （融雪科学）  

（平成4年）  

＊は、レフエリー制のあるジャーナルに掲載  

学術論文1）Goto，A・・Akiya・K・，Hondoh， 
． 

synchrotronradiationsource，J．CystalGrowth121，No，3：360－364（1992）■  

2）Hondoh，T．：Synchrotron－radiation topographic studies on dynamic behavior oflattice defects：  

Dislocation climb and point－defect diffusivity．Radiation Effects and Defectsin Solids，124：139  

145（1992）＊  

3）Hondoh，T．，Mae，S．，Duval，P．and Lipenkov，V，Ya．：InSitu observations of growth Process of  

clathrateairhydrateunderhydrostaticPressure．PhysicsandChemistryofIce，69L74（1992）＊  

4）Sakata，M．，Takata，M．，Oshizumi，H．，Goto，A．and Hondoh，T．：Electrondensitydistributionofice  

Ihobtainedbythemaximumentropymethod．PhysicesandChemistryofIce，62－68（1992）＊  

5）Goto，A．，Satoh，K．，Hondoh，T．and Mae，S．：Temperature dependence of xray diffuse scattering  

intensityinice．PhysicsandChemistryofIce，6974（1992）■  

6）Goto，A．，Akiya，K．，Hondoh，T．，Furukawa，Y．，Kuroda，T．，Shimura，T．andHarada，J∴Characteriza－  

tion of the surface ofice crystak by xray CTR scattering．Physics and Chemistry ofIce，194－  

199（1992）＊  

7）Kinpara，S．and Hondoh，T．：X－ray tOpOgraphic studieson pressure dependence of selfinterstitial  

parametersiniceIh．PhysicsandChemistryofIce，509510（1992）ホ  

8）Yamakami，H．，Goto，A．，Mastuyama，T．，Kimpara，S．，Pimienta，P．and Hondoh，T．：Dislocation  

mobilityforbasalglideiniceclosetothemeltingtemperature．Physicsand ChemistryofIce，511  

512（1992）＊  

9）Hondoh，T∴Glide and climb processes of dislocationsinice．Physics and Chemistry ofIce，481  

487（1992）＊  

10）Furukawa，Y．andShimada，W∴Morphologyoftheicecrystalgrowninsupercooledwater・  

PhysicsandChemistryofIce，299－304（1992）＊  

11）Furukawa，Y．and Hallett，J．：Experimentalstudyontheりhalo”formationinartificialicecloud・  

PhysicsandChemistryofIce，326－327（1992）■  

12）Furukawa，Y．andShimada，W．：Experimentalstudyofthepatternformationoficecrystalgrowmin  

supercooledwater．PatternFormationinComplexDissipativeSystems，14－22（1992）＊  

13）Kouchi，AリGreenberg，J，M．，Yamamoto，T．andMukai，T．：Extremelylowthermalconductivityof  

amorphousice：relevancetocometevolution．Astrophys．］．，388：L73－L73（1992）★  

14）Kouchi，A．，Greenberg，J，M．，Yamamoto，TリMukai，T．andXing，Z，F．：Anewmeasurementofthermal  

conductivity of amorphousice：preSerVation of protosolar nebula matterin comets．Physics and   
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ChemistryofIce，229p236（1992）＊  

15）Kouchi，A．，Greenberg，J，MリYamamoto，T．，Mukai，T．andXing，Z，F∴Anewmeasurementofthermal  

COnductivityofamorphousiceanditsimplicationsforthethermalevolutionofcomets．  

Asteroids，Comets，Meteors1991，325－328（1992）＊  

16）Suzuki，M．，Sasaki，M．，Matsumoto，T．andFujino，K．：RadiometricobservationofsnewpackbyMOS  

1，Proc．ofISAP’92，857－860（1992）＊  

17）Mizuno，Y：Hightemperaturecreepofpolycrysta11ineiceunderhydrostaticpressure．   

PhysicsandChemistryofIce，434－439（1992）＊  

18）Takizawa，T．，Ushio，S．，Kawamura，TリOshima，K，I．，Ono，N．andKawaguchi，S．：Preliminaryresults  

OfhydrographyunderfasticeinLutzow－HolmBay，Antarcticain1990．Proc．NIPRSymp．  

PolarMeteoroIGlaciol．，6：106125（1992）＊  

19）Kosugi，K．，Nishimura，K．andMaeno，N．：Snowripples．  

Boundary一LayerMeteorology，59：59q66（1992）＊  

20）Maeno，N，，Araki，T．，Moore，J，andFukuda，M∴Dielectricresponseofwaterandiceinfrozensoils．   

PhysicsandChemistryofIce，381－386（1992）＊  

21）Kato，M，，Iijima，Y．，Okimura，Y．，Arakawa，M．，Maeno，M．，Fujimura，A．andMizutani，H．：Impact   

experimentsonlowtemperatureH20ice．PhysicsandChemistryofIce，237－244（1992）＊  

22）Ebinuma，T．and Maeno，N：Mechanicalbehaviorsofpolycrystallineice containingpressurizedgas   

enclosures．PhysicsandChemistryofIce，428－433（1992）＋  

23）Arakawa，M．andMaeno，N∴MechanicaldeformationofpolycrystallineiceIhattemperatureslOOK   

－263K．PhysicsandChemistryofIce，464－469（1992）＊  

24）McGreary，J，P．，Fukamachi，Y．andLu，P∴Anonlinearmechanismformaintainingcoastallytrapped   

easternboundarycurrents．J．Geophys．Res．，97：5677－5692（1992）＊  

25）Naruse，R．，Fukami，H．and Aniya，M∴Short－term Variationsin flow velocity of Glaciar Soler，   

Patagonia，Chile．JournalofGlaciology，38，No．128：152156（1992）＊  

26）Fukuda，M．andSone，T．：SomecharacteristicsofalpinepermafrostatMt．Daisetu，NorthernJapan・   

GeografiskaAnnaler，74：159167（1992）＊  

27）Sone，T：PermafrostenvironmentoftheDaisetsuMountains，PermafrostandPeriglacialProcesses，3：  

2351240（1992）＊  

28）Ishikawa，N．，Owens，I．F．andSturman，A，P．：Heatbalancecharacteristicsduringfineperiodsonthe   

lower parts of the FranzJosef Glacier，South Westland，New Zealand・InternationalJournalof  

Climatology，12：397－410（1992）＊  

29）Kanari，S．，Kobayashi，C．andTakeuchi，K．：TurbulentstructureintheupperLayeroftheWestern   

EquatorialPacificOcean．JouranlofOceanography，48：117－127（1992）■  

3O）Fujiyoshi，Y．，Tsuboki，K．，Satoh，S．andWakahama，G∴Three－dimensionalradarechostructureof   

asn。WbanformedontheLeesideofamountain．J．Meteor．Soc．Japan，70：11－24（1992）＊  

31）Maeshima，M∴Characterizationofthemajorintegralproteinofvacuolarmembrane・  

PlantPhysiol．，98：12481254（1992）■  

32）Nakagawa，T．，Maeshima，M．，Muto，H．andAsahi，T・：Propertiesofthedicyclohexylcarbodiimide‾   

bindingsubunitofcytochromecoxidase．PlantCellPhysiol・，33‥489－491（1992）＊  

33）MatsuurarEndo，C．，Maeshima，M．andYoshida，S．：MechanismofthedeclineinvacuolarH十‾ATPase   

activityinmungbeanhypocotylsduringchilling・PlantPhysiol・，100：718－722（1992）ヰ  

34）Arakawa，K．，Mizuno，K．，Kishitani，S．andTakabe，T∴Immunologicalstudiesofbetainealdehyde   

dehydrogenaseinbarley．PlantCellPhysiol・，33：833－840（1992）●  

35）Sato，T∴Size dependency of gametophytes decayin Athyrium brevifhns Nakaiduring spring   

desiccation．EcologicalResearch，7：ト7（1992）■  

36）T。da，M，J．andPeng，T，X．：SomespeciesofthesubfamilySteganinae（Diptera：Drosophilidae）from   

GuangdongProvince，SOuthernChina・AnnlsSoc・Ent・Fr・（N・S・），28＝20ト213（1992）＊  

37）Zhang，W．Ⅹ．andToda，M．J．：Anewspecies－SubgroupoftheD7t，SOPhilaimmなnlnSSpeCiespgroup   

（Diptera，Drosophilidae），withdescriptionsoftwonewspeciesfromChinaandrevisionoftaxonomic   

terminology．Japan，J，Ent．，60：839850（1992）＊  

38）Toda，M．J∴ThreedimensionaldisperSionofdrosophilidfliesinacooltemperateforestofnorthern   

Japan，Ecol．Res．，7：283－295（1992）■  

39）Kimura，M．，T．Awasaki，TリOhtsu，T．andShimada，K∴Seasonalchangesinglycogenandtrehalose  

c。ntentinrelationtowintersurvivaloffourtemperatespeciesofDnsqi）hihl・   

J．InsectPhysiol．，38：871－875（1992）＊  

40）Shimada，K．，Pan，C．X．andOhyama，Y∴Variationinsummercold－hardinessoftheAntarcticoribatid  

miteAlaskozetesantarcticusfromcontrastinghabitats9nKingGeorgeIsland・PolarBiol・，12‥701－  

706（1992）＊  
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41）Ohwada，T．andSagisaka，S．：RoleofglutathioneintheaccumulationofpotassimionsinEscherichia   

c。Iiunderosmotic stress．Biosci．Biotech．Biochem．，56：640643（1992）＊  

42）Kuroda，H．andSagisaka，S．：MalfunctionofenzymeSyStemSinvoIvedintheregenerationofglutath－   

ioneinperennialsatlowtemperatures・Biosci・Biotech・Biochem・，56‥712715（1992）＊  

43）Kuroda，H．，Sagisaka，S．andChiba，K．：Collapseofperoxiderscavengingsystemsinappleflower－buds   

associatedwithfreezinginjury．PlantCellPhysiol．，33二743750（1992）＊  

44）Matsuda，Y．，Okuda，T．，Yamanaka，A．andSagisaka，S∴Anearlystageofcoldacclimationconsists   

offourphasesofproteinsynthesisincrownsofwinterwheat．Biosci・Biotech・Biochem・，56ニ1715‾   

1720（1992）＊  

45）Okuda，T．，Matsuda，Y．，Sugawara，M．andSagisaka，S∴Metabolicresponsestotreatmentsofcold，  

paraquatand3amino－1，2，4－triazoleinleavesofwinterwheat・Biosci・Biotech・Biochem・，56‥1911  

1915（1992）♯  

46）Sagisaka，S．：Acoldenvironmentisaprerequisiteforformationof”plastidinitials”inwinterbudsof  

poplar．PlantPhysiol．，99：16571663（1992）事  

47）Araki，T∴Ananalysisoftheeffectofchangesingrowthtemperatureonproteolysisin uiuointhe   

psychrophilicbacterium一万∂rio sp．strainANT・M300．］，Gen．Microbiol．，138：2075－2082（1992）■  

48）Fujikawa，S∴Observation ofice crystals producedin biologicalsystem by electronmicroscopy・  

PhysicsandChemistryofIce，277－283（1992）＊  

49）Steponkus，P，L．，Langis，R．andFujikawa，S．：Cryopreservationofplanttissuesbyvitrificationr  

AdvancesinLow－TemperatureBiology，1：1M61（1992）＊  

50）Valdez，C．A．，Mazni，0．Abas．，Takahashi，Y．，Fujikawa，S．andKanagawa，H．：Successfulcryopreser－  

vationofmouseblastocystsusinganewvitrificationsolution．J．Reprod．Fert．，96：793－802（1992）事  

51）Ochiai，M．，Niki，T．andAshida，M∴Immunocytochemicallocalizationofβ1，3glucanrecognition  

proteininthesilkworm，Bom如mori．Ce11＆TissueRes．，268：431L437（1992）＊  

52）Hayakawa，Y．：a Putative newjuvenile hormoneinlepidopteraninsects．Biochem．Biophys．Res．  

Comリ185：1141【1147（1992）＊  

53）Hiraoka，T．andKatagiri，C．：Treatmentoflowdenstiylipophorinwithlipoproteinlipase．  

DiacylglyceroIcontenthasnoeffectondissociationofapolipophorinIIIfromlowdensitylipophorin．   

J，Biochem．，112：689693（1992）＊  

54）Hoshikawa，K，，Katagiri，C．andSakagami，S，F∴Sugaraccumulationinhibernatingadultbees：an  

exampleoftheuniqueenergyreservoirforhibernation．  

Comp．Biochem．Physiol．，103B：41－45（1992）＊  

55）Kim，H，RリKatagiri，C．，Nagao，E．andChino，H．：Purification andcharacterizationofvitellogenin  

from the American cockroach，Periplaneta americana．Comp．Biochem．Physiol．，］03B：963－  

967（1992）＊  

56）Shimomura，T．，Ochiai，M．，Kondo，J．，Morimoto，H．andTeranishi，Y．：Anovelproteaseobtainedfrom  

hepatocytegrowthfactortotwochainforminserumfreeculture．Cytotech．，8：219－229（1992）＊  

57）本堂武夫，内【fl努：榛地氷床における空気包接水和物の生成過程．  

低塩科学 物：鞄篇，51：197212（1992）  

58）【リ≠義純：氷の表面および界面微細構造と結晶成長．応用物理，61－－8，776787（1992）＊  

59）堀l］薫：水晶分離の際の輸送方程式．低温科学 物理篇，51二151158（1992）  

60）小杉健二，西村浩一，前野紀一：雪のさぎ波模様形成の風洞実験．雪氷，54（1）：27－34（1992）＊  

61）福沢卓也 秋田谷英次，松本憤－・：大きな温度勾配のFでのしもぎらめ雪成長実験（ⅠⅠ）．  

低塩科学 物理篇，51：2330（1992）  

62）尾関俊軋秋用谷英次：サン・クラストの形成機構その1－．低温科学 物理篇，51：13－21（1992）  

63）秋田谷英次，ポ井詰之：碓さを考慮した北海道の積雪特性．低温科学 物理篇，51：31－39（1992）  

64）福凱モ〕，下川和夫，高橋伸幸，曽根敏雄：南極半島地域、セイマー島とジェームズ・ロス島の永久凍土．  

地理学評論，65：124－131，（1992）＊  

65）石崎武志：七の凍l二予測と試験法の研究．低温科学 物理篇，51：159－172（1992）  

66）仙j」智子，曽根敏雄二大雪山自雲小屋における気温変動特性．低塩科学 物理篇，51：173－181（1992）  

67）兄玉裕二石川信敬：融雪両の知波放射特性 一1988年札幌－．低温科学 物理篇，51：4151（1992）  

68）兄玉裕二，石川信敬，竹内由香里：融雪期における盆地冷却屑の解消について．  

低温科学 物理篇，51：5361（1992）  

69）竹内由香里，兄玉裕二，イf川倍敬，′卜休大二二接地境界層の熱的特性における積雪の効果．  

低温科学 物理篇，51：6376（1992）  

70）石井吉之，鈴木啓肋，兄玉裕二，′ト株大二：カナダ東部、北方針葉樹林他における融雪水の流甘＝  

一融雪特性と流出応答－．低温科学 物理篇，51：7792（1992）  

71）鈴木啓軌石井吉之，兇玉裕二，小林大二H．G．Jones：カナダ東部、北方針葉樹林他における融雪水の流出   

ⅠⅠ一化学物質の流出過程－．低温科学 物理篇，51：93108（1992）  
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72）妃モ裕二 石川信敬：融雪面の短波長放射特性について．砥温科学 物理篇，51：4ト52（1992）  

73）兄玉裕二，竹内由香里，石川信敬二融雪期における盆地冷却層の解消について．  

低温科学 物理篇，51：5372（1992）  

74）竹内由香里，見玉裕二，才川1信敬：接地境界屑の熱的特性における積雪の効果．   

低温科学 物理篇，51：63－76（1992）  

75）高橋庸哉，遠藤辰雄，若濱五郎二鉛直過冷却雲風洞による初期雪結晶併合実験（序）．  

低温科学 物理篇，51：1－12（1992）  

76）佐藤晋介，立花義裕，遠藤辰雄：陸風の発達・衰弱とエコーパターンの関係 －1991年1月21日～23日の事  

例解析．低温科学 物理篇，51：109121（1992）  

77）牛山朋釆，佐藤晋介，遠藤辰雄，藤吉康志，武田喬男：石狩湾上における帯状雲の三次元風速場と発達過程－   

1992年1月31口の事例解析－．低塩科学 物理篇，51：123－137（1992）  

78）角田隆，森焚須，島田公夫：ヤケヒョウヒダニβeγ椚αf坤ゐ（材Ogdg∫Pfg和乃γSざオ乃〝S   

（Astigmata：Pyroglyphidae）の過冷却点と耐寒性に関する研究．応動昆，36：14（1992）＊  

79）白澤邦男，高塚 徹，R．G．Ingram：ハドソン湾南東部海氷下海洋境界層の観測的研究IV 一乱流統計量の  

特性．低温科学 物理篇，51：139－150（1992）  

80）Furukawa，Y．，Ishikawa，Ⅰ．andYamamoto，M．：Experimentalstudyformeltingtranstitionatinterface  

betweenice andice substrate．   

ProcedingsoftheFifthTopicalMeetingonCrystalGrowthMechanism，343348（1992）  

81）Furukawa，Y．andShimada，W．：PatternformationoficedendritegrowninsuperCOOledwater．   

AppliedElectromagnticsinMaterialsandComputationalTechnology，111rl14（1992）  

82）Kouchi，A．，Yamamoto，T．，Kozasa，Kuroda，T．andGreenberg，J．M．：Heterogeneuscondensationof   

watericeinspace：Proc．25thISASLunarandPlanetarySymp．，268273（1992）  

83）Shiraiwa，T．，Sawaguchi，S．，Hasegawa，H．，Sawagaki，N．andOno，Y．：TimingoftheLittleIceAge  

glaciationinReindalen，WeStSpitsbergen，reCOnStruCtedbyLichenometry．Proc．Int・Symp・，Little   

IceAgeClimate，81－86（1992）  

84）Shiraiwa，T．，Ueno，K．andYamada，T．：DistributionofmassinputonglaciersintheLangtangValley，  

NepalHimalayas．Bull．GlacierRes．，10：2卜30（1992）  

85）Shiraiwa，T．and Sawagaki，N∴A Preliminary report on the air temperaturein Reindalen，WeSt  

spitsbergen．Bull．GlacierRes．，10：9197（1992）  

86）Yamada，T．，Shiraiwa，T．，Iida，H．，Kadota，T．，Watanabe，T．，Rana，B．，Ageta，Y．andFushimi，H．：  

Fluctuationsoftheglaciersfromthe1970’sto1989in theKhumbu，Shorongand Langtangregions，   

NepalHimalayas．Bull．GlacierRes．，10：11▼19（1992）  

87）Naruse，R．，Skvarca，P．，Kadota，T．andKoizumi，K∴FlowofUpsalaandMorenoglaciers，SOuthern  

Patagonia．BulletinofGlacierResearch，No．10：5562（1992）■  

88）Koizumi，K．and Naruse，R．：Measurements of meterorologicalconditions and ablation Tyndall  

Glacier，SOuthernPatagonia，inDecember1990．BulletinofGlacierResearch，No．1O：79－82（1992）＊  

89）Kadota，T．，Naruse，RリSkvarca，P．andAniya，M：IceflowandsurfaceloweringofTynda】1Glacier，  

southernPatagonia．BulletinofGlacierResearch，No，10こ63¶68（1992）＊  

90）Aniya，M．，Naruse，R．，Shizukuishi，M．，Skavarca，P．and Casassa，G．：Monitering recent glacier  

variationsintheSouthernPatagoniaIcefield，utilizingremotesensingdata．InternatinalArchivesof  

PhotogrammetryandRemoteSensing，ISPRS，Vol．XXIX，PartB7：87－94（1992）  

91）Shiraiwa，T．，Ueno，K．andYamada，T∴DistributionofmassinputonglaciersintheLangtangValley，  

NepalHimalayas．BulletinofGlacierResearch，10：2130（1992）  
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40）イイ井菩之、秋川谷英次：札幌における降雪雪中の無機イオン濃度－1991－92冬期－．低温科学 物理編，資  

料集，51：23・－30  

41）イJ井浩之、小林大二、野村畦：母了一別こおける夏期降水量の空間分布．低温科学 物理篇，資料集，51：49  

.58 

42）妃玉裕二、西村浩一、本山秀明、鈴木啓肋、石川信敬：内陸寒気の発生とその変化の研究．文部省特定研究  

経費「海氷の勅特性と局地気候の形成に関する研究」成果報告書 6776  

43）兄玉裕二：フィンランドの融雪研究の紹介．融雪係数に関する談話会（日本雪氷学会融雪懇談会）  札幌  

44）藤吉康忘、兄三Ii裕二、坪木和久、内村浩一1・、遠藤辰雄、小野延雄：冬季北海道の礼文島と宗谷岬で行ったゾ  

ンデ2点同時観測．文部省特定研究経費「海氷の動特性と局地気候の形成に関する研究」成果報告書， 77   
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45）中林宏典、石川信敬、兇玉裕二：林内の融雪熱収支特性．文部省特定研究経費「寒冷積雪地域の森林が水文・  

気象・植物生態に与える影響の研究」成果報告書、1743  

46）兇玉裕二、竹内由香里、石川信敬：融雪期における盆地の夜間冷却屑の解消について．   

文部省特定研究経費「寒冷積雪地域の森林が水文・気象・植物生態に与える影響の研究」成果報告書、5159  

47）石井吉之、小林大二、野村睦：母子里における融雪期の湧水観乱   

文部省特定研究経費「寒冷積雪地域の森林が水文・気象・植物生態に与える影響の研究」成果報告書、8192  

48）′ト林大二、兄玉裕二、石井吉之、野村睦、石川信敬、鈴木啓助：山地流域における渇水期の流出特性．文部   

省特定研究経費「寒冷積雪地域の森林が水文・気象・植物生態に与える影響の研究」成果報告書、93－103  

49）石川信敬、兄玉裕二、石井吉之、小林大二：水文・気象観測システムの概要と研究計画．  

低温科学 物理篇，資料集，51：189－196  

50）竹内謙介：西太平洋における大気・海洋相互作用のENSOに及ぼす影響．科学研究費総合研究A研究成果  

報告書  

51）前島正義：高等植物液胞膜のH＋輸送性ピロホスファターゼとATPaseの分子構造と機能．科学研究費重  

点領域研究「バイオエナジエティックス」研究成果報告書（代表者 向畑恭男）  

52）前島正義：高等植物液胞の形成・発達ならびに機能変動に関する研究．岡崎国立共同機構基礎生物学研究所  

共l司報告書， 第3号  

53）前島正義二植物液胞膜の2稜プロトンポンプの分子構造と細胞生物学的特性．日本生体エネルギー研究会  

54）Ohara，H．，Sato，T．，Utech，F，H．and Kawano，S∴Comparativelife history studies on the genus  

77illium（Liliaceae）   

In”ComparativefloristicandecologicalstudiesonthetemperateelementsinNorthAmerica（Report  

ofthe19891991）NorthAmericaProject”ed．byKawano，S．10－33．  

55）Yoshida，C．，Takasu，H，and Sato，T．：A quantitative comparison ofleaf development of three  

StruthiopterisfromJapanandBlechnum頭icantfromnorthwesternAmerica．   

In”ComparativefloristicandecologicalstudiesonthetemperateelementsinNorthAmerica（Report  

ofthe1989－1991）NorthAmerica Project”ed，byKawano，S．168－171  

56）Sato，T．，Hase，A．，Washio，K．，Hattanda，Y．andBarrington，D∴Aquantitativecomparisonofleaf  

allometryandrelativeproteincontentamongD7yOi，te，恵goldianaandD．cYistaねfromNEAmericaand  

D monticola and D to如oensts from nol－thernmostJapan．Inく†Comparative floristic andecological  

studiesonthetemperateelementsinNorthAmerica（Reportofthe1989－1991）NorthAmericaProject”  

ed．byKawano，S．172184  

57）Sato，T．，Ohara，M．，Utech，F，H．andKawano，S．：Latitudinalandlongitudinalgeoclineofleaトshape  

andsizeofEbb）Stichum acrostichoidesfromEasternAmerica．In”Comparativefloristicandecological  

studiesonthetemperateelementsinNorthAmerica（Reportofthe1989¶1991）NorthAmericaProject”  

ed．byKawano，S．185－205．  

58）Takasu，H．，Kawano，S．，Kato，H．andSato，T．：Lifehistouycharacteristicsof Uuuh2riaspecies．：In   

’tComparativefloristicandecologicalstudiesonthetemperateelementsinNorthAmerica（Reportof  

the1989－1991）NorthAmericaProject”ed．byKawano，S．206r223  

59）佐藤利幸：地球から地域への視野範閑縮小に伴う植物頻度分布の変化“積雪関係地域の森林が水文・気象・  

植物生態に与える影響の研究 北大特定研報告書（平成2－4年度）〝代表 ′ト林大二104111  

60）佐藤利幸・伊藤浩司：北海道西部（Fl本海側）に生育するシダ4種の出現頻度の定量解析 “積雪寒冷地域  

の森林が水文・気象・植物生態に与える影響の研究 北大特定研報告書（平成2－4年度）”代表 小林大二  

112－119  

61）佐藤利幸：地点から地域への視野範囲拡大に伴うシダ種数増加 ≠積雪寒冷地城の森林が水文・気象・植物  

生態に与える影響の研究 北大特定研報告書（平成2－4年度）”代表 小林大二120－126  

62）佐藤利幸・安原優子・倉貫幸一一：北海道北部の地形とシダフロラの定量解析 ≠横雪寒冷地域の森林が水文・  

気象・植物生態に与える影響の研究 北大特定研報告書（平成2－4年度）〝代表 小林大二127134  

63）大串隆之：昆虫と植物の多様な相互関係を探る．重点領域研究「地球共生系」総括班主催公開シンポジウム  

「動物と植物の相互作用系」  

64）青田呂秋，石川l正雄，村井克詞，鶴林隆久：オホーツク海北海道沿岸の平均気温と流氷勢力の関係． 海洋，  

24－4：217－219  

65）Ke11ey，J．J．，Gosink，T．A．，Kline，T．C．andAota，M．：CarbondioxideandothertracegasesinArctic  

Seas．第7担】オホーツク海と流氷に関する国際シンポジウム：3T20  

66）村井克詞，鶴林隆久，青田呂秋，イJll止雄：オホーツク海北海道沿岸の気象条件と結氷初日について．  

第7回オホーツク海と流氷に関する国際シンポジウム：41－46  

67）鶴林隆久，村井克詞，青印呂秋，イ川l止雄，松山優治，永田 豊：沿岸境界流の流速と沿岸水位の関係．  

第7回オホーツク海と流氷に関する国際シンポジウムニ4750  

68）白澤邦男，高塚 徹，池印光雄：Momentumandheatfluxesoveropenwater，Seaiceandsnowcoveron  

anArcticLagoon．第7回オホーツク海と流氷に関する国際シンポジウム：75－80  

27   



69）′ト塚芳道，池田光雄，青田昌秋：Surveyontheverticalandseasonalvariationsofmarinediat。mSat  

thefixedstationofMombetsu．第7回オホーツク海と流氷に関する国際シンポジウム：19ト196  

70）青田昌秋，石川正雄，村井克詞，平田稔雄，岸上 久：北海道沿海の海氷勢力変動 一地球温暖化で北海道  

沿岸の海氷は？【．第8回寒地技術シンポジウム講演要旨集：232－237  

71）Shirasawa，K・：Measurements of the turbulent oceanicboundarylayer under seaice．Report of   

ResearchProject（NO．02640312）Grantin－AidforScientificResearch（C）1991：1－55（1992）  

学会発表   

国際  

氏  名  

題名・要旨  学 会  名  場  所  

1．Tabata，T．，Kawamura，K．，Goto，A．，Hondoh，T．  

学会  andMae，S・  
A molecular dynamics study on struCturalstabillity of  

Clathratehydratecrystals  

Int．Conf．Computer Aided  東京  

Innovation of New Mate－  

rialsII   

Amoleculardynamicssimulationwascarriedouttoanalyzethestructuralstabil－  

itiesofclathratehydratecrystals．  

2．Furukawa，Y．and Shimada，W．   

Threedimensional pattern formations at growth of ice 

dendrites  

10thInternationalConfer－  SanDiego  

ence on CrystalGrowth  

Threerdimensionalpatternformationsoficedendr・iteswerediscussedonthebasis  

Of the result ofinSitu observation．Itis noted that there are some discrepancies  

betweentheicedendriteandtheuniversallawofdedriticgrowth．  

3．Furukawa，Y．，Ishikawa，I．andYamamoto，M．   

Experimentalstudy for melting transition atinterface lOthInternationalConfer一  同上  

betweenicecrystalandglasssubstrate  enceonCrystalGrowth  

Adirectevidenceforthemeltingtransitionattheinterfacebetweentheicecrystal  

and theglasssubstratewasshownbythemethodofane11ipsometry．   

4．Furukawa，Y．and Shimada，W  

Pattern formation ofice dendrite grownin supercooled Second JapanHungary  札幌  

Water  Joint Seminar on Applied  

Electro－magneticsin Mate－  

rials and Computational  

Technology  

Studies of the pattern formation of ice crystal grown from the supercooled water 

Werereviewed．TheeffectoftheanisotropleSOfboththesurfacetensionandsurface  

kineticsforthe pattern formation wasdiscussed．  

5．Tsukamoto，K．，Maruyama，S．，Shimizu，K．，Onuma，   

K．，Irisawa，T．，Furukawa，Y，，Kawasaki，K．，Fujihara，   

T．and Yoda，S．  

In situ observation of crystal growth from solution in 

microgravityusinga TR1Arocket  

InternationalSymposiumon  鹿児島  

Space Technology and SciL  

enCe  

Results of theinSitu observations of crystalgrowthin the condition ofmicro－  

gravltyuSlngaTR－1Arocketwerereported．Theeffectofmarangoniconvectionfor  

diffusionfield around the crystalwasdiscussed．   

6．Kouchi，A．and Kuroda，T．  

Condensationofamorphousandcrystallineicesinspace  29thInternationalGeologi一  束都  

CalCongress  

Conditionsfortheformationofamorphousmaterialonthesurfaceofsinglecrystal  

of the same materialby vapor deposition have beeninvestigated theoretically，We  

foundtwoconditionstoobtainamorphousmaterial：i）vaporfluxmustbehigherthan  

criticalflux，ii）temperatureofasubstratemustbelowerthancriticaltemperature，  

Basedonthepresentresultsandonthepreviousexperimentalfindingontheamorph－  

ization ofcrystallineiceby UVirradiation，We discusstheevolution oficy grains  

from masslossstarthroughmolecularcloudtoprimordialsolarnebula．  

28   



7．Kawamura，Tリ Ohshima，K，I．，Takizawa，T，and   

Ushio，S．   

SeaIceGrowthintheOngulStraitnearSyowaStation，InternationalGlaciological 長岡   

Antarctica  Symposium  

Atwo－yearStudywasconductedonthegrowthprocessesofseaiceinOngulStrait，  

Antarctica．Routinemeasurementsofsnowdepthandicethicknessweremadeandsea  

ricecoreswerecollectedtoassesstheirstructure，temperatureandsalinity．Thesnow  

depthvariedfromOtoaboutlm．Inthewintermonths，thegrowthrateishigher  

inbare－iceregionsthaninsnowLCOVeredregions．However，0Vertheyear，theice  

thicknessitselfislowerinthebare－iceregionsthaninthesnow－COVeredregions．Sea  

iceinthesnow¶COVeredregionsincreasedinthicknessinspringratherthaninwinter，  

duetotheformationofsnowiceandbyiceformationrelatedtothemeltingofsnow  

COVer．   

8．Nishimura，K．and Maeno，N．  

Structures of snow cloud regionsin the powder snow Int．Symp．on Snow and  同上   

avalanches．  Snowrelated Problems  

Thestructureofasnowcloudregioninapowdersnowavalanchewasstudiedby  

direct observations ofinternalair flow andimpact pressures caused by snow balls  

contained．  

9．Narita，H．，Fukuzawa，Tリ Maeno，N．and Welin，   

Ma．   

Simple shear deformation of snow containing a weak  同 上  

1ayer．  

同 上   

Snowsamplescontaining aweaklayerwereartificially formedandstudiedin a  
simplesheardeformation．Bothbrittlefratureandductiledeformationwereobserved  
dependingonastrainrate．Thedividingratewasfoundtorangefrom6to7xlO」5sLl・  

10．Norem，H．，Nishimura，K andMaeno，N．   

Comparingmodelandfull－SCaleexperimentswithsnow  同 上   

avalanches．  

同 上   

Snowflowcharacteristicsobservedinacoldlaboratoryexperimentandinnatural  
snowavalancheswerecomparativelyanalyzedtogeta thoreticalmodeldescribing  
thegeneralbehaviorsofsnowavalanches．  

11．Nishimura，K．，Maeno，Nリ Sanders，F．，Kristensen，   

K．，Norem，H．andLied，K．   

Observations ofthe dynamic structure of snow avalan・ 同 上   

ches．  

同 上  

Tworyearsnowavalancheexperimentswerecarriedoutat Ryggfonn，Norway，  

andtheresultsobtainedwerediscussedinrelationtoatheoreticalmodelandlabora－  
toryevidence．   

12．Fukuzawa，T．andAkitaya，E．   

Depthhoarcrystalgrowthinthesurfacelayerunderhigh InternationalGlaciological 同 上   

temperaturegradients．  Society・  

Hightemperaturegradient（〉100K／m）appearsinthesurfacelayerofsnowcover  

duringnightimewhenweatherisclear．Depthhoarcrystalgrowthispromotedbythis  
hightemperaturegradient．Thegrowthrateofdepthhoarcrystalsisoneorderlarger  
thantheupperlimitvaluereportedbypreviouswork・  

13．Fukuzawa，T．and Narita，H．   

Anexperimentalstudyonthemechanicalbehaviorofa InternationalSnow Science Breck－   
depthhoarlayer．  Workshop  enredge，  

USA  

Mechanicalexperimentswereexecutedtounderstandthemechanicalbehaviorof  
depthhoarlayerwithvariousstrainratesbetweenlOp6tolOr3・Theshearstrength  

ofadepthhoarlayerwasmuchlowerthanthatofcompactedsnowlayer・Thecritical  

strain rate ofbrittleductile transition was one ordersmaller．   

14．Shiraiwa，T．，Ueno，K．andYamada，T．  
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Kathman－  

du，Nepal  

InternationalSymposiumon  

Snow and Glacier  

SpatialvariationofglaciermassinputintheLangtang  

Valley，NepalHimalayas．  

Hydrology   

Measurementsofairtemperatureandprecipitationatthreeglacierforefieldsinthe  
LangtangVa11eyhaveshownaconsiderablespatialvariationofglaciermassinput・  

Thereexistanorthwarddecreaseofprecipitationandanincreaseofairtemperature  
duetoanorthwardincreaseofcontinentality．Thiscausesanorthwarddecreaseof  
snowaccumulation，and，aSareSult，anOrthwardriseoftheequilibriumlinealtitude・  

Itisalsonotedthatthespatialvariationismuchmarkedinsummerthaninwinter・  

15．Aniya，M．，NaruSe，R．，Shizukuishi，M．，Skvarca，P・   

andCasassa，G．   

Monitering recent glacier variationsin the Southern XVIIthCongressofInterna－   

PatagoniaIcefield，utilizingremotesensingdata．  tionalSociety for Photo  

grammetryandRemoteSen－  

Washin－  

gton DC，  

USA  

Sing   

Utilizing Landsat digitaldata（MSS and TM）and aerialphotographs，glacier  

Variations were elucidated from1945to1986at six major outlet glaciersin the  

Southern PatagoniaIcefield，SOuthern Andes．Most glaciers showed a general  

recessionuptoabout13kmduringthelast40yearperiod．  

PaleoenvironmentofSiberia．  InternationalSymposiumon  東京  

PrehistricMongoloidDisper－  

Sal   

先史モンゴロイドの移住拡散にかかわる自然環境を復元するために、最終氷期（約5万  

年前）以降の東シベリアの古環境を、永久凍土と氷床の消長と関連つけて復元した。特に  

カルギンスキー亜間氷期には、極端な寒暖の周期的変動があり、これがシベリア全域の永  

久凍土と植生に大きな影響を与えたことを明らかにした。  

16．Fukuda，M．   

The Last Glacial  

17．Takeuchi，K．，Hayes，S．and McPhaden，M．   

EquatorialInstability Wavein the Western Tropical Western Pacific TOGA Sci一  台北，台湾   

Pacific．  entific Symposium  

西太平洋熱帯域で観測された30日程度の周期の振動を解析し、これが赤道不安定である  

ことを示した。  

18．Satoh，S．，Fujiyoshi，Yリ Wakahama，G．，Shirooka，   

R．andUyeda，H．   

DualDoppler radar observation of convergence band llthInternationalConfer－   

Cloud．  enceonCloudandPrecipita－  

tion  

Montreal，  

Cnanda  

The three－dimensionalkinematic structure of the convergence band cloud was  

determinedfromdualLDopplerradarmeasurements．Themechanismofconcentrated  

SnOWfallintheshearfrontregionwasclarified．   

19．Tachibana，Y．   

A possible cause of the climatic cooking between the InternationalSymposiumon  東京   

CretaceousandCenozoicperiods．  GlobalChange（IGPB）  

古気候の変動と、陸上植物の進化の正のフィードバック作用について、従来の考え方に  

加え新たな説を発表した。   

20．Maeshima，M．   

MolecularpropertiesofvacuolarH＋－PPaseandtheinte－ NinthlnternationalWork－ Montery   
gralmembraneprotein．  shop on Plant Membrane USA  

Biology  

植物液胞膜のプロトン輸送性ピロホスファターゼの分子構造と酵素学的特性および高疎  

水性タンパク質の発見と生化学的性質ならびに推定される細胞学的機能について発表。  

21．Nyren，P・，Nore，B，，Sakai－Nore，Y．，Baltscheffsky，   

M．andMaeshima，Y，  

Immunologicalcross－reaCtivitybetweenprotonpumping NinthInternationalCon一  名古屋   

proteins・  greSSOnPhotosynthesis  

高等植物液胞膜のプロトン輸送性ピロホスファターゼが、光合成細菌のピロホスファタ  

vゼならびに同細菌のH＋rATPaseのプロトンチャンネル形成サブユニットと免疫学的類  
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似性があることを発表。   

22．Arakawa，K．，Mizuno，K．andTakabe，T．  

Immunologicalstudiesofbetainealdehydedehydrogenase 同 上  

inbarley．  

同 上  

大麦におけるベタインアルデヒド脱水素酵素の免疫化学的研究について発表した。  

23．Arakawa，K．，Mizuno，K．andTakabe，T．   

Betaine aldehyde dehydrogenase proteinis presentin  同 上  

1eavesofbothbetaineaccumulatorsandnonaccumulators  

同 上  

invariouscerealplants．  

塩ストレス処理したイネ科植物におけるベタインの蓄積とベタインアルデヒド脱水素酵  

素の活性及びタンパク質レベルの変動について発表した。   

24．Ohgushi，T．   

Within－pOpulationvariationindemographyofaherbivo－ InternationalSymposiumon Wagenin－   
rousladybeetle．  InsectPlantRelationships gen，The  

Nether－  

1ands  

Iinvestigatedcohort demography within populations ofthe thistle－feedinglady  

beetleE？ihlChna n＊onica．Survivorshipcurvesdemonstratedthattherewasalarge  

demographic variationarnOngdifferentcohortswithinthepopulations．AIso，the  

amongrcohort variationin demography was muchlarger than among－pOpulation  

variationin a same year．Themajorcausesofthesewithin－pOpulation differences  

were seasonal variation in intensity of egg and larval mortalities due to arthropod 

predationandhostplantdeterioration．   

25．Ohgushi，T．   

Within－pOpulationvariationindemographyoftheherbiv－ InternationalCongressof  Beijing   

orousladybeetle．  Entomology  China  

Iinvestigated cohort demography within populations of the thistle－feedinglady  

beetleEPihlChnaniponica．Inparticular，Ifocusonhowdemographyvariesfromone  

cohorttoanother，bycomparinglifetablesforcohortsproducedoveraseason．Data  

are based on markLreCapture eXperiments for〉9000adult beetles andlife table  

statisticsoverfiveyearsattwolocalities．Thisstudyemphasizesthatnocohorthas  

theidenticaldemographywithanaverageddemographyofpopulation．   

26，Ohgushi，T．   

Demographic variationsin differentecologicalscalesin InternationalSymposiumon Norwich   

theherbivorousladybeetle．  Individuals， Populations， U・K・  

Patterns  

Iinvestigated not only averaged demography of eachlocalpopulation but also  

cohortdemographywithinapopulation，byconductinglifetableanalysisforpopula．  

tionsandcohorts．Ifocuson（1）howdemographyvariesfrom onecohort to another  

overareproductiveseason，and（2）theextentandcausesofvariationindemography  

in different ecologicalscalesin terms oflocality，year，and cohort．This study  

emphasizes that no cohort has identical demography with an averaged demography of 

the overallpopulation，and that cohort demographyis high1y variable within a  

populationcomparedtoovera11demographyamongdifferentlocalpopulations．  

27，Shimada，K．and Baust，）．G．   

Loss ofice－nuCleating activity during puparium forma． AnnualMeetingfor Society Ithaca  

of Cryobiology USA  

of Eurosia solid＆inis（Diptera，Tephritidae）started to  

Of transfer from5to25℃．Their supercooling points de－  

9to23℃duringthepupariumformation．However，SOme  

exhibitedsupercoolingpointsbelow－20℃evenbeforethey  

abdomenswhichremainedinthelarvalstagebydisconnec－  

tioninEuYVSia solideqinis．  

Postdiapauslnglarvae  

pupariate within a week  

CreaSedremarkablyfrom  

larvaetransferredto25℃  

pupariated．Someligated  

tion from the ringglands also exhibitedlow supercooling points after transfer to  

25℃．Indiapauslnglarvae，SuChlossoficenuCleatingactivitybywarmacclimation  

was not observed．Their supercooling points decreased with puparium formation  

Whichwasinducedbytopicalapplication of20－hydroxyecdysone．Puparium forma－  

tion was accompanied by a resistance toinoculative freezing．Four－Or five－day  

31   



pupariasupercooledto－23℃evenundermoistconditions，FromtheseresultsandDSC  

analysisoflarvalfreezingprocess，thepossibilityofthepresenceoficenucleators  

Otehr than frassis discussed．   

28．Shimada，K．   

Coldrhardinessofsometerrestrialarthropodsduringthe Workshop on Comparative  東京  

australsummeratKingGeorgeIsland．  Biological Research of  

Fauna and Florain Conti－  

nentalAntarctica and Mari－  

time Antarctica  

TheAntercticoribatidmiteAlaskozetes anta7Tticuswascollectedfromseveralfield  

habitatsnearGreatWallStation（62013’S，58¢58’W）onKingGeorgeIslandduring  

January and February1990．The tritonymphs and adults were examined for their  

supercooling abillity and survival at subzero temperatures in relation to inoculative 

freezing・The active tritonymphs and adultsshowed awide range ofsupercooling  

pointsprobablyduetotheirpolyphagousfeedingactivityandhumidhabitat condi－  

tions，Withmeansranglngfrom－3．8to－22．4℃．DetrivoreswereinferiortoalglVOreS  

in their supercooling ability．The former seemed to be transiently exposed to the  

hazard of freezing during the cooIAntarctic summer．The resting（premoulting）  

tritonymphs exhibited thelowest mean superCOOling point of－28．3℃．Inoculative  

freezing reduced the survivalof A．antarcticus．Its effect became conspicuous at  

temperaturesbelow－20℃andwasseriousinthedeeplysupercooledindividuals，SuCh  

asrestingtritonymphsandalglVOrOuSadults．Duringtheactiveseason，SpOntaneOuS  

freezing probably started from the gut contents seemed to be more fatalthan  

inoculativefreezingforthisfreezeintolerantspecies．  

29．Fu5ikawa，S．and Takabe，K．   

Freezinginduced ultrastructuralchangesin ce1lor－  AnnualMeeting for Society NewYork   

ganellesincorticalparenchymacellsfromfreezingtoler－  OfCryobiology  USA，   

antmulberrytree．  

The formation of multiplex layers beneath the plasma membranes by freezing stress 

to neal－Subzero temperatures wasindicated as oneimportant mechanisms for  

extremelyhighfreezingtoleranceinwoodycells．  

30．Fujikawa，S．，Valdez，C．A．andKanagawa，H．   

UltrastruCturalstudies of mouse embryos cryopreserved  同上   

by onestepvitrificationprocedure，  

同上  

New medium and the successfulresults for cryopreservation of mouse embryos  

Wereindicated．   

31．Kuwayama，M．，Fujikawa，S．and Hamano，S．   

Successful cryopreservation of bovine blastocysts by International Congress on Hague 

vitrification：The observation ofvitrification by freeze AnimalReproduction  Holland   

replicatechnique  

The ultrastructuralevidences wasindicated for successfulcryopreservation of  

bovineblastocystsby16stepsvitrificationprocedure，   

32．Hayakawa，Y．   

5thInternationalCo1loguium on Endocytobiology and Effects of Polydnavirus on  京都   

Symbiosis．  LarvalDevelopmentin the  

Armyworm  

寄生蜂によって寄生されたアワヨトウ蛾の幼虫は発育が遅れ、蛸への変態も阻害される。  

この原因は寄生の際寄生蜂から寄主アワヨトウ蛾体内に注入される寄生蜂の共生ウイルス  

によることを発見し、このウイルスが寄主体内で発育阻害ペプチドを誘導している為であ  

ることを証明した。   

33．Katagiri，C．，Ito，Y．andSato，M．S．   

Smalトangleneutronand X－raySCatteringofinsectlipo－  Neutronsin Biology  t］立   

phorins．  

AsimulatedthreeLlayermodelofthelipophorinwasobtainedfromsma11－angleX  

－ray SCatterlng eXperiments with the contrast variation method．A sma11angle  

neutron scattering contrast variation on thislipophorin was also performed，The  

SCatteringprofilesweresimilartothoseobtainedbyX－raySCattering．Theradiusof  
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gyration of the particles at infinite contrast was the same as obtained by Xray 
scattering，Thefurtheranalysesarenowinprogress・  

学会発表   

国内   

学会  

氏  名  

題名・要 旨  学 会 名  場  所  

1．本堂武夫、岡田康夫  

融点近傍における氷結晶中の転位の運動速度ⅠⅠ．  日本物理学会  東京  

氷結晶中の転位の運動速度が融点近傍で異常に大きくなるという実験結果とその解釈。  

2．後藤明、秋谷和広、古川義純、本堂武夫、志村孝功、高橋功、   

原田仁平、前晋爾   

X線CTR散乱法を用いた氷Ih結晶の表面構造の研究IV．   同 上  

Ⅹ線散乱測定による氷の表面構造の実験的研究．  

3．高橋秀樹、後藤明、本堂武夫、加藤範夫、前晋爾：   

フォトンカウンティング法による水晶の圧電定数の測定．  同 上  

Ⅹ線領域のフォトンカウンティング法の開発と圧電定数測定への応用．   

4．内田努、前晋爾、本発武夫、Lipenkov，V．Ya．，Duval，P．   

南極VOSTOK深層コア水中のAir－Hydrate結晶の氷床内  日本雪氷学合   

垂直分布．  

同上  

同上  

札幌  

深層コア中のAirHydrate結晶の分布が温度変動と相関があることを見い出した研究。  

5．岸日英也、本堂武夫、前晋爾   

氷単結晶の融液成長－Ⅹ線トポグラフイによるその場観察－． 日本結晶成長学会  徳島  

氷単結晶の成長過程における欠陥の発生過程をⅩ線リアルタイム観察した研究。  

6．内田努、前晋爾、本堂武夫、Duval，Pリ Lipenkov，Ⅴ．Ya．   

高圧下におけるairhydrate結晶の成長過程の顕微鏡観察．  同 上  同上  

Air－hydrate結晶の成長速度を高圧下で測定した研究。  

7．Furukawa，Y．，Ishikawa，Ⅰ．andYamamoto，M．   

Experimentalstudy for melting transition atinterface TheFifthTopicalMeeting 岐阜   

betweeniceandglasssubstrate，  On CrystalGrowth Mecha－  

nism  

The physicalproperties of the transitionlayer betweenice crystaIand gJass  

substrate were discussed on thebasis of the results of ellipspmetric measurements．  

Thepropertywasveryclosetothatofbulkwaterandthethicknessincreasedasthe  

temperatureapproachesthemeltingpointofice．  

8．秋谷和広、後藤明、本堂武夫、古川義純、志村孝功、高橋功、   

原Ul仁平   

Ⅹ線回折法による氷の表面融解に関する研究．  日本物理学会第47回年会  東京  

氷結晶の表面の微細構造を、超強力Ⅹ線による回折によー）解析する試みについて論じた。   

9．後藤明、秋谷和広∴占‾川義純、本堂武夫、志村孝功、高橋功、   

原机仁平、前晋二   

X線CTR散乱法を用いた氷Ih結晶の表面構造の研究．  日本物理学全1992年秋分村会  同上  

氷結晶の表面の構造をフォトンファクトリーのⅩ線によるCTR散乱法で解析した結果  

について論じた。   

10．木下修一【一、佐藤佳宏、山口雅史、八木駿郎、古川義純   

一方向成長するサクシノニトリル結晶の形態形成とレーザー  円本物理学会1992年秋分村会  同上   

照射の効果．  

サクシノニトリル結晶の成長に擾乱を与えるためレーザーを照射した。この結果、レー  

ザ→照射が結晶の界面に不安定を発生させることが明らかになった。   

11．島田亙、古川義純   

過冷却水から成長する樹枝状氷結晶の三次元的構造．  23回結晶成長国内会議  徳島  

過冷却水の中で氷．結晶を成長させ、その形態の三次元的な解析を行った。この結果、氷  

結晶の形態形成は、従来の樹枝状結晶の理論ではもはや解釈困難である事が指摘された。  

12．古川義絶、島田亙   

氷一水界面の界面張力の異方性．  同 上  同上  
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氷結晶の平衡形の観察から、氷一水界面の界面張力の異方性の大きさについての見積を  

行った。その異方性の大きさは、0．01から0．02の間であるが、氷結晶の六方対称性を説明す  

るには十分な大きさである事がわかった。   

13．大塚勝、横山悦郎、入沢寿芙、古川義純   

ごへい形雪結晶の成長過程のシミュレーション．  同 卜  吼ヒ  

ごへい型氷結晶の成長機構を明らかにする目的で、結晶の形態形成の計算機シミュレー  

ションを行った。その結果、拡散場に与えた周期的な変動が形態形成に重要な役割を果た  

す辛が明らかになった。  

14．塚本勝男、′ト沼一雄、隕＝1J垂直、清水健司、入沢寿芙、古   

川義純、平田明、依田真一   

微小重力下でのヨウ化カドミウム結晶の成長その場観察．  同 上  同上  

TR1Aロケットを使って、微小重力下でのヨウ化カドミウムの結晶成長の様子をその場  

観察した結果を示す。   

15．島田亙、古川義純   

樹枝状結晶の三次元的構造一過冷却水から成長する氷結晶の  日本気象学会秋期大会  札幌   

場合．  

過冷却水中で成長する氷結晶の三次元形態の解析の結果について述べた。特に、樹枝状  

結晶の形の時間変化がフラクタル的ではない事を指摘した。   

16．佐々木佳明、古川義純   

人工水晶雲の光散乱特性の測定．  同 上  同上  

実験室内で人工的に水晶雲を作成し、光散乱強度分布を測定した。その結果、Z2度ハロ  

ーに対応する散乱角方向で散乱光の強度のピークが現れた。  

17．島田亙、占‾川義純   

過冷却水から成長する樹枝状氷結晶の形態形成機構．  日本雪氷学会  同上  

過冷却水中で成長する氷結晶の形態形成のその場観察の結果を解析した。氷の形態形成  

と樹枝状成長に対するUniversallawとの関連が議論された。  

18．灘浩樹、古川義純   

水Ih結晶表面の分子動力学シミュレーション．  同 上  同上  

氷結晶の表面の分子動力学法によるシミュレーションの結果。表面融解が初めて再現さ  

れ、氷の底面と柱面で擬似液体層の構造に異方性が検出された。  

19．佐々木佳明、古川義純   

人工水晶雲の光散乱特性の測定．  同 上  同上  

人工水晶雲による光散乱強度の散乱角分布の特性と氷晶の形、サイズ、落下姿勢等との  

関連が議論された。   

20．大塚勝、入沢寿美、横山悦郎、古川義純   

ごへい形雪結晶の成長過程のシミュレーション．  同 上  同上  

ごへい型雪結晶の形態形成の計算機シミュレーションの結果をホす。特に、ある特定の  

周波数のゆらぎが拡散場に加えられたときのみ、ごへい型結晶の特徴的な形態が現れる事  

がわかった。   

21．塚本勝男、小沼一雄、隕＝1」重直、清水健司、古川義純、入   

沢寿美   

微小時間での結晶成長のその場観察．  第9回宇宙利用シンポジウム  東京  

微小重力での結晶成長のその場観察を可能にするために開発された、位相シフト干渉計  

を用いて予備実験を行った結果について示す。この装置により従来より一桁高感度に干渉  

縞の解析が可能になる事が確かめられた。   

22．Kouchi，A．andGreenberg，J．M．  

InterstellarOriginofBiomolecularChirality．  惑星科学夏のセミナー  草津  

Allmechaisms proposed so far for the origin of terrestrialhomochirality of  

biomolecules areinvalid．The optically active molecules havebeen formed by the  

asymmetric photolysis of circularly polarized UV－rayS from the neutron starin  

molecularcloud．Thesemoleculeshavebeenintroducedontopr】mitiveprebioticearth  

bytheimpactwithcomets．  

23．杏内晃、Greenberg，J．M．   

極低温でのアモルファス氷の熱伝導率測定法．  日本雪氷学会  札幌  

彗星の熟史を議論する場／飢こは、数～140Kの広い温度領域に亘る熱伝導率が必要となる  
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が極低塩での氷薄膜の適当な表面温度測定法がなかったため、これまでの測定は125～135  

Kという高温領域のみに限られていた。演者たちは、H2やNeなどのアモルファス氷表面  

上への吸着量の温度依存性およびArやCOなどのアモルファス→結晶への相転移が極低温  

での表面温度計として有用であることを示した。これらの方法でアモルファスH2－CO－CO2  

氷の熱伝導率を測定するとアモルファスH20の熱伝導率より1桁程度大きくなることが示  

された。   

24．Kouchi，A．，Yamamoto，TリKozasa，T．，Kuroda，T．and   

Greenberg，］．M．  

GrainFormationWorkshop  神戸  

ⅩⅠV  

Heterogeneouscondensationofwatericeinspaceisinvestigatedboththeoretically  

andexperimentally．Conditionsfortheformationofamorphousiceonthesurfaceof  

silicate grains are shown：deposition rate should belarger than criticalvalue and  

temperaturelowerthancriticalvalue．InprimordiaisolarnebulaandsteIJaratmosher－  

e，CryStallineiceshouldbecondensed．Inmolecularcloud，Ontheotherhand，amOr－  

phousicemaybeformed．  

25．香内晃、Ll」本菅生、小笹隆司、黒田登志雄、Greenberg，），   

M．   

宇宙空間での氷の不均一核生成．  25同月惑星シンポジウム  相模原  

宇宙空間でアモルファス氷が凝縮するか、結晶の氷が凝縮するかという問題は、氷微粒  

子の進化を考える上で重要である。しかし、理論的な考察はこれまで全くおこなわれてこ  

なかったので、不均一核生成の素過程に着目して、理論的な解析をおこなった。その結果、  

アモルファス氷が生成される条件は、凝縮温度だけでなく、凝縮速度（冷却速度）にも大  

きく依存することがわかった。さらに、130Kより低温でも結晶の氷が凝縮しうる可能性が  

示された。これは質量放出量周辺星雲（平衡凝縮温度は90K以下）に氷結晶が存在するこ  

とを示唆する観測データと調和的である。   

26．上林泰二、藤野和夫   

吸水件ポリマーを用いた人工積雪．  日本雪氷学会北海道支部会   札幌  

吸水ポリマーの凍結に伴う氷の析出形態の観察とそれに対する考察。  

27．上林泰二、藤野和夫   

吸水件ポリマーを用いた人工積雪（1）．  日本雪氷学会  

吸水ポリマーの‡東結メカニズムと析出氷の変態過程。  

同上  

2臥 上林泰二、藤野和夫   

吸水惟ポリマーを用いた人工積雪（1）．  寒地技術シンポジウム’92  同上  

吸水ポリマーを凍結、人工降雪を作製、スキー場として実用化した事例報告。   

29．井上正則、′ト段範久、山内豊、藤野和夫   

波力を利用した融雪槽 その2一融雪シミュレーション．  同 上  同上  

融雪槽及び投入雪塊の融解速度のスケール効果のシミュレーションのモデルの開発。   

30．佐々木正己、鈴木勝裕、藤野和夫、外聞和彦   

積雪観測のための′ト型マイクロ波レーダーの開発．  日本雪氷学会  同上  

これ迄のFM－CWレpダーをポータ70ル化し、積雪内部構造を観測した事例とその解  

析。   

31．堀L】薫   

水晶分離に際しての流東方程式．  同 上  同上  

氷晶分離に際しての物質と熱の流れを支配する方程式には、これまで、相変化の伴わな  

い現象に対し、不可逆熱力学から求めた式が用いられて来た。これらの式の矛盾点を指摘  

し、Osmoticモデルを用いて、これまでとは異なった方法で物質と熱の流れを記述する方  

程式を提案した。  

32．Chen，R．and Horiguchi，K，   

Re）ationshipbetweenconfinedpressureandjcejntrusion  同 上   

temperature．  

同上   

粉体中の間隙水の？束結温度は粉体にかかっている拘束圧によって異なる。氷侵入温度（凍  

結温度）と拘束圧との関係を実験的に測定した。一般的には、拘束庄の増大と共に、氷侵  

入温度は低下するが、均一な粒径から成る粉体ではこの傾向が見られなかった。氷侵入温  

度を用いた、1次凍上と2次凍上の判定基準の方法を提案した。  
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33．水野悠紀子   

多結晶氷の圧縮破壊変形に対する静水庄の効果．  同 上  同上  

多結晶氷の圧縮破壊に対する静水庄の効果を10‾5／sから10】ソsの歪速度を与える高速ク  

リー70実験で明らかにした。静水圧が3MP以下ではぜい性破壊をするがそれ以上の静水庄  

が働くと延性破壊をする。脆性破壊はクラックが成長することによって起こることから、  

マイクロクラックからマクロクラックへの成長を妨げる臨界の静水圧は約3MPaである。  

34．河村俊行、大島慶一郎   

第32次ACR大気一海氷一海洋相互作用の研究概要．  第15回極地気水圏シンポジウ  東京  

ム  

1987年から始まった「南極域における気候変動に関する総合研究計画（ACR）」は、1990  

年からは海氷を中心とした大気一海氷一海洋間の相互作用の研究が重点課題となった。こ  

れに応じて、1991年の越冬観測では、前次隊に引き続き、海氷・海洋の観測を行った。特  

に、海氷観測では海氷コアのサン7qリングを勢力的に行い、海洋観測では流速計による観  

測・係留を行い、流れの場を捉えることを試みた。この報告では、これらの観測の概要を  

示した。  

35．河村俊行、大島慶一郎、午尾収輝、滝沢隆俊   

リエツオ・ホルム湾の海氷成長．  第15回極地気水圏シンポジウ  東京  

ム  

日本雪氷学会  札幌  

南極域における気候変動に関する総合研究計画（ACR）の一環として、リエツォ・ホ  

ルム湾全体の積雪と海氷の厚さの地域特性およぴ、その氷化過程を把握する目的で海氷の  

観測を行った。積雪深・氷厚とも大陸から離れるに従って増大した。積雪の少ない観測点  

の氷厚は、冬の間に増大し、春から夏にかけて前年の氷厚まで減少した。一方、根雪の多  

い地域では、冬期間は殆ど成長しないが、夏の時期に極めて大きな氷厚の増大がみられた。  

これは、この期間に積雪が融け、その融解水の再凍結で成長したことを示している。  

36．河村俊行、大島慶一一郎、牛尾収輝、滝沢隆俊   

オングル海峡の海氷成長．  日本雪氷学会  札幌  

南極域における気候変動に関する総合研究計画（ACR）の一環として、昭和基地周辺  

のオングル海峡で海氷成長過程を調べる目的で、雪尺・積雪深・氷厚の通年観測を行った。  

積雪深の違いにより海氷も異なる成長・構造を示した。積雪の多い観測点では、雪／氷界  

面での雪から氷への変化（雪：氷の形成）によって、冬よりもむしろ春に成長していた。夏  

期の氷厚の減少は厚い積雪のため海氷の融解は抑制された。積雪は海氷の成長及び融解に  

極めて大きな役割を果たしていることが分かった。   

37．荒川政彦、比嘉道也、前野紀一、飯島祐馴－、沖村康之、加   

藤 学、藤村彰夫、水谷 仁   

氷の衝突破片速度の計測．  地球惑星科学関連学会  京都  

氷の高速衝突における破片速度の計測が行われた。測定は高速度ビデオで行われ、解析  

結果は他の物質の結果と比較検討された。  

38．沖村康之、飯島祐一、加藤 学、荒川政彦、比嘉道也、前   

野紀一一、藤村彰夫、水谷 仁   

氷の衝突破壊実験における標的のサイズの効果とスケーリン   同 上   

グ則．  

同上   

氷の高速衝突における標的のサイズ効果が調べられた。実験は、液体窒素温度で、サイ  

ズ3cm角、6cm角、10cm角の立方形の氷で行われた。  

39．飯島祐一、沖村康之、加藤 学、荒川政彦、比裏道也、藤   

村彰夫、前野紀一、二水谷 仁   

氷のクレーター形成実験における弾丸物質及びサイズの効果． 同 上  同上   

氷のクレーター形成時の弾丸物質およぴサイズの効果について、系統的な実験が行われ  

た。弾丸物質には、氷、アルミニウム、ポリカーボネイト、玄武岩を用い、サイズは30－  

45cmで変えた。結果は、レートステージ有効エネルギーを用いて議論 された。  

40．荒川政彦、比嘉道也、前野紀一、飯島祐一一、沖村康之、加   

藤 学、藤村彰夫、二水谷 仁   

氷の衝突破壊と破片速度に関する実験的研究．  日本雪氷学合  札幌  

氷の衝突破壊と破片速度の実験が行われ、衝突破壊のスケーリング削が議論された。  

41．比嘉道也、荒川政彦、前野紀一一   

低速度における氷の衝突特性．  同 上  同上   
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土星リングにおける氷粒子の衝突特性を知る目的で、低速度の氷衝突実験が行われた。  

衝突形式は、温度と速度により、非破壊領域、遷移領域、破壊領域に分けられた。   

42．小杉健二、西村浩一、前野紀一   

氷粒子のスプラッシュ関数と吹雪の跳躍運軌  同 上  同上  

氷粒子が雪面に衝突するときのスプラッシュ関数が求められ、吹雪時の粒子跳躍運動に  

応用された。   

43．福沢卓也、成田英器、秋田谷英次   

しもぎらめ雪からなる弱屑のせん断破壊実験（1）  同 上  同上  

人工的にしもぎらめ雪の屑を含む雪試料を作成し、せん断破壊実験を行った。しもぎら  

め雪の層は弱層として振る舞い、変形および破壊はほとんど弱層内で起こった。   

44．西村浩一、雪崩ダイナミックスワーキンググループ   

ノルウェー・リグフォンにおける人工雪崩実験（2）．  同 上  同上  

ノルウェー地球工学研究所との国際共同研究（代表者：前野紀一）による人工雪崩実験  

の結果が発表された。1991年3月20日および1992年5月20日に実施された人⊥雪崩の測定  

結果から、雪崩の内部速度が求められ、鉛直シアーは1－10s－1と見積もられた。   

45．成田英器、福沢卓也、前野紀一   

弱層を含んだ雪のせん断変形と破壊．  同 上  同上  

弱層を含む雪の単純せん断変形実験を、温度－6℃、ひずみ速度2xlO‾3－10－5s【1の条件  

で実施した。ひずみ速度により脆性破壊的あるいは延性破壊的な破壊が認められた。脆性・  

延性破壊の境界は（6－7）xlO‾5s、1にあった。   

46．小杉健二、西村浩一、前野紀一   

吹雪の発達とス7nラッシュ関数．  円本自然災害学会  秋田  

氷粒子が雪面に衝突する時の物理挙動を記述するスプラッシュ関数が実験的に求められ、  

結果が吹雪の発達の数値シミュレーションに適用された。   

47．前野紀一、西村浩一   

雪崩の内部構造の観測．  同 上  同上  

雪崩の内部構造に関する情報が、ここ数年で実施された黒部志合谷自然雪崩観測および  

ノルウェーリグフォン人工雪崩実験で集められた。その結果をもとに、雪崩内部の速度分  

布および前面の風（いわゆる雪崩風）について考察した。   

48．荒川政彦、飯島祐¶   

衝突破片のサイズ分布に関する理論的考察．  地震学会  筑波  

氷が高速衝突して破壊する時の破片のサイズ分布について、実験結果をもとに理論的な  

考察が試みられた。  

49．Martin，S．，若土正暁、小野延雄  

IcegrowthandbottomwaterproductionintheNorthern  日本海洋学全   

Mamiya．  

東京   

日本海北部間宮海峡における海氷生成をERS－1のSARデータ解析から明らかにし、  

日本海底層水形成について論じた。  

50．若土止暁   

南極域の巨大海洋渦．  同 上  札幌  

南極発散域に長径約500km規模の渦列が存在することを観測データの解析によって明らか  

にし、その生成機構について議論した。   

51．Rudzinski，W．，若土止暁   

An experimentalstudy of melting ofice blocksin  同 上   

stratifjed water．  

同上  

極城海洋における氷山融解過程について低温室で行なった実験結果について報告した  

52．菊地隆、柴田彰、若土止暁   

GeosatAltimeterによる南大洋の海面水位．変動、インド洋南  同 上   

‾方海域に注【］して．  

同上   

GeosatAltimeterG7）海面水位変動データを解析し、南大洋における水位変動の地域特性  

について調べた結果を報告した。  

53．本田明治、若土正噴   

冬季北海道の気温変動にかかわるオホーツク海の海氷と大気  日本気象学会   

循環場の役凱  

同上  

オホーツク海の海氷が、冬季北海道の気温変化に果たす役割について気象・海氷データ  
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を解析し調べた。その結果、大気循環場にともなう海氷場の振る舞いが北海道スケールの  

気温場に影響を与えていることについて気候倍としては説明がついた。  

54．Rudzinski，W．，若土」l二暁   

Alaboratory experiment on melting ofice blocksin  同 上   

stratified water．  

同上  

成増流体中における氷板の融解にともなう対流現象について室内実験を試み、その結果  

について報告した。   

55．大島慶一郎、河村俊イ」二、滝沢隆俊、1二尾収輝   

氷山近傍で観測された水子且・塩分のステップ構造．  極域気水圏シンポジウム  東京  

昭和基地周辺の定着氷にトラップされている氷＝近傍での海洋観測において水温・塩分  

の釦百ニプロファイルが顕著なステップ構造を示すことを発見した。このようなステップ構  

造は、実験室で示唆されている層構造が、現実の海でも、氷山の融解に伴って誘起される  

ことをホしている。  

56，大島慶一郎、河村俊行、滝沢降俊、牛尾収輝  

リエツオ・ホルム湾定着氷下の流れと海洋構造．  極域気水圏シンポジウム  東京  

日本海洋学会秋季大会  札幌   

第31次・32次南梅観測隊では、はじめて広範囲にわたるリエツオ・ホルム湾内の海洋観  

測をイj二なった。定着水内の海洋構造は、秋に低塩水の苔楷が最大になり、夏に周梅探朋水  

の影響を受けた高塩高塩水が下f削二おい てより顕著になるという季節変化をホす。  

果                                       （現場観測からのトピックス）．  日本海洋学会南極海滞シンポ   札幌  

ジウム   

南極域における気候変動に関する総合的研究計画（ACR）のもと、3132次南極観測隊  

では、漸羊・海氷観測を中心課題として取り組んできた。定着水域での海氷成長、潜岸ポ  

リニヤの生成機構、南極治岸水・南棟沿岸流の季節変化などについていくつかの新しい知  

見を得た。  

57．大島慶一郎   

南棟気候研究の成  

58．大島慶一一一郎   

南極海水城における現場海洋・海氷・気象観測．  日本気象学会大気海洋相互作  同上  

用研究会  

気象データにしても海洋データにしても、地球上で最も現場データが乏しいのが南極海  

水城である。初めて本格的な冬季の南極海氷域での観測が行われたのは、1986年のWWS  

P（WinterWeddellSeaProject）においてである。日本においても、南極海水城におけ  

る初めての本格的な観測がACR（南極気候研究）のもと、第31・32次南極観測越冬隊（1990  

－1992）を中心として行なわれた。   

59．福沢卓也，秋田谷英次   

しもぎらめ雪からなる弱層のせん断破壊実験（1）．  日本雪氷学会  同上  

しもぎらめ雪のせん断強度特性を知るために低温室内で力学実験を行った．同程度の密  

度を持つしまり雪と比較してしもぎらめ雪は1／5から1／10程度の強度しか持たないことが示  

された．   

60．秋川谷簸次、イ〔井志之、福沢卓也  

199卜1992年冬期の北海道の積雪と雪崩災害．  日本【里貯災害学会  秋Ⅲ  

2冬期の2月に北海道の広域横′ヤ調査を行い、綿雪特件の比較をするため積雪特作図を  

提案Lた。1991～92年冬期に北海道で5件の雪崩事故があり7名が死亡した。二つの雪崩  

につきアメダス気象データから雪崩発生予知の可能惟を検討した。   

61．秋用祥一英次、石井菩．之   

北海道の積雪特性比較 －1991，1992年冬期－．  日本雪氷学会  札幌  

械雪特件を図上で比較するため積雪特性図を提案した。すなわち通常の測定項［1である  

横平深、積雪水量、ラム硬度を1つの図で表現する。両年の積雪特性に顕著な違いが見ら  

れ、これは両年の冬の気象の違いの反映として説明できた。   

62．尾関俊浩、秋田谷英次   

サン・クラストの形成機構．  同 卜  同卜  

野外でサン・クラストの形成過程を観察し、その熱収支を明らかにした。それらの条件  

を恍温室内で満たし、人工的にサン・クラストを再現した。その結果、野外では明らかに  

できなかった、雪質や雪面条件を知ることができた。   

63．白岩孝行、川田知允  
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ネパール・ヒマラヤ、ランタン谷における氷河台帳の作製．  日本地理学会  東京  

ネパール・ヒマラヤのランタン谷に発達する氷河について、空【い写真撮影と現地調査を  

行い、台帳を作製した。ランタン谷には約50の氷河が認められ、これらの面積の総計は約  

127k如こ達している。氷河のタイプは小規模なC型と大規模なD型氷河が認められた。C製  

氷河のヤラ氷河では1982年以降、末端がほぼ停滞からやや後退傾向にあり、D聖水河のリ  

ルン氷河では岩層に被覆された表面高度は平衡状態にあることが判明した。   

64．白岩孝行   

氷河地形からみたヒマラヤ・チベットの古環境．  日本地形学連合  三重  

チベット高原では、かつての氷河拡大期に単一の氷床が全体を覆ったという考えと、氷  

河の最拡大期においてさえ氷河の拡大範囲は各山脈に納まっていたとする考えがある。チ  

ベット高原の南棟に位置するヒマラヤ山脈南面の氷河変動に関する地形学的な証拠に基づ  

いて、かつての氷河の拡大範囲について、この地域の氷河の質量収支特性を用いたモデル  

計算を行った結果、平衡線の低下量は内陸に向かうにつれて減少することが判明し、これ  

よりチベットに氷床が形成された可能件は少ないことが示唆された。   

65．白岩孝和、上野健一   

非モンスーン降水がヒマラヤの氷河の質量収支に【㌔める割合． 日本雪氷学会  札幌  

従来、ネパール・ヒマラヤにおける氷河の病毒は主として夏のモンスーン期にもたらさ  

れる降水が大部分を糾っていると考えられてきた。しかし、ランタン糾こおける気象観測  

と氷河上での積雪観測の結果、モンスーン期を除く期間における降水も少なからず氷河の  

滴養に寄与していることが判明した。滴養城における浅層ボーリングにより、季節毎の質  

量収支の割合を調べたところ、過去9年間において最大で約50％、少ない年で0％、平均  

で30％程度、非モンスーン期の降水が年間の総滴養量に貢献していることが判明した。   

66．安仁屋政武、成瀬廉二   

衛星データによる南米の氷河と積雪の変動の研究一南パタゴ  科学研究費重点領域研究「衛  東京   

ニア氷床の溢流氷河一．  星による地球環境の解明」平  

成3年度第2回シンポジウム  

ランドサット（MSS，TM）のディジタルデータ（1976、1986年）および空中写真を  

用い、南米・南パタゴニア氷床の氷河変動を解析した。全般的に、同地域の氷河は過去40  

年間に2～10km程度後退傾向を示していることが分かった。  

67．成瀬廉二、Skvarca，P，   

メディアル・モレーンの形態からみた氷河の動力学的状態一  日本雪氷学会   

商パタゴニア・ウ70サラ氷河を例として一．  

札幌  

南パタゴニア・ウプサラ氷河において、メディアル・モレーンの幅の変化データをもと  

に氷河流動の連続の条件の考察を行い、支流のコノ氷河の流動が著しく不活発で、衰退に  

向かっていると結論した。   

68．福田正己、曽根敏雄、下川和夫、高橋伸幸   

南棟半島ジェームズ・ロス島の閻氷河地形について．  第12阿南換地学シンポジウム  東京  

南極半島部の永久凍土分布地域であるジェームズ・ロス掛こ形成・発達する、構造土に  

ついて、その起閃及び形成環境を検討した。特にSorted，Stripes，からSorted，Circles、  

そしてStone－．Pitsへの形態変化が、斜面の傾斜に依存することを明らかにした。形成機  

構としては、凍結h融解による晴勤屑内の礫移動によることを推定した。   

69．加藤喜久夫、福田正己   

南極半島マランビオ島の氷楔氷の生成i酎呈（1）．  同 上  同上  

南極半島マランビオ島には、一典型的な氷楔とそれが形作る構造土が観察される。氷楔の  

長さは1．8mであるが、北極のそれに比べて横幅は′トさ〈、より乾燥条件下で形成・発達し  

たことを示唆している。氷の化学分析結果から、特異な陽イオン分布がホされ、それが塩  

類を含む水の凍結過程で、分離析出されたことを明らかにした。   

70．福m正L   

シベリア永久i東二tのエドマ層形成環境について．  日本雪氷学会  札幌  

シベリアの永久礫土層に発達する巨大な地下水の性質について、現地調凍結果を報告し  

た。エドマ層が同時発生的な氷楔起源であること、またその主な形成時期が3．5－2．3万年前  

の最終氷期の亜間氷期（カルギンスキー期）であることを、化学分析結果にもとづいて推  

定した。  

71．福田正己  

’92シベリア永久凍土調査報告．  第2回北転科学研究会、報告  東京  
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平成4年度に、シベリア永久凍十地域において、気候変動がシベリアの凍土圏・生物圏  

に与える影響の現地調査を実施した。調査はロシア科学アカデミー、ヤクーツク永久凍土  

研究所、生物研究所との国際共同で実施された。この調査で得られた成果の概要を報告し  

た。   

72．イ丁崎武志、河村俊行、白岩孝行、成瀬廉二   

北海道走山渓で発見された地下氷について．  日本雪氷学会  札幌  

1992年8月に、札幌市南区の走出渓において、林道整備二l二事の際に、幅4m、高さ2m  

程度の範囲にわたって地下水が発見された。この地下水の偏光写真、酸素同位体比や現場  

調査などから、地下水の成因、形成時期等を推定した。  

73．石井吉之、鈴木啓助、兄・k裕二、小林大ニ   

カナダ東部北方針案樹林地の林内積雪と融雪流出．  同 上  同上  

カナダ東部の北プノ針葉樹林地の小流域において、森林内外における融雪特件と融雪水の  

流出応芥を調べた。林内日射量は林外の25％に減衰するが、融雪熱量の減衰は50％にとど  

まることを熱収支的に論じた。林内積雪からの流出は、浸透流扇が小さいために遅れが大  

きくなる一斑を明らかにした。一方、河川流出の遅れは主に棟内表層土壌の有機質層内で生  

じていると推察した。   

74．妃玉裕二、イ川】信敬、竹内由杏里   

融雪期における接地境界層．  同 上  同上  

融雪期における接地境界屑は［†中も夜間も安定になるが、その構造は異なる。口中は表  

面が0℃に保たれ気温は主に移流によって0℃になり安定となっているが、夜間は表面の  

放射冷却によって安定になっている。この検証を顕熱フラックスと潜熱フラックスの変動  

から考察した。   

75．竹内由香里、兄玉裕二、中林宏典、イ川l信敬、小鉢大二   

融雪期の雪面における蒸発違の地域特ノ阻  同 上  同上  

雪面の蒸発量を直接設定することはむずかし〈研究例は少ない。そこで流域内数．勘こお  

いて電干天秤を用いた秤量法により蒸発量の時間変化、空間分布を求めた。  

76．中林宏典、イi川信敬、見薫裕二   

林内の融雪熟巌に占める長波長放射収支鼠  同 上  同上  

樹木は風や日射に対して遮蔽効果を持ち融雪を抑制している。しかし林内の熱収支特件、  

特に放射特性を研究した事例は少ない。そこで尉冠密度と気温から林内の長波長放射鼠を  

見積る方法を開発し、赤外放射の融雪に対する寄与を考察した。   

77．石井吉之、秋田谷英次、野村睦   

積雪中の無機イオン濃度の地域性．  【1本自然災封’芦会  秋田  

1992年2月下旬に北海道内で広域積雪調査を実施した。≠碩雪特性図“を作成し、積雪水  

量とラム硬度の比例関係を明らかにした。層別に採取された雪試料の化学分析を行ない、  

海岸からの距離と塩化物イオン濃度の関係や、高所と平地のアニオン濃度の差異を調べた。  

国造沿いの雪試料はpHとカルシウムイオン濃度の相関が顕著で、アスファルト粉塵の影響  

が強く現れている。   

78．佐藤弘和、イ雄二吉之   

隣接する森林流域における流出の相違．  「†本陸水学会  別府  

夕張ノIl上流域の落葉広葉樹林地において、地形・地質・相生・土壌相等の流域特性の類  

似した′卜流域（0．15kmz）の融雪流出応答を比較した。両流域は基岩Lの上層厚と側壁斜面  

勾配が異なり、屑厚大で緩勾配な流域の方がピーク流出の生起時刻が遅くなる点を定量的  

に説明した。   

79．鈴木啓助、イf井貴之、妃三モ裕二、小林大ニ   

カナダ東部北方針葉樹林の融雪に及ばす影響．  同 上  同上  

カナダ東部の北方針葉樹林他の小流域において、森林内外における化学物質の流出過程  

を比較し、科学的側面から融雪に及ぼす森林の影響を調べた。森林内外の降水中の窒素化  

合物濃度は林内が林外より低く、生物活動による化学変化と消費が推察された。積雪下面  

融雪水小の溶存物質濃度は、林外でのみH変化が明瞭で、日変化は窒素化合物濃度と対応  

して現れている。  

80．′ト林大二、兇玉裕二、イ川二吉之、野村陸、石川信敬、鈴木   

席助  

11」地流域における渇水期の流出特性．  同 上  同上   

川水の化学成分と流量の変動から1）渇水期の一時降水の増水は融雪期の増水に比べて早  

い減食を示した。2）川水の化学成分により、伐層水と深層水からの流汁‖こ分けられた。3）  
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その成分比及び水質は日変動を示し、その原因として蒸散が考えられる。   

81．小林大二、兄玉裕二、石川信敬、本11」秀明、Kane，Dリ   

Hinzman，L．，Benson，C．andGieck，R．   

アラスカ北極域の水文特性．  日本水文科学会  筑波  

北極域の水文特性は1）年降水量が100－300mm前後と少ない。2）年降水量の5割以上が降雪  

がLliめ、融雪及びその流出が年間の水文現象の最大のイベントである。3）日照時間が長い  

ため可能蒸発量が100－300mmとなり夏期の降水量を上回っている。   

82．中林宏典、オ〃ll信敬、兄玉裕二   

長波長放射による林内融雪．  日本気象学会  札幌  

樹木は風や日射に対して遮蔽効果を持ち融雪を抑制している。しかし林内の熟収支特性、  

特に放射特性を研究した事例は少ない。そこで樹冠密度と気温から林内の長波長放射量を  

見積る方法を開発し、赤外放射の融雪に対する寄与を考察した。   

83．竹内由香里、見玉裕二、石川信敬、小林大二   

地表面熟収支特性における積雪の効果．  同 上  同上  

綿雪の存在は地表而熱収支特性に大きく影響を与える。消雪【】前後1ヶ月にわたって放  

射3成分、気温、湿度、風速、表面温度、地温、蒸発量の変動を観測し、積雪が大気や地  

表面に及ぼす熱的効果を研究した。   

84．伊藤進一   

Mixedboundaryconditionにおける自助振動．  日本海洋学会  同上  

析直2層の単純なモデルを用いて、mixedb．c．のもとでFl励振動が起こる条件を解析的に  

求めた。その結果、円励振動は蒸発過剰なときにのみ起こることが示された。  

85．伊藤進一   

海洋熱塩大循環モデルに現れた長周期変動．  シンポジウム「亜寒帯循環と  岩手県大槌  

北太平洋中層水」  

北太平洋を念頭においた海洋大循環モデルを、mixedboundaryconditionのもとで、  

数僻＿積分すると周期が数十年にもおよぶ長周期変動が現れた。この長周期変動は、境界条  

件が時間的に一定であるもとで起きているので自励振動であると考えられる。海洋自励振  

動が起こる条件を簡単なモデルで考察した。   

86．荒井美紀、竹内謙介   

気温の長期変動に於ける時系列特性．  同 上  札幌  

世界8地域別の地上気温平年偏差値に対し、スペクトル解析及び度数分布から地域的な  

特徴と季節的な特徴を調べた。その結果、特に南アジアとオセアニアで10年周期が顕著で  

あることがホされた。   

87．立花義裕、佐藤晋介、鬼玉裕二、山m知充   

北海道都市型降雪と陸風の規模の関係について．  同 上  筑波  

除から海方向へ吹く寒冷な気塊の規模が、河川の流域面積によって規定され、その規模  

の大′トが降雪の継続に大きく寄与していることを言及した。  

88．荒井美紀   

気候の非線形的変動．  南極氷床ドーム深層水コア解  札幌  

析プロジェクト ーワークショ  

ップ  

気候の変動を非線形性、殊にフラクタル惟から考える見地を提議した。この検証には、  

氷床コア等によるより精密な占▲環境復元が望まれる。   

89、遠藤辰雄、大井正行、松村寛一郎、若濱五郎、中村晃三、   

藤吉康志、石坂 隆、越闘智素、平沢尚彦、武田喬男   

寒気吹き出し時海上層状雲における雲粒子雲水量の琉直分布． 日本気象学会春季大会  筑波  

WCRP（世界気候研究計画）の国内研究組織“雲と放射“の本観測が奄美大島におい  

て1991年1Jれこ行われた。雲粒子ゾンデ（HYVIS）10台を季節風吹き出し時の東シナ海に  

発生する層積雲に飛揚した。得られた雲水量の値は、航空機から測定されたマイクロ波観  

測の値および北京大学グループが地上で測定したマイクロ波観測の値と、それぞれ良い一  

致を見た。   

90．松村寛→郎、遠藤辰雄、竹内謙介   

グリーンランド周辺における大気一海氷相互作用  同 上  同上  

デンマークの気象局が発行しているグリーンランド周辺の海氷分布図の1966年から1981  

年の毎月の海氷域の広がりと密接度の偵を用いて主成分解析を行って来た。今回は特に海  
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氷の成長期・成熟期・減少期に分けて、地上気圧場の変動パターンとの相関およぴラグ相  

関を取り相互関係を調べてみた。その結果、この領域の海氷は大気に対して大きな影響を  

及ぼしている事がわかる。   

91．佐藤晋介、立花義裕、伊藤進一、松村寛一郎、荒井美紀、   

大井止行、遠藤辰雄、竹内謙介、藤ま康志、三隅良平、越田   

智者、吉本海弘、岩崎博之、坪木和久、川島正行   

3台のドップラーレーダーによる降雪芸内の風速場の解析．  同 上  同上  

都市の豪雪災害防除・軽減を目指した特別観測がポ狩平野にて展開され国内では初めて  

3台のドップラーレーダーを動員して総合的な観測が行われた。3台のドップラーレーダ  

ーのデータを合成してトリプル解析を行い雲内の船艇気流を絶対値として求めることを試  

みたが、各レ→ダー間の批離が長すぎて、あるいは竺の高さが低すぎて誤差の少ない有意  

な偵は得られない事が分かった。しかし、2台のドップラーレーダーの組み合わせを適当  

に選ぶことから、より広範囲のデュアル解析が可能になった。   

92．沢しIl敏隆、播磨屋敏生、金村海俊、イ潮時彦、佐藤晋介、   

遠藤辰雄   

内陸部に降る降雪粒・千の雲粒補足成長過程について．  同 上  同上  

石狩平明の海岸部として札幌市の北部にある篠路において降雪粒子の地上観測を子fって  

きた。これと比較するために、今恒＝まイi狩平野の内陸部として岩見沢において同様の観測  

を行った。結果は予期したように海岸部では綴や雲粒付きの結晶が多かったのに対して、  

内陸部では雪片などの併合しているものが多かった。これとレーダーの観測地を参照しな  

がら、雲粒寄与率などの解析を試みた。   

93．高橋庸哉、遠藤辰雄、若濱五郎   

鉛直過冷却空風洞による初期水晶併合実験．  同 上  同上  

雪結晶を上二好況で支えて成長速度と落下速度を円然状態にして精密に測定したTakaha－  

Shietal．（1991）の実験装置を用いて、落下速度のほぼ等しい単結晶を二個浮遊させて第一  

L＝lト1の併合に関して起こる特性を種々調べた。板状結晶については併合した結晶の中心間  

距離は約50％のものが最も多かった。柱状結晶では併合によってなす角度は90度が最大で  

あった。また従来から成長か併合かの議論がなされてきた12花結晶は、この実験では併合  

で作る事が出来た。  

94．下川春人、瀧澤隆俊、牛尾収輝、遠藤辰雄、河村俊行、大   

島慶一郎、小野延雄   

船上ビデオ撮影による海氷観測（その3）．  第15回極地気水幽シンポジウ  東京  

ム  

†南極観測の輸送支援を行う（しらせ）は夏とはいえ南極大陸沿岸部ではなおまだ広大な  

海水域を航行しなければならない。その海氷状況を第29次から第32次まで毎回船上からビ  

デオカメラで観測をし続けてきた。その膨大なデータはパソコンによる自動解析を行って  

処理され、海氷分布と密接度としてまとめられている。  

95．村本健一一郎、松浦弘毅、小杉止農、遠藤辰雄、卜川春人、   

小野娃雄   

海氷映像の画像処二埋．  同 ヒ  同上  

南極城で（しらせ）船Lから斜め前方方向へむけて取られた海氷のビデオ画像をパーソ  

ナル・コンピューターをもちいて平面図に変換して、海氷分布や密接度を計算する手法に  

ついて報告する。   

96．小西啓。之、和川 誠、遠藤辰雄   

南極昭和基地付近の降ヤ雲の季節変動．  同 上二  同上  

第30次の越冬観測を通じて鉛直固定型と水平走ノ在隻■4の両レーダの観測を昭和基地にて行  

った。雲の高度は春と秋のものが高〈、冬のは低いことが特徴であー）、その構成閃rが水  

か氷かの判別もなされた。   

97．菊地時夫、遠藤辰雄   

ACR無人気象観測のデータ処埋．  同 L  同上  

南極城気候研究（ACR）期間を通じて行われた無人気象観測ネットワークのNOAA  

衛損を介してデータが転送されるアルゴンステムの2点（みずほ・30マイル）のデータ処  

埋の実際と経過が報曾された。   

98．小西洋一之、和川i戚、遠藤辰雄   

南鰍J酎口基地付近の水雲、水雲の季節変動．  rl本気象学会秋季大会  札幌  

昭和基地における降雪芸の雲粒子の構成が液滴であるか水晶であるかの判別を鉛直指Ir－」  
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のセンチ被レーダーとマイクロ波メーターの比較観測によって年間の変化傾向を調べた。  

99′ 牛山朋釆、佐藤晋介、遠藤辰雄、藤吉康志、武田喬男、都   

市豪雪観測グルー7p   

石狩湾上における帯状雲の三次元風速分布と発達過程（1992  同 上  同上  

年1月31日の事例解析）．  

都市の豪雪災害防除と軽減に関する特別稔合観測が行われた1992年1－2月に石狩湾内  

で観測された静かに持続して降る降雪雲の運動学的構造について我国で初めて行われた3  

台ドップラーレーダーによる観測を解析してみた。従来の西岸帯状雲の構造と酷似してい  

るがその構造全体を包含する広大な領域の解析図が得られた。  

博、遊馬芳雄、菊地勝弘、佐藤晋介、遠  

藤吉康志、武田喬男  

100．上野圭介、上田   

藤辰雄、竹内謙介、  

同上  石狩湾周辺における降雪雲の発生・発達過程の観測－その  同 上   

5－：1992年1月23rJの小規模渦状擾乱の構造一．  

都市の濠雪災害防除と軽減に関する特別稔合観測が行われた1992年1－2月に石狩湾内  

で観測された期間中で最強の降雪現象を観測した。データは3台のドップラーレーダによ  

る観測結果をもちいた。この嵐は石狩湾の中央に渦の中心をもつ典型的な（石狩湾）′ト低  

気圧の様相を持ったもので風の収発散解析がなされ、その構造が明らかにされた。  

101．佐藤晋介、藤吉康志、遠藤辰雄、武田喬男、都市豪雪研究   

グループ   

複数台のドップラーレーダーによるTモード筋状雲の運動学  同 上   

的構造の研究．  

同上   

都市の豪雪災害防除と軽減に関する特別絵合観測が行われた1992年1－2月に石狩湾内  

で観測された一般風の走向に対して直交する向きに雲列が延びる所謂Tモードの降雪雲の  

事例を観測解析した。結果は従来のものと矛盾しないものであり、広範囲の同時観測によ  

る烏蠍図が得られた。  

102．中井専人、遠藤辰雄  

l山岳地形上空の降雪雲に伴う気流－ドッ70ラーレーダーと  同 上  同上   

レーウィンゾンデのデータを用いた2次元の計算一「  

庄内平野に上陸した降雪雪が出羽丘陵を再び越える際に強制発達する地形性の降雪機構  

をレーダーとゾンデによる解析を行った。このケースは横長の山脈の山越えであるため直  

交方向への出入りがないので2次元的に扱う事のできる理想的な事例であり、山越え時に  

安定屑で押さえられるために下層JET（強風屑）が見られる事が注目される。   

103．遊馬芳雄、菊地勝弘、上田 博、高橋暢宏、上野圭介、武   

田喬男、藤吉康志、竹内謙介、遠藤辰雄   

偏汲レーダーからみた降雪雲の内部構造．  同 上  同上  

偏波レーダーから得られる情報は降雪粒子の落下中の姿勢において球状であるか水平に  

偏平であるかの重要なものであり、これにより霞であるか雪片であるかの判別に活用する  

ための野外試験を他のレーダーと比較しながら武術してみた。  

104．遠藤辰雄、大井正行、佐藤晋介、菊地勝弘、上Lil博、遊   

馬芳雄、都市豪雪観測グループ   

オi狩平野の降雪芸における雲粒子ゾンデの観測とその結果と  同 上  同f二   

二偏波レーダー観測との比較．  

降雪芸内の降雪粒子がどのようなものであるかを知ることは雲のライフサイクルを評価  

する上で微物三野過程として重要である。ここでは雲粒子ゾンデを用いてレーダーと共に観  

測した。－15度Cの高度で星状六花の単結晶が′削二観測されたこと、他の層では破砕片しか  

観測されなかったことなどの結果を得た。   

105．高橋庸哉、佐藤晋介、遠藤辰雄、村本健一一郎   

降雪粒子の形態から見た降雪雲の特徴．  同」l二  同上  

地1二降雪観測の結果、顧と雪片がそれぞれ申越して観測される時のレーダエコーの鉛直  

断面構造にそれぞれの特徴が認められた。   

106．佐藤晋介、遠藤辰雄、高橋庸哉、村本健一郎   

対流セルの発達段階と降雪粒子の構成要素の関係．  同 l二  同上  

降雪芸の対流活動の程度によって地上で観測される降雪粒子の形状・サイズ・蒲F速度・  

降雪強度等にそれぞれ特徴が認められた。  

107．高橋庸哉、遠藤辰雄   

降雪粒子形状自動連続観測装帯の開発．  Fl本雪氷学会  同上  
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地上降雪観測で最も困難で欠けがちな観測要素は降雪粒子を構成する雪結晶の結晶形の  

記録であり、これは従来顕微鏡などを用いて手仕事でおこなわれてきた。これを完全自動  

化するために、2台のビデオカメラとブロアーを優って連続自動観測装置を試作した。  

108．遊馬芳雄、菊地勝弘、＿L臼1博、高橋暢宏、上野圭介、田   

中止之、早坂忠裕、武田喬男、藤吉康志、石坂 隆、竹内謙   

介、遠藤辰雄   

降雪誓の水晶スペクトロメーターと偏波レーダーとの相互比  同 上   

較観測．  

同上  

雲内の降水要素を観測する手段として現在最も完成されたものは航空機搭載型の降雪粒  

子粒径スベタロメーターである。これを用いて石狩湾上空でこの地で初めての観測を行い、  

地上レーダーも観測結果に対して解析を行った。   

109．．†f田静夫   

植物細胞のホメオスタシスと環境ストレスⅠⅠ．低温ストレス 【1本植物学会大会  奈良   

によるカルシウム濃度の変化．  

低温ストレスにたいする細胞初期応答において、細胞質カルシウム漉度の増大が重要な  

役割を持つことを発表。  

110．二．tf田静夫   

植物細胞のホメオスタシスと環境ストレスⅠⅠⅠ．  同 上  同上   

ヤエナリ培養細胞の増殖過程とⅤ－ATPaseの低温感受性の変   

化．  

細胞の低温感受性が成長周期によって大きく変化することと液胞膜H＋－ATPaseの低温  

安定性の変化ついて発表。   

111．イ川l浩子、吉Ⅲ静夫   

ヤエナリ培養細胞の増殖過程と微細構造．  同 上  同上  

生長過程における低温耐性の変化と低温傷害初期過程における細胞微細構造の変化につ  

いて発表。   

112．大平万里、前島正義   

ヤエナリ胚軸の核マトリックス・核膜のタンパク質組成．  Fl本植物生理学舎  熊本  

植物細胞核を単離し、核膜およびマトリックスのタンパク質組成と特性についての報告。   

113．前島止義   

植物の液胞機能の多様性を支える機能素Fの種、器官特異性  日本農芸化学会北海道支部例  札幌   

について，  

液胞膜酵素、タンパク賀の組成と機能は、植物の稜、器官によって各々特徴があること  

を報告。   

114．前島正義   

植物液胞膜のStains－all染色性タンパク質の単離と性質，  第65回日本生化学会  福関  

根物液胞膜に存在するStains．a11染色性タンパク質、すなわちカルシウム結合性タンパ  

ク質の発見、精製ならびに生化学的性質についての発表。   

115．けl中書之、下・菓一弘、前囲美紀、前島正義  

オオムギの液胞膜タンパク質のcDNAクローニング．  第65回日本生化学会  福岡  

液胞型ピロホスファターゼおよぴATPaseサブユニットのcDNAクローニングと推定一  

次構造に関する発表。   

116．イf谷学、荒川圭太、高倍鉄子   

大麦のベタインアルデヒド脱水素酵素のcDNAクローニング． 日本植物生理学会  熊本  

大麦のベタインアルデヒド脱水素酵素のcDNAクローニングについて発表した。  

117．佐藤利幸，Utech，Fリ 河野昭一   

アメリカ北西海尉こ沿ったPolystichummunitumの葉形質の  Fl本生態学全   

クライン  

名古屋   

アメリカ西海岸のシダ（イノデ属）一種の菓の脈密度が北ほどう阻であり形も単純である  

ことを確かめた。  

118．佐藤利幸，長谷 昭   

日本産・北米産Dryopteris各2種の葉形質と総タンパク質の  日本植物学会   

定嵐比較  

奈良   

異所・同所分布する北日本とアメリカ束部オンダ各2種の総タンパクの相対分布と比較  

形態を定量比較したところ異所椎間では形態が、同所樽間ではタンパクに相似性が高かっ   
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た。   

119．佐藤利幸   

ヤマグワの分枝様式と葉形・菓サイズの分布  日本生態学会北海道地区  札幌  

ヤマグワの枝の案分布を調べたところ粗分布する枝には大型小数の菓が、密分布する枝  

には小型多数の葉が分布する。   

120．奥田 徹、松研祐介、【U中 明、匂二枚勝之助   

低温処理によって生成する過酸化水素について  日本農芸化学会大会  東京  

低塩処理により、棄と同様に茎においても】時的な過酸化水素の濃度増加が見られた。  

処理後5分で過酸化水素渡度は約3－5倍に増加し、その後低下した。光合成をしていな  

い組織においても過酸化水素が生成することから、ミトコンドリア等の電子の流れが低温  

処理によって急激に阻害され、余剰電子が酸素分子と結合して過酸化水素を生じているこ  

とが示唆された。   

121．松田祐介、奥田 徹、山中 明、匂坂勝之助  

秋播小麦における低塩順化初期段階のタンパク質代謝  同上  同上  

秋播小麦クラウンでは、低温順化初期のタンパク質代謝は四相より構成されることが示  

された。（D低温処理開始後（以下処理後）約25時間は合成準備期である。②処理後26から  

48時間は低温によるタンパク質の急激な合成誘導と、→部の既存タンパク質合成能力の低  

下が始まる。（∋処理後48から123時間は低温で誘導されるタンパク質合成が主として進行す  

る。④処理後123時間以降、低温誘導性タンパク質の一部の合成が止まり、これとともにタ  

ンパク質合成活性が定常期へ移行する。これらの結果より、低塩順化時のタンパク質代謝  

には相特異性及び、選択的合成能のあることが考えられる。  

122．松田祐介、奥目1徹、Il」中明、河合順、匂坂勝之助  

秋播小麦低温誘導性タンパク質の過酸化水素処理による誘  同上  

導  

同上  

過酸化水素処理により、11種のタンパク質の合成が誘導された。このうち6種は、低温  

処理によって合成の誘導されるタンパク貿であった。また、16種の既存タンパク質の合成  

活性が過酸化水素処理によって促進された。このうち2つのタンパク質は、低温処理によ  

っても合成が促進された。これらの結果から、過酸化水素等の活性酸素種が低塩順化に伴  

う遺伝子の形質発現の変化に関与していることが明らかになった。   

123．松田祐介、奥田徹、Il」中明、増田治、匂坂勝之助   

低温及び過酸化水素により誘導される蛋白質の解析  同上  同上  

低塩処理開始後21～26時間にActD処理することにより、低塩誘導性蛋白質の合成が減少  

した。中でもC12、C14は完全に合成が抑えられた。脱低温順化処理により、過酸化水素誘  

導性のHl－H3、H5、及び低温と過酸化水素のいずれの処理によっても誘導されるClla、  

Cllbが誘導的に合成されたがCllを除く低温誘導性蛋白質の合成活性は減少した。再低温  

順化処理によ（）、各低温誘導性蛋白質の合成が観察されたが、C12、C14a、及びC14bの合  

成は見られなかった。   

124．山中 明、松田祐介、奥田 徹、匂坂勝之助   

コムギのpoly（A）RNA結合性蛋白質について  同 上  同上  

SDS－PAGEによりpoly（A）RNA結合性蛋白質は生育時期により変化することが認めら  

れた。また、ある生育時期のmRNAに他の生育時期のpoly（A）RNA結合性蛋白質を添加  

するとmRNAの翻訳が阻害された。  

125．匂坂 勝之助   

高等′値物の新しいオルガネラ、“プラスチドイニシャル、、につ  同上   

いて  

同上  

1）プラスチドイニシャルの形成は1月から3月まで観察される。2）出芽状態による形成  

がぴんばんに観察される。3）プラスチド形成過程と推定される微細構造が存在する。4）連  

続切片で単体として存在する微細構造が存在する。   

126．匂坂 勝之助   

アミロブラストの前躯体、プラスチド イニシャル形成の木  目本農芸化学会北海道支部会  札幌   

本類における普遍性  

1）1月から3月までに採取したすべての木本植物の皮層部柔細胞にはプラスチド イニ  

シャルとこの発達過程の細胞小器官が存在する。2）プロラメラボデーが発達しない状態  

でチラコイド膜の形成を行う木本植物が多いが、キタコプシの皮層柔細胞のプラスチドは  

プロラメラボデーを形成する。 3）プラスチド イニシャルはブラストグロプリを含む。  

前報の結果（休眠一党醒後にプラスチド イニシャルの形成が始まる）と合わせて、プラス  
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チド イニシャルの形成は生活環の活動様式の一つであると考えられる。  

127．匂坂勝之助、黒田治之、大和田琢ニ   

アルギニンの新しい役割：高等植物の生長抑制  日本農芸化学会北海道支部会  帯広  

生長休止期には、多くの多年生植物がアルギニンを蓄積する。冬期間、アルギニンの蓄  

積が続くが、生育開始前に濃度が低下する。培養細胞は50mMのアルギニン添加で70％の  

増殖阻害を受ける。アルギニン関連誘導体も同様な効果を示した。  

128．奥田 徹、松田祐介、匂坂 勝之助   

高等植物において低温処理によって生成するHydroxylradi一  同上   

Calについて  

同上   

Hydroxylradicalの測定には、DimethylsulfoxideからHydroxylradicalによって生  

成するMethanesulfinic acid（MSA）をFast Blue BB saltを用いて定量する方法を用い  

た。この方法では数nmoleから1JLmOle程度の微量のMSAを検出することが可能であっ  

た。秋播小麦は発芽後6日間人工気象器により28℃（昼間）24℃（夜間）で育成したもの  

を用いた。7日目に茎組織をアルミホイルで包み、28℃暗所で1時間20％Dimethylsulfoxide  

で前処理した後、－20～－5℃の低温処理を行った。－5℃までの低温処理ではMSAの検出  

はされなかったが、－10℃処理では僅かではあるがMSAが検出され、－20℃処理になると処  

理直後からMSA濃度が急激に高まった。一方、小麦の若苗を各温度で15分間処理した後室  

温に戻すと、－5℃までの処理では90％以上が生育を続けたのに対し、20℃で処理したも  

のは95％以上が生育を続けることができず枯死した。以上の結果より、低塩処理によって  

生成する過酸化水素からHydroxylradicalが生じ、これが低温度での植物体の枯死と一部  

関係していることが示唆された。  

129．秋田智子、匂坂勝之助   

酵素消化によるじゃがいもアミロブラストのエンベロープメ  同上   

ンプレンの分離方法  

同上   

酵素で細胞壁、細胞膜を破壊することにより、エンベロープメンプレンの分離を試みた。  

じゃがいも（農林一号）の皮を剥き、1cm角、厚さ1mm以下にスライスしたものを1％  

Driselase．1％Ce11ulase．0．05％Pectlyaseを含んだdigestionbuffer（12％Sucrose，10  

mM MgC12，10mM EDTA，0．05M Acetatebuffer，pH5．6）に室温で一晩浸した。こ  

の反応液の沈殿物をdigestionbufferで数回洗浄した後、5mMMgC12，0．3MKPB（pH  

7．3）中でホモジナイズし、その上清を遠心してアミロブラストのエンベロープメンプレン  

を回収した。混入したでんぶんはショ糖濃度勾配を用いて除いた。分離したアミロブラス  

トのエンベロープメンプレンは黄色あるいは黒褐色を呈しており、SDS－ポリアクリルア  

ミド電気泳動を行った結果、分子量約31，000と24，000にメインのタンパク質のバンドを持  

つ標品が得られた。  

130，藤川清三、Steponkus，P，L．   

ライ麦プロトプラストのガラス化一束結保存  日本電子顕微鏡学会北海道支  札幌  

部会  

ガラス化保存の条件による細胞レベルでの構造変化と生存率変化の関係を示した。   

131．藤川清三、高部圭司   

凍結ストレスによる細胞微細構造の変化：耐i東性を有する桑・  日本電子顕微鏡学会  千葉   

皮層・柔細胞内の多重層構造の形成  

非常に高い耐i東性を有する樹木細胞では、軽い凍結ストレスがかかることにより発生す  

る細胞内構造変化が凍結耐性とかかわっている可能性を示した。   

132．芦EE［正明、小泉淑子、Brey，P．T．   

家蚕幼虫クチタルのフェノール酸化酵素前駆体活性化系．  口本動物学会第63回大会  仙台  

昆虫クチタルのフェノール酸化酵素前駆体（proPO）についての研究は、ba卜Fook（1966）  

以来ほとんど進展していない。我々は家蚕幼虫クチタルのproPO活性化に関して1）クテ  

クルにおけるproPO活性化カスケードの存在；2）クテクルproPOの精製；3）クチク  

ルproPOの組織内局在、の諸点について研究し、その結果を報告した。  

133．勝見洋一、芦田正明   

フェノール酸化酵素前駆体活性化系を構成するセリンプロテ  同上  同上  

ア“ゼ前駆体の精製と活性化．  

昆虫血液にはβ－1，3－グルカンやペプチドグリカンで引き金をひかれるカスケード（フ  

ェノール酸化酵素前駆体活性化系）が存在する。この系には少なくとも2種のセリンプロ  

テアーゼ前駆体（proBAEEaseとproactivatingenzyme）が存在する。家蚕体液より精  

製したproBAEEaseを用いその活性化のしくみ、活性型BAEEaseのフェノール酸化酵素  

前駆体活性化系における働きについて調べ、その結果について報告した。   
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134．早川洋一  

「寄生蜂はどのようにして成長阻害ペプチド（GBP）を誘導  同上   

するのか？」．  

同上  

GBPは若齢寄主幼虫血清中に存在する成長阻害ペプチドであるが、このペプチドが寄生  

蜂による寄生によってどのように誘導されるのかを報告．   

135．早川洋一  

「GrowthRblockingPeptide（GBP）の起源について」．   第36回日本応用動物昆虫学会 同上  

GBPは、ホスト由来か寄生蜂由来かはっきりしていなかったが、今回未寄生ホストの血  

清中、特に若齢期に多量に存在することを証明し結論付けた。   

136．片桐一千傍，大津敬   

ショウジョウバエの低温適応とトリグリセリドの分子種．  日本動物学会  同上  

日本に分布するショウジョウバエの低温適応を解析する一つの指標として、トリグリセ  

リドの脂肪酸組成とその融点を調べた。その結果、北方に分布する種には、不飽和度を上  

げなくても融点を下げる機構の存在することが明らかになった。   

137．白澤邦男   

サロマ湖の気象要素の季節変動と海氷生成について．  日本海洋学会秋季大会，プラ  札幌  

ンクトン研究集会「サロマ湖  

の生態系」  

138．白澤邦男，Ingram，R．G．   

海氷下の海洋境界層の乱流構造．  日本海洋学会秋季大会，沿岸  同上  

海洋シンポジウム「鉛直混合  

と物質輸送」  

139．青田邑秋，石jll正雄，松山健治，山田俊郎，鶴林隆久，村   
井克詞   

宗谷暖流の流れの特徴．   

140．白澤邦男，青田昌秋   

薄氷域の抵抗係数及び熱ブラックス係数．  

同上  同上   

日本気象学会秋季大会  同上  

学術講演（1）学会特別講演  

1）Hondoh，T，：Natureandbehaviorofpointdefectsinicecrystalsrevealedbysynchrotronradiation  

topography，The3rdMeetingKoreanAssoc．CrystalGrowth，SeoulKorea－  

2）前野紀一：雪の流動化と雪氷混相流，資源・素材学会．札幌．  

3）前野紀一：氷のサイエンス，日本混相流学会，大阪．  

4）小林大二：地吹雪と吹き溜まり，農業気象学会北海道支部会，札幌．  

5）兄玉裕二：アラスカの月然と生活，日本雪氷学会北海道支部，名寄．  

6）匂坂勝之助：低温Fおよび越冬期の植物代謝，日本農芸化学会北海道支部会，帯広．  

（2）学会シンポジウム  

1）Kouchi，A．，Kuroda，T．andGreenberg，），M．：Condensationofamorphousandcrystallineicesinspace．  

29th，InternationalGeologicalCongress，Kyoto，  

2）Toda，M，）．：BiogeographyofdrosophilidfliesinandaroundChina．XIXInternationalCongressof  

Entomology，Beijing．  

3）peng，T，X．，Toda，M，J．，Xie，L．andShen，K，y．：Seasonalityinasubtropicaldrosophilidcommunity  

insouthernChina．XIXInternationalCongressofEntomology，Beijing．  

4）Fujjkawa，S∴Ice／cellinteractions－Membranephasetransitionsinducedby mechanicalstressfrom  

extrace11ularice．，Cryo92Meeting，Ithaca，N．Y．，U，S．A．  

5）芦田止明：昆虫のフェノール酸化酵素カスケードと生体防御．第3回日本生体防御学会シンポジウム（食細  

胞の基本戦術：殺菌蛋白）．  

6）Ashida，M．：Prophenoloxidase cascadeininsect defense．EMBO conference onInsectimmunity，  

Strasbourg．  

（3）その他  

1）Furukawa，Y．：Recentinvestigationsaboutthesurfacestructureandpatternformationoficecrystal．  

SeminaronPhysicsDepartment atUniversity ofWashington．Seattle．  
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2）福田正己二南北両極で何が起こっているか一気候変動と極地－．寒地技術シンポジウム，92，札幌市教育文化   

会館．  

3）島田公夫：昆虫の寒冷適応，凍結及び乾燥研究会秋のセミナー，東鼠  

4）藤川清三：凍結細胞の構造と機能，第3回植物組織培養コロキウム，新潟．  

5）早川洋一：寄生蜂による寄生神経調節撹乱，昆虫の神経ペプチドシンポジウム，東京．  

（平成4年度）  

職名  氏 名   渡航目的国  期   間  渡  航  目  的  

助 手 白子畢 邦男 カ  ナ  ダ 4．4．17～4．5．22  北極海ポリニア域における生物生産過程の  

研究  

氷河の変動過程に関する調査研究  

西太平洋科学シンポジウム及びTOGAC  

OARE不斗学ステアリング委員会出席のた  

め  

熱帯多雨林のシタ植物の生括史解析  

韓国結晶成長学会出席  

凍上機構について研究打合せ  

凍上機構について研究打合せ  

国際低温生物学会出席及び「植物の低塩耐  

性」に関する研究打合せ  

第4次中国産ショウジョウバエの系統分類  

学進化遺伝学的研究に関わる現地調査  

北アメリカに生息する野生ショウジョウバ  

エの休眠と耐寒性に関する研究  

インドネシア通過流の観測計画立案のため  

の打ち合わせ  

気候変動がシベリア永久凍土地域の凍土圏  

に与える影響調査のため  

気候変動がシベリア永久凍土地域の凍土困  

に与える影響調査のため  

気候変動がシベリア永久凍土地域の生物圏  

に与える影響調査のため  

第9回植物生体膜の生物学に関する国際研  

究集会出席  

気候変動にかかわる海洋観測システム開発  

に関する専門家委員会に出席のため  

結晶の表面構造に関する研究打合せ及び第  

10回結晶成長国際会議出席のため  

第11回国際雲降水会議出席ならびに国際学  

術研究観測予定地現地調査  

ロシア、シベリア地区、極東地区における  

資源開発、環境開発及び民族学等に関する  

視察調査並びに研究交流に関する打ち合わ  

せ  

アメリカ、地球物理連合（AGU）主催に  

よる1992西太平洋会議出席のため  

ヨーロッパ分子生物学機構主催による“昆  

虫の免疫“に関する研究会出席及び昆虫の  

免疫に関する研究打合せ  

極地氷床中の空気包按水和物に関するワー  

クタンヨッブ出席及び包接水和物に関する  

データ交換並びに解釈に関する研究討論、  

共同研究に関する打合せ   

ル
 
湾
 
 

ヾ
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行
介
 
孝
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岩
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白
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手
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り
ん
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4．4．3～4．5．10  

4．5．4～4．5．10  

幸
夫
己
 
志
 
三
 
 

利
武
 
正
 
式
清
 
 

藤
 
堂
 
田
 
崎
 
川
 
 

佐
本
福
 
石
藤
 
 
 

手
授
授
 
手
手
 
 

助
教
教
助
助
 
 
 

4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
 

シ
 
 

レ
 
 

ア 4．5．11－4．5．23  

国 4．5．28－4．5．31  

国 4．6．3～4．6．5  

国 4．6．3－4．6．5  

マ
 
大
 
大
大
 
 

民
 
民
 
民
 
 
 

韓
韓
韓
 
 アメリカ合衆国 4．6，13～4．6．25  

9 教 授 戸田 正憲 中華人民共和国  

10 助 手 島田 公夫 アメリカ合衆国  

11 教 授 竹内 謙介 インドネシア  

12 教 授 福田 正己 ロ  シ  ア  

13 助 手 曽根 敏雄 ロ  シ  ア  

14 助 手 佐藤 利幸 ロ  シ  ア  

15 助教授 前島 正義 アメリカ合衆国  

16 教 授 若土 正晩 アメリカ合衆国  

17 助教授 古川 義経 アメリカ合衆国  

4．6．27－4．8．20  

4．9．6～4．6．30  

4．6．20～4．6．27  

4．7．7－4．8．24  

4．7．7～4．8．24  

4．7．7－4．8．18  

4．7．19～4．7．25  

4．7．20～4．7．26  

4．8．6～4．8．23  

18 助教授 遠藤 辰雄 カ  ナ  ダ 4．8．15～4．9．1  

19 教 授 藤野 和夫 ロ  シ  ア 4．8．8－4．8．17  

20 教 授 青田 昌秋 香  港 4．8．15～4．8．23  

21 教 授 芦田 正明 フ ラ ン ス 4．8．28－4．9．18  

22 教 授 本堂 武夫 ロ  シ  ア 4．9．6－4．9．14  
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蘭州氷河凍土研究所とモスクワ大学との凍  

土現象のメカニズムに関する共同研究に参  

加のため  

気候変動がシベリア永久凍土地域の凍土圏  

に与える影響調査のため  

気候変動がシベリア永久i東土地域の凍土圏  

に与える影響調査のため  

永久凍土に関する共同計画についての打ち  

合せ  

雪と雪崩に関する国際学会発表及び雪崩発  

生機構に関する研究打合せ  

砂漠化の状況・変動メカニズム解明のため  

の現地調査  

「第4次中国産ショウジョウバエの系統分  

類学進化遺伝学的研究」に関わる現地調査  

白鳳丸KH－92－5次研究航海乗船のため  

TOGA－COAREマヌス島レーダー観  

測  

南極半島地域における永久i東土の発達に関  

する調査  

「大陸性吹雪に起因する雪害の共同研究」  

に関する研究打合せ  

ネパール水資源省における氷河の水文学的  

研究打合せ  

極城雪氷圏研究に関するリモートセンシン  

グ利用  

南極地域観測のため  

乱流境界層内における流動雪の挙動に関す  

る研究  

日本・ロシア両国によるオホーツク海・サ  

ハリン沖海氷の共同調査  

日本・ロシア両国によるオホーツク海・サ  

ハリン沖海氷の共同調査  

熱帯域海洋混合層における熟輸送の調査、  

研究  

大陸性吹雪に起因する雪害の共同研究  

大陸性吹雪に起関する雪害の共同研究  

熱帯林生態系の環境及び構造解析に関する  

調査研究打合せ  

日本・ロシア両国によるオホーツク海・サ  

ハリン沖海氷の共同調査  

永久凍土からのメタンガス放出に関する現  

地調査  

国際標準化機構（ISO）技術委月会（T  

C98）作業部会（WG6）への出席及び融  

雪流出研究に関する打合せ  

第4回南半球大気海洋国際学会出席のため  

第4回南半球における大気海洋国際学会並  

びに第1回南極海におけるj票流ブイ観測計  

画会議出席  

23 助 手 石崎 武志 中華人民共和国 4．9．18→4．10．3  

4．7．7～4．8．18  

4．7．7～4．8．18  

4．9．27－4．10．4  

4．10．3～4．10．12  

4．10．7～4．10．31  

4．10．5～4、11．16  

4．10．27－4．12．7  

4．10．30～4．11．27  

4．11．3～5．1．17  

4．11．3－4．11．10  

4．11．13～4．12．14  

4．12．8－4．12．19  

24 教 授 福田 正己 ロ  シ  ア  

25 助 手 曽根 敏雄 ロ  シ  ア  

26 教 授 福田 正己 アメリカ合衆国  

27 助 手 福澤 卓也 アメリカ合衆回  

28 教 授 若土 正晩 中華人民共和国  

29 教 授 戸田 正憲 台  湾  

中華人民共和国  

30 教 授 竹内 謙介 公  海  上  

31 助教授 遠藤 辰雄 パプアニューギニア  

32 助 手 曽根 敏雄 アルゼンチン  

南 極 大 陸  

33 助教授 石川 信敬 中華人民共和国  

34 講 師 山田 知充 ネ パ ー  ル  

35 教 授 青田 昌秋 フィ ンランド  

スウェーデン  

ノ ル ウ ェ ー  

域
国
 
 
 

地
 
王
 
 
 

極
 
合
 
 
 

商
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二
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廉
浩
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村
 
 

成
 
西
 
 
 

投
 
手
 
教
 
 

助
 
助
 
 
 

6
 
7
 
 

3
 
3
 
 

4．11．13－5．3．28  

4．12．9－6．8．2  

5．1．8－5．1．15  

5．1．8～5．1．15  

5．1．28～5．3．6  

38 助 手 兄玉 裕ニ ロ  シ  ア  

39 教 授 青田 呂秋 口  シ  ア  

40 教 授 竹内 謙介 公  海  上  

パプアニューギニア  

オーストラリア  

41 講 師 成田 英器 中華人民共和国  

42 教 授 秋田谷英次 中華人民共和国  

43 助 手 佐藤 利幸 マ レー シ ア  

44 助 手 白澤 邦男 ロ  シ  ア  

45 教 授 福田 正己 アメリカ合衆国  

46 助 手 兇玉 裕ニ アメリカ合衆国  

カ  ナ  ダ  

47 助 手 大島慶一郎 オーストラリア  

48 教 授 若土 正晩 オーストラリア  

5．3．5－5．3．14  

5．3．5－5．3．14  

5．2．12～5．2．25  

5．3．19～5．3．29  

5．3．8－5．3．20  

5．3．19～5．3．27  

5．3．25～5．4．5  

5．3．30～5．4．10  
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（平成4年度）  

氏 名  所  属  来 訪 目 的  受入期間  

1 陳 瑞傑  

2 S．Martin  

3 采 家書  

4 M．Gregg  

5 F．Franks  

6 PaulT．Brey  

7 J．Nelson  

8 D．Beaglehole  

9 江 輿釜  

10J．Schweizer  

ll K．Lied  

12 K．Hutter  

13 P．Biscaye  

14 R．Brown  

15 E．Ershov  

16 陳 華中  

17 D．Quenard  

18 M．Gurtin  

19 S．Ferguson  

20 B．Ⅰvanov  

21V．Kunitsky  

22 N．Rusakov  

23 A．Arkhanglov  

24 C．F，Chu  

中国・蘭州氷河凍土研究所・研  

究員  

アメリカ・ワシントン大学・教  

授  

中国・国家海洋環境予報中心・  

主任研究員  

米国・ワシントン大学・教授  

米国・ケンブリッジ大学・教授  

フランス・パスツール研究所・  

主任研究員  

米国・ワシントン大学・研究員  

ニュージーランド・ ウェリント  

ン大学・教授  

中国・科学院動物研究所・副研  

究月  

スイス・雪・雪崩研究所・主任  

研究員  

ノルウェー・地球」二学研究所・  

研究部部長  

グルムシュタット工科大学・教  

授  

アメリカ・コロンビア大学・教  

授  

米国・モンタナ州立大学・教授  

ロシア・モスクワ大学・教授  

中国・夏旦大学遺伝研究所・副  

教授  

フランス・科学研究センター・  

主任研究員  

アメリカ・カーネギーメロン大  

学・教授  

米国・雪崩情報センター・主任  

研究員  
ロシア・科学アカデミーヤクー  

ツタ生物研究所・副所長  
ロシア・科学アカデミーヤクー  

ツタ永久凍土研究所・教授  
ロシア・科学アカデミーヤクー  

ツク永久i東土研究所・準教授  

ロシア・モスクワ大学・助手  

台湾・清華大学・研究員  

多孔質媒体中の水の凍結温度と水  

晶分離に関する研究  

日本海北部の海洋・海氷に関する  

共同研究  

海洋の気候変動に及ぼす影響に関  

する研究  

海洋微細構造の研究  

氷と水溶液の構造  

昆虫の生体防御機構  

雪の結晶の形態形成機構の研究  

氷表面の偏光解析法による解析  

第4次中国産ショウジョウバエの  

系統分類学・進化遺伝学的研究  

積雪変態に関する情報「交換  

燻り型雪崩の動力学  

グリンランド氷床と氷期サイクル  

海底堆積物による古海洋推定に関  

する研究  

雪崩観測所視察と雪崩発生機構の  

研究  

凍上機構についての国際共同研究  

に関する打合せ  

第4次中国産ショウジョウバエの  

系統分類学・進化遺伝学的研究  

凍上現象のメカニズムに関する意  

見交換  

結晶の形態形成の研究  

雪崩予知の情報‾交換  

シベリアの永久？東土についての共  

同研究の打合せ  

／／  

／／  

シベリアの永久凍土についての共  

同研究の打合せ  

氷の表面の研究  

日本・ロシア両国によるオホーツ  

ク海サハリン沖の海氷共同調査の  

研究打合せおよび第8回北方圏国  

際シンポジウム「オホーツク海と  

流氷」出席  

／／  

／／  

4．1．23－5．3．20  

4．4．10～4．4．16  

4．4．30－4．10．20  

4．5  

4．6．9  

4．6．20－4．6．30  

4．6．20～4．6．23  

4．6．30－4．7．2  

4．8．21～4．9．16  

4．9．11←4．9．13  

4．9．19  

4．9．22  

4．10．  

4．10．20～4．10．22  

4．11．1～4．11．31  

4．11．17～4．12，24  

4．11．20－4．11．23  

4．12．10－4．12．12  

5．1．20～5．1．27  

5．1．20－5．1．31  

／／  

／／  

5．1．25～5．1．27  

5．1．27～5．1．28  

5．1．30～5．2．7   25 V．N．Astafiev ロシア・サハリン石油天然ガス  

開発研究所・所長  

26 P，A．Truskov ロシア・サハリン石油天然ガス  

開発研究所・主任研究員  

27 P．Ⅴ．  ロシア・サハリン石油天然ガス  

Mironenko 開発研究所・主任研究員  
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28 A．T．Bekker  ロシア・極東二t科大学・教授  

29 V．Alexander 米国・アラスカ大学・教授  

J／   

5．1．30～5．2．7  

／／  

北極海、水練城の海氷生成が海況  

及び海洋生物に与える影響につい  

ての比較研究の研究打合せおよび  

第8回北方圏国際シンポジウム「オ  

ホーツク海と流氷」出席  

リモートセンシングによる海氷研  

究についての研究打合せおよび国  

際宇宙年・梅域水圏ワークショッ  

プおよび第8回北方圏国際シンポ  

ジウム「オホーツク海と流氷」出  

席  

・l／  

／J  

／J  

国際宇宙年・極域水圏ワークショ  

ップおよび第8回北方圏国際シン  

ポジウム「オホーツク海と流氷」  

出席  

J／  

／／  

／／  

日本・カナダ相補性研究「北極海  

1年氷を通しての生物二酸化炭素  

供給の研究」についての研究打合  

せおよび第8回北方圏国際シンポ  

ジウム「オホーツク海と流氷」と  

「サロマ湖とりゾリュート（カナ  

ダ）における日本・カナダ共同研  

究についてのワークショップ」出  

席  

30 R．0．Ramseier カナダ・大気環境庁・主任研究  

員  

5．1．30～5、2．7  

31C．Garrity  カナダ・大気環境庁・主任研究  

員  

32 K．Strubing  ドイツ・連邦水理海洋局・主任  

研究員  

33 B．R．Ramsay カナダ・環境省・主任研究月  

ノ／  

／／  

／／   

5．1．30－5．2．7  米国・航空宇宙局・主任研究員  34 H．J．Zwally  

中国・気象衛星センター・主任  

研究員  

中国・海洋環境保全研究所・主  

任研究員  

米国・ワシントン大学・教授  

カナダ・ラバール大学・教授  

35 L．Zhang  

36 R．Wang  

37 S．Martin  

38 L．Legedre  

／／  

／／  

／／   

5．1．30～5．2．7  

カナダ・ラバール大学・教授  

カナタ∴マギル大学・教授  

カナダ・ケベック大学・教授  

カナダ・ケベック大学一助手  

カナダ・ケベック大学・教授  

カナダ・ケベック大学・助手  

カナダ・ウォータロー大学・教  

5．1．30～5．2．7  

5．1．30－5．2．7  

5．1．30～5．2．7  

5．1．30～5．2．7  

5．1．30－5．2．7  

5．1．30～5．2．7  

5．1．30－5．2．7  

5．1．30～5．2．7  

5．1．30－5．2．7  

5．1．30～5．2．7  

5．2．4－5．2．9  

5．3．1～5．3．2  

5．3．15－5．4．12  

39 L．Fortier  

40 R．G．Ingram  

41 E．Hudier  

42 T．Sime  

－Ngando  

43 M．Gossebin  

44I．Laurion  

45 R．Smith  

／J  

／／  

／／  

／l  

／／  

／／  

日本海北部の海洋・海氷に関する  

共同研究  

雪の結晶の形の研究  

第4次中国産ショウジョウパエの  

系統分類学・進化遺伝学的研究  

授  

46 J．R， M．カナダ・王立防衛大学・助手  

Paguet  

47 R．F．Marsden ／／・教授  

48J．－C．Theriault カナダ・漁業海洋省・研究部部  

長  

49 S．Martin  アメリカ・ワシントン大学・教  

授  

50 F．A．Kettle  イギ1）ス・イーストアング1）ア  

大学・教授  

51張 文霞  中国・科学院昆明動物研究所  

講師  
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在籍者数大学院博士前期  

（修士）課程学生  

平成6年1月1日現在  

専  攻   1 年   2 年   計   

理学研究科  

地球物理学専攻   7   6   13   

植物学専攻   0   0   0   

動物学専攻   0   0   0   

化学第二専攻   0   0   0   

計   7   6   13   
農学研究科  

農芸化学専攻   0   

計   0   

環境科学研究科  

環境保全学専攻   0   2   

計   0   
2   

地球環境科学研究科  

地圏環境科学専攻   0   

生態環項斉斗学専攻   9   0   9   

20   0   20   

大学院博士後期  

課程学生  専  攻   1 年   2 年   3 年   計   

理学研究科  

地球物理学専攻   4   8   14   

植物学専攻   0   0   3   3   

動物学専攻   0   0   

化学第二専攻   0   0   

計   2   6   19   

農学研究科  

農芸化学専攻   0   0   0   0   

計   0   0   0   0   

環境科学研究科  

環境保全学専攻   0   0   0   0   

計   0   0   0   0   

地球環境科学研究科  

地圏環境科学専攻   4   0   0   4   

生態環境科学専攻   3   0   0   3   

計   7   0   0   7   

研 究 生  

所 属 部 門  人数  気象学部門  ロ  計  ロ   

研究テーマ  

物理学部門  
西野 朋和 氷の結晶粒界の構造の実験的研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

西山 直樹 氷晶のオゾン層破壊に対する役割の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

長島 和茂 氷の形態形成の計算機実験による研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

名和 洋人 氷コアの解析に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

灘  浩樹 氷結晶の表面構造の理論的研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

島田  亙 氷結品の形態形成の実験的研究 （理学研究科 博士2年）   
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気象学部門  

杉  紀夫 氷衛星の形成に関する水物性の実験的研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

高野 秀夫 惑星形成における加圧焼結過程の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

石井 誠吾 雪の圧密と空気取り込み機構の研究 （理学研究科 修士2年）  

比裏 道也 土星リングの起源と進化に関する氷粒子の衝突反発実験 （地球環境科学研究科 博士1年）  

ソクラトフ．S．A 地球環境に関わる雪の構造と質量輸送の研究 （研究生）   

海洋学部門  

川村 一広 深層循環と古気候 （理学研究科 修士1年）  

吉田 一全 南極底層水形成 （理学研究科 修士1年）  

遠IU有希子 海氷変動にともなう大気一海洋相互作用 （理学研究科 修士1年）  

宮川 卓也 南極海水域のダイナミックス （理学研究科 修士2年）  

本田 明治 オホーツク海における大気一海氷相互作用 （理学研究科 博士1年）  

菊地  隆 北大乎洋亜寒帯循環の生成機構 （理学研究科 博」二3年）  

W．ルジンスキー 氷山融解過程の実験的研究 （理学研究科 博士3年）  

渡辺 達郎 オホーツク海の海洋循環 （理学研究科 博士3年）   

雪害科学部門  
八久保晶弘 積雪層の形成に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

川島 由載 誓雪常道とiL学成分の変動に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

坂井亜規子 氷床の堆積環境の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

荒川 逸人 積雪の氷化過程の研究 （理学研究科 修士2年）  

西田 顕郎 雪氷構造の研究 （理学研究科 修士2年）  

尾閑 俊浩 積雪の変態の研究 （理学研究科 修士2年）   

凍上学部門  

森  淳子 周氷河地形の形成プロセス （地球環境科学研究科 修士1年）  

杉田 明史 凍上機構の実験的研究 （環境科学研究科 修士2年）  

橋本 祥司 第四紀後期のホ狩低地帯の環境復元 （環境科学研究科 修士2年）  

長岡 大輔 第捌己後期の高緯度および中緯度の自然環境の復元 （地球環境科学研究科 博士1年）  

杉
橋
長
仲
原
 
 

山 智子 気候変動に伴う永久凍土の応答 （理学研究科 博士2年）  

田鉱一郎 凍土の電気的特性の研究 （理学研究科 博士3年）  

融雪科学部門  

新美 和造 河川凍結機構の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

中林 宏典 森林内融雪熱収支の研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

竹内由香里 大気一雪氷相互作用の研究 （理学研究科 博士2年）  

野村  陸 離雪氷の浸透機構 （理学研究科 博士3年）   

雪氷気候物理学部門  
金柑＋冒樹 冬季日本海における対流の構造 （理学研究科 修士1年）  

安部 大介 積雲対流システムの構造の研究 （理学研究科 修士1年）  

細【j］滋毅 海洋モデルの新手法の開発 （理学研究科 修士1年）  

鈴木 立郎 大気海洋相互作用の研究 （理学研究科 修士1年）  

野ヰIIE見 熱帯海洋にJ封ナる海水循環 （理学研究科 修士2年）  

午川 朋来 積雲対流の大気漸羊相互作用における役割 （理学研究科 修士2年）  

荒井 美紀 非線形応答系を考慮した気候変動のダイナミックス （理学研究科 博士1年）  

立花 義裕 寒冷気塊の形成と挙動 （理学研究科 博士3年）  

佐藤 晋介 降雪機構の研究 （理学研究科 博士3年）  

伊藤 進一 海洋自励振動の研究 （理学研究科 博士3年）   

植物凍害科学部門  
小池 倫也 柄物細胞の耐凍件獲得に伴う細胞膜タンパク質の機能的・組成的変動に関する研究（地球環境科  

学研究科 修士1年）  

長尾 学 毯藻（まりも）の光合成特性等に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

周  本嶺 析物耐凍性に関する生化学的研究 （理学研究科 博士3年）  

大平 万里 植物細胞の核膜タンパク質の組成・機能・生理的変動に関する研究（理学研究科 博士3年）  

憎坪 研巳 液胞膜HLATPaseの低温安定性に関する研究 （理学研究科 博士3年）  
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動物学部門  
脚Il 湖 北海道（冷混帯域）の河川性魚類群集成立メカニズム一環境変動、相互作用の影響の動態 （地球  

環境科学研究科 修士1年）  

シダ椚物の築の展開様式と気候適応 （地球環境科学研究科 修士1年）  

森林群集における植物一昆虫一馬の相互関係 （地球環境科学研究科 修上1年）  

クモ類の造網場所選択と資源利用様式 （地球環境科学研究科 修上1年）  

ヒヨドリと植物の相了工作用系：種子分散の機構 （地球環境葎斗学研究科 博ヒ1年）  

北海道産トガリネズミ顆のノ群集構造の解析 （理学研究科 博士2年）  

納
⊥
倉
外
部
 
 

加
村
小
福
大
 
 

俊
 
 

佐
 
 lE志  

′
い
 
l
了
山
 
 

＝
 

〓
＝
川
〓
 
 

生理学部門  
秋＝ 智F プラスチドの前肛体、70ラスチドイニシャルに関する研究 （農学研究科 修士2年）   

生化学部門  
佐藤  帳 昆虫外骨格における′と休防御反応に関する研究 （地球環境科学研究科 修上1年）  

堀江 芳典 ショウジョウバエ血球細胞由来細胞抹における生体防御反応に関する研究 （地球環境科学研究科  

修士1年）  

人西－＋．敦 寄生蜂と寄主昆虫の生理的相互作用の生化的分析 （地球環境科学研究科 修十1年）  

野十I盲告史 寄生蜂と寄主昆虫の生理的相互作用に生化的分析 （地球環境科学研究科 修†二1年）  

lり小  唄 寄生蜂と寄主昆虫の′ヒ理的相互作用の生化的分析 （地球環境科学研究科 博士1年）  

勝兄 洋一 フェノール酸化酵素前躯体カスケードを構成するセリン彗■！タンパク質分解酵素に関する研究 （理  

学研究科 博ヒ2年）  

平成6年1月1日現在  

日本学術特別研究員  
振 興 会‖伸一裕  ク硝のチ節適応と休眠の起源（動物学部門）  

外国人特別研究員  
D．P．ェフレモ7 柵物の耐凍性機構に関する生理・生化学的研究（柄物凍害科学部門）  

内地研究員石田邦光リモートセンシングによるオホーツク海の海氷研究（漸羊学部門）  
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（平成4年度）  

1．4月23fl  

本堂武夫  

竹内謙介  

2．5月13日  

熊沢峰夫  

3．7月16［1   

藤川清三  

石崎武志   

（北海道大学低温科学研究所）  

「氷のミクロ構造から極地氷床のダイナミックスヘ」  

（北海道大学低温科学研究所）  

「西太平洋熱帯域における大気一海洋相互作用観測計画（TOGArCOARE）について  

（東京大学理学部地球惑星物理学科）  

「氷と六方晶鉄：氷河と地球内核」  

（北海道大学低温科学研究所）  

「凍結ストレスによる植物細胞の適応と障害のメカニズム」  

（北海道大学イ氏温科学研究所）  

「凍上現象のメカニズムに関する研究」  

4．9月22日   

K．Hutter （InstitutfurMechanik Technische HochschuleDarmstadtW－6100Darmstadt）  

「ThethernalregimeoftheGreenlandrceSheetthroughthelastIceAgeCycle」  

5．10月29日   

庄子 仁 （富山大学理学部）  

「過去207i年における気候変動と極地氷床」  

6．11月26Ll   

芦月l正明 （北海道大学低温科学研究所）  

「フェノール酸化酵素と昆虫の生体防御のしくみ」   

石井宕之 （北海道大学低塩科学研究所）  

「降雨・融雪流出論の現状と今後の展望」  

7．3月12日   

lい鉦如充 （北海道大学イ氏温科学研究所）  

「雪氷分野からのネパール支援 －JICA専門家の2年間－」  
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出版物（平成4年度に本研究所が出版したもの）  

低塩科学 物理篇 51輯，222頁．  

低温科学 物理篇資料集 51輯，106頁．  

、ド成5年4才一l日二呪在  

図  書1．蔵 書 数  
雑  l』  吾  誌   

仝所蔵冊数  和  書  洋  書  全所蔵種類数  和 雄 誌  i羊 雑 誌   

24，963珊  7，468冊  17，495冊  1，218相   648椎   570桔   

2．年間受入数  
l刃  雑  

総受入冊数  和   書  洋  書  総受入種類数  和 雑 誌  洋 雑誌   

698肝   163冊   535什   756稚   423種   333稗   

3．年間貸出状況  
区  

貸 出 冊 数  

分  貸 出 者 数   計  所 内  所 外   
計  

職  員  143人   32人  175人  220肝  35冊  255冊   

院生・そ の他   89   58   147   150   103   253   

計   232   90   322   370   138   508   

1 土地  

札幌 33，750m2  

紋別 3，462m2（庁舎敷地）  

145m2（艇庫敷地）  

797m2（公務員宿舎敷地）  

合計 38，154m2  

2 建物  

札 幌 研究棟  2，892m2  

／／  1，065m2  

低温棟  2，342m2  

車庫他  439m2  

紋 別 研究棟  449mz  

／／  183m2  

宿泊棟  338m2  

艇 庫  70m2  

車庫他  132m2  
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問寒別 雪崩観測室  

苫小牧i東上観測室  

母子里 融雪観測室  

渓流観測室  

計  

合計  

125m2  

81m2  

116m2  

3m2  

8，235m2  

（8，467m2）（公務員宿舎を含む）   
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技術部は第1－第3機器開発室、電子測定機器室、化学分析室、および流氷研究施設（紋別）  

の観測解析重から構成され、それぞれの専門の技術職月をもっている。そこでは研究支援のた  

め次のような重要な役割を担っている。（彰実験装置や計測・観測器材の設計および製作（診各  

種の化学分析機器を用いた高精度の分析 ③既存装置の野外や低温度仕様への改良 ④特殊装  

置を用いた学生実験の指導。   

機器開発室には精密工作機械や木工加工機械を備え、各種材料の加工や実験装置・観測器材  

の設計製作、耐寒性向上の改良を行っている。近年ここで設計製作した特殊機器には次のもの  

がある。①氷コア採取用電動メカニカルドリル：南極・北極の氷河・氷床の氷資料採集用ドリ  

ルで卓越した性能には定評があり、世界各地の研究者から引合いがあった（診超高真空氷膜作  

成、評価装置： 彗星や外惑星の起源を解明するためのシミュレーション装置で、超高真空下一263℃  

で氷膜を作成し、その構造を調べる装置である ③急速海氷生成実験装置：極域厳冬期の海洋  

海水面での急速な氷晶生産の実験装置で、低温室内で気温や風速と氷晶生長過程やその生産速  

度の実験が行われている。   

流氷研究施設には、オホーツク海沿岸に3基のレーダ局、紋別港に結氷域気象海象観測塔（海  

氷タワー）を備えており、観測解析室ではこれらの観測設備の保守、データ収集、資料解析お  

よび、海氷の実験指針・作業の安全マニュアルの作成を行っている。   

電子測定機器室では計測機器類とコンピュータのインターフェースの作成、各種レーダ（ド  

ップラー、ミリ波、音波）の運用、電子機器類の設計・製作・保守を行っており、また計測に  

関する技術相談にも応じている。成果の一例として、①超精密温度計ディジタルⅠ／0とパソコ  

ンのインターフェース ②超音波風速計4成分出力レベル変換器の設計製作 ③EWS（Engineer－  

ingWorkStation）によるドップラーレーダ・データの変換および光ディスクへの書き込み、  

読みだし70ログラムの開発 ④ドップラーレーダの空中線仰角設定の自動化等がある。   

化学分析室では、主として昆虫の血液や外皮にごく微量に存在するタンパク質について既存  

の精製法および、分析法の改良にとりくんでいる。   

技術部組織図  

先任技術専門職員  

I- 

技術官  

技術官  

技術官   

技術官   

技術官   

技術官  

機器開発技術主任  

技術部長一 副技術部長技術班長  所 長   

（教官兼任） （教官兼任）  
観測解析技術主任  

機器開発室での作業風景  
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電子測定機器室での作業風景  



22室（182m苫）  

2室（61m呈）  

2室（94m2）  

3室（30m2）  

1室（86m？）  

2室（157m2）  

2室（18m2）  

2室（24m2）  

36室（652m2）  

一般低温室 て，、てチ1！彗。若  
1山：混．ヰ  
り℃－20℃  

、1・ 鴫 i  
u℃－－訓℃  

削    室  
l）℃、一20℃  

大型低塩室・－℃十－”30℃  

低塩風洞室 ■喜一㌔彗。を  

極低温室 左服二…3蔓  

精密低温室  

計  

1 機械類  

ユニット冷？東機  

2基（風洞系プライン用）  

2基（一28℃プライン用）  

2基（一48℃プライン用）  

冷  凍  機  2基（極低温室直冷用）  

クーリングタワー  2基   

操作監視盤  2面   

自家用発電機 1基  

2 面 積   

低温機械室 287m2   

監  視  室 32m2   

自 家発電董 32m2  

計  351mz  

雪崩観測室   

雪崩及び雪崩に関する斜面積雪の諸現象を継続  

的に観測、実験するため北大天塩地方演習林内（問  

寒別）に設置されている。  

凍上観測室  

）東上現象を継続的に観測するため野外現場を設  

定し、併せて凍上防止対策を基礎的に研究するた  

め、北大苫小牧地方演習林内に設置されている。  

融雪観測室   

融雪現象並びに融雪水の河川への流出機構など  

を調査研究するため、北大雨竜地方演習林内（母  

子里）に設置されている。   
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1．リアルタイム画像処理装置  

2．マイケルソン顕微鏡干渉計  

3．極低温質量分析装置  

4．超高真空反射電子回析装置  

5．偏光解析装置  

6．マッハツユング一千渉装置  

7．X線回折装置  

8．万能材料試験機  

9．光ファイバー流速計  

10．低温風洞装置用送風モーター及び  

風速制御装置  

11．テンシロン万能試験機  

12．リアルタイム画像アナログ高速  

システム  

13．自記式流向流速計  

14．オートラブ誘導起電式塩分計  

15．シュリーレン法測定装置  

16．研究室用超音波流速計  

17．誘電率計  

18．冷凍顕微鏡  

19．プログラムフリーザー  

20．高分解能核磁気共鳴装置  

21．顕微鏡用薄片作成機  

22．高感度イオン分析システム  

23．超低温試料観察電子顕微鏡システム  

24．綜合気象観測システム～SOLAMAME  

25．画像処理装置  

26．水分検層日動計測システム  

27．高感度示差走査熱量計  

28．凍上試験装置  

29．電気探査装置  

30．細胞膜超微流動測定装置  

31．レーザー低塩顕微鏡  

32．光学顕微鏡用画像処理システム  

33．係留ゾンデシステム  

34．水文気象観測システム  

35．高速液体クロマトグラフ  

36．液体シンチレーションカウンター  

37．放射線監視システム  

38．気象衛星′受画装置  

39．日動追跡装置  

40．高速三次元トップラーレーダー装置  

41．ゾンデ回収用受信装置  

42．霧警報装置  

43．大気境界層観測用レーダーシステム  

44．流氷観測用レーダー  

45．FM無線電話装置  

高速三次元ドップラーレーダー装置  

マッハシェンダー干渉装置  

46．流氷レーダー信号処理装置  

47．レーダー映像記録再生装置  

48．超音波波高計  

49．流氷領域気象海象観測システム  

50．超小型超音波風速温度計  

51．赤外線方式炭酸ガス水蒸気変動システム  

52．気象海象データ光伝送システム  

53．CTD測定システム  

54．万能材料試験機（インストロン）  

55．マイクロ波掃引信号発生器  
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1）研究目的   

低塩科学研究所は、昭和16年11月に北海道大学最初の附置研究所として設置された。  

設立当初の研究目的は、「低温における科学的現象に関する学理及びその応用の研究を行う」であった。  

ここで規定されている低温とは、我々が自然界で経験しうる低温度領域を対象とした。したがって、寒冷地域  

の自然環境の物理学的、生物学的な総合的研究、すなわち、学際的分野の研究を行うことが基本的目的であった。   

以来、当研究所は、時代々々の社会的要請、地域的要言割こ応えて、基本的目的に沿った多面的な研究を展開、  

推進してきた。  

創設期から戦後にかけての雪結晶、積雪、着雪氷、防誇称の研究、細胞凍結、冷凍保存の研究等の素過程の研  

究、それらの成果を進展させた昭和30年代以降の豪雪、雪崩、凍上、融雪洪水、植物凍害の雪氷寒冷災賽の研究  

を主体とする地域研究、その後引き続いて行われた、南極、北極、ヒマラヤ地域等の極地域に於ける氷床、氷河、  

永久凍土、海氷の研究等の地球科学的研究、生物の寒冷適応に関する研究等、いずれも、その時々の社会的、地  

域的要論に対応して、それ迄の研究成果をもとに、研究分野の拡大、進展が行われてきた。   

2）目標と使命   

設立当初は、物理系4部門、生物系2部門の合計6部門であったが、その後、研究分野の拡大と共に研究部門  

の増設が計られてきた。 現イ仁では、物理系8吾即ヨ、生物系4部門の合計12研究部門、及び流氷研究施設、雪崩、  

凍上、融雪の3観測施設等に拡充した。更に、実験二⊥場の技術部への転換等、研究支援組織の充実、研究施設、  

実験設備、研究体制の整備、拡充が行われてきた。  

この様な充実は、低温科学研究所の研究成果が、国内はもとより、世界的にも高い評価を受け、本研究所の存  

在が国内、外に認識され、国内における唯一の、特色ある雪氷、寒冷圏に関する物理学的、生物学的な基礎及び  

応用研究を行う総合的研究所としての重要性を認知されたからに他ならない。  

本研究所は、今後更にその特色を生かし、積雪寒冷地域の学際的分野の研究のみならず、素過程の基礎的研究  

を通じて、地球規模の、国際的視野に立つ地球科学的研究へとその研究分野を進展させ、雪氷物性、生体高分子  

等の微視的研究から、気候変動、生物を含む寒冷園地球環境に関する雪氷圏の役割等の広範囲な時空間スケール  

にわたる研究、更に又、惑星空間の水物性等の先駆的研究を展開するなど、寒冷圏に於ける物質科学、地球科学、  

環境科学、生物科学の国内外のセンター・オフ¢・ユタセレンスとしての役割を積極的に果たすことが期待される。  

同時に、大学院教育にも積極的に参加し、若手研究者を養成し、社会に送り出し、この研究分野の発展につい  

ても、大きな役割を果たさねばならない。   

又、学内、外の研究機開との共同研究、関連学会活動への積極的な参加を通じて、棟雪寒冷地域の活性化、地  

域社会、地場産業の振興にも指導的立場で協力する等、多岐にわたる教育研究活動を行っていく必要がある。   

平成2年4月に設置された「低温科学研究所将来計画検討委貝会」において、当研究所の置かれている状況、  

現状の問題点等について討議が行われた。それらの討議を通じて、低温科学研究所が今後指向する研究分野、研  

究組織、大学院制度への参加形態等について検討してきた。   

その結果、新しい時代に向かって、これまで低温科学研究所が行ってきた寒冷現象の基礎研究、地域研究のみ  

ならず、地球規模の国際的視野に立つ地球科学、及び地球環境科学的分野の研究を進展させる必要があると認識  

され、祝着三、その方向にl伸ナて研究を展開している。   

また、時限部門（雪氷気候物理学部門；平成3年4月設置）を含め研究組織の改組、人部門制の採用、共同利  

用研への転換等については、継続課題として検討して来たが、現在、具体案を策定中である。  
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（単位：千円）  

種  目  区  分  応募件数  採択件数  採択金領   

代  表  特   別   推   進  研   究  
分  担  

代  表  が   ん   特  別  研  究  

分  担  

代  表   10   5   34，900  重   占  領  域  研  究  

分  担   6   6   

代  表   2   2   

研  
2，600  

絵  合  究  （朗  

分  担   10   2  

代  表   2   2   

研  
4，700  

捻  ノ合  （B）  

分  担   4   3  

般  研  
代  表  

究  （刃  

分  担  

代  表   6   12，100  
般  研  （功  

分  担   2   2  

代  表   6   3   2，800  
般  

分  担   2   2  

一  代  表  
般 研  究 （C）                             萌  芽  

分  担  

代  表  
時  限  

分  担  

般   3   2   1，700  
奨  励  研  

伍）             萌  芽   900   

奨  励  研  究  （功  

特  別  研  究  員  奨  励  費  1，500   

試  
代  表  

験  研  究  （心  

分  担   0  

試  
代  表   2   0  

験  研  （功  

分  担  

代  表   7   5   19，000  
国  際  学   術  研  究  

分  担   2   2  

学 術 定 期刊 行 物  

研究成果公開  

促  進  費  

デ ー  タ ベ ー  ス  

二  次  刊  行  物  

代  表   45   27   80，200  
合  計  

◎ 文部省科学研究費補助金に代表として応募した教官実数 27 人  

◎ 採択された教官実数 代奉 20 人  

分担 24 人  
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研 究代表 者  
研  究  課  

交付決定額  交 付 内 定 額   

職名  氏  名  
題  

平成3年度  平成4年度  平成5年度  平成6年度   

教 授  秋田谷英次  山地豪雪災害の予測と防除、復旧対策に関する研究  25，000  
教 授  前野 紀一  大規模山地豪雪雪崩のメカニズムと予測に関する基礎研究  3．900   
助教授  

液体屑の微視的構造の研究  
助教授  

生成立のメカニズム  

助教授   
分子構造と生理的変動の機構   

合  計  5件   34，900  

研 究 代 表 者  
研  課  

交付決定額  交 付 内 定 額   

職名  氏  名  
題  

平成3年度  平成4年度  平成5年度  平成6年度   

教 授  竹内 謙介  西太平洋における大気・海洋変動のENSOに及ぼす影響  2，100  

教 授  青田 呂秋  水練海域における大気・海洋間の熟輸送機構と水野の  500   
運動についての研究  

合  計  2件   2，600  

研 究 代 表 者  交付決定額  交 付 内 定 額   

職名  氏  名  
研  課  題  

平成3年度  平成4年度  平成5年度  平成6年度   

名誉教授  
雲をつかむ実験－  

教授   
合  計  2件   4，700  

研究代 表 者  交付決定額  交 付 内 定 額   

職 名  氏  名  
研  課  題  

平成3年度  平成4年度  平成5年度  平成6年度   

教 授  小林 大二  夏期渇水期における山地洲Ilの流量及び水質の臼変動と蒸発散   700   
教 授  匂坂勝之助  高等植物のアミロブラストの増殖機構と前駆体の解明  1，400   500   
教 授  芦出 正明  昆虫における異物認識と生体防御反応の発動機構   800   700   
教 授  若土 正暁  初めて見い出された南極域の巨大海洋渦の実態解明  2，100  1，600   
教授  

に関する研究  
助教授   600  

よる水損失の季節変動の研究   

合  計  6件   12，100  7，900   600  

研 究 代 表 者  交付決定額  交 付 内 定 額   

職名  氏  名  
研  課  題  

ヰ成3年度  平成4年度  平成5年度  平成6年度   
助教授  前島 正義  植物細胞の成長過程における液胞の発達と制御の分子機構  1，400   800  
助 手  【′】澤 邦男  流氷下の海洋乱流境界層の観測および研究   200   
助 手  西村 浩一一  粒状体モデルによる雪崩の流動機構の解明水球を用  

いたシュート実験とシュミレーション解析－－   

合  計  3件   2，800   800  

研 究 代 表 者  交付決定腐  交 付 内 定 額   

職名  氏  名  
研  課  題  

平成3年度  平成4年度  平成5年度  平成6年度   
助教授  早川 洋一  寄生されたアワヨトウ蛾幼虫血清中の成長阻害ペプチ  900  

ドの起源について寄生バナとホスト昆虫との相互作  
用の生理・生化学的研究  

助 手  荒川 政彦   氷、アンモニア・メタン水和物のレオロジーと氷衛星  900  
のテクトニクス   

助 手  石井 吉之  森林地域と火山灰流域における水源滴養機能の比較研究   800   
合  計  3件   2，600  

特別研究員氏名  交付決定額  交 付 内 定 勧  

（受入研究者：職，氏名）  
研  課  題  

平成3年度  平成4年度  平成5年度  平成6年度   

Wajsowicz，R，C．   インドネシア通過流及び黒潮の力学に関する数値的研究   1，500  

教 授  竹内 謙介   
合  計  1什   1，500  

研 究 代 表 者  課  交付決定額  交 付 内 定 軸   

職名  氏  名  
研  題  

平成3年度  11賊4年度  平成5年度  平成6年度   

教 授  藤野 和犬  カナダ北極海周辺における地下水賦有地域の自然環境の研究   2，000  
教授  6，000  

煙型表層雪崩の動力学の研究  

教授   7，000   
教授  

える影響についての比較研究  
助教授   

動の特竹‥   

合  計  5件   19，000  

62   



（単位：千円）  

種  目  区  分  応募件数  採択件数  採択金領   

代  表  特  別  推  進  研  究  

分  担  

代  表  が   ん   特   別   研   究  

分  担  

代  表   14   6   25，700  
重  点  領  域  研  究  

分  担   7   6  

代  表   2   0  

総  合  研  究  （刃  

分  担   3   0  

総  合  研  究  
代   表  

（功  

分  担   4   3  

代  表   2   0  

般  研  究  （郎  

分  担  

代  表   10   7   12，800  
般  研  究  （功  

分  担   2   0  

代  表   9   5   4，009  
般  

分  担   0  

一  代  表   1，500  
般 研  究 （0  芽  

分  担  

代  表   2   2   2，900  
時  限  

分  担  

奨  励  
般   3   2   1，700  

研  究  
（朗             萌  芽   2   0  

奨  励  研  究  （功  

特  別  研  究  員  奨  励  費  4   4   4，100   

試  験  研  究  
代  表  

（刃  

分  担  

験  
代  表   

研  
0  

試  究  （B）  

分  担  

代  表   3   2   15，000  国  際  学  術  研  究  

分  担   4   4  

学 術 定 期 刊 行 物  

研究成  

促  進  特 定 学 術 図 書  

デ ー  タ ベ ー  ス  

二  次  刊  行  物  

計  代  表   53   29   67，709  
合  

◎ 文部省科学研究費補助金に代表として応募した教官実数＿ 35 人  

◎ 採択された教官実数 代表 別 人  

分担 23 人  
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研 究代 表者  
研  課  

交付決定額  交 付 内 定 額   
職名  氏  名  

題  
平成4年度  平成5年度  平成6年度  平成7年度   

教 授  秋田谷英次  山地豪雪災害の予測と防除、復旧対策に関する研究  15，000  
助教授  石川 信敬  山地・丘陵地における融雪水の異常出水予測と融雪地すべり研究  2，800   
助 手  西村 浩一  吹雪粒子の運動に伴う境界層モデルの開発と視程障  

盤吹き溜まり対策への適用   
助教授  

液体層の微視的構造の研究  
助教授   

成立のメカニズム   
助教授  前島 正義  植物液胞瞑の2種プロトンポンプの分子構造と細胞生物学的特性  1，700   

合  計  6 件   25，700  

研 究 代 表 者  
研  究  課  

交付決定額  交 付 内 定 顔   
職名  氏  名  題                 平成4年度  平成5年度  平成6年度  平成7年度   

教 授  匂坂勝之助  高等植物のアミロブラストの増殖機構と前駆体の解明   500   
教 授  芦田 正明  昆虫における異物認識と生体防御反応の発動機構   700   

教 授  若土 正睦  初めて見い出された南極域の巨大海洋渦の実態解明  1，600   
教 授  吉田 静夫  低温による液胞膜生理機能の損傷と細胞内イオン環境  

に関する研究   
助教授  600  

よる水損失の季節変動の研究  
1，300   500  

河変動特性とメカニズム   
教 授  本堂 武夫  南極氷床コアに含まれるクラスレート水和物結晶の構  

造と生成過程に関する研究   
合  計  7 件   12，800  3，700   500  

研 究代 表 者  交付決定額  交 付 内 定 額   

職名  氏  名  
研  究  課  題  

平成4年度  平成5年度  平成6年度  平成7年度   
助教授  前島 正義  植物細胞の成長過程における液胞の発達と制御の分子機構   800   
助 手  河村 俊行  南極リュツオ・ホルム湾海氷下の海洋構造と海洋熟流量   800   600   300  
助 手  兄玉 裕二  融雪水の積雪内浸透の非一様性の研究   1，200   600   
助 手  佐藤 利幸  冷温帯オンダ属の同所・異所的形態分化と生活史   1，000   800  
助教授  

ドは、新しい昆虫ホルモンか？  
助手   1，400   600  
助手  500  

関する実験的研究  
助教授   209  700   

しいアプローチ   

合  計   8件   8，409  3，800   300  

研究代表者  
研  課  

交付決定放  交 付 内 定 額   

職名  氏  名  
題  

平成4年度  平成5年度  平成6年度  平成7年度   

助 手  大島慶一郎  南極海域における熟塩収支と海氷・海洋場の変動に関する研究   800  
助 手  曽根 敏雄  北海道の山岳永久i東土の発達   900   

合  計  2 件   1，700  

研 究 代 表 者   研  課  
交付決定額  交 付 内 定 楯  

究  題  
平成4年度  平成5年度  平成6年度  平成7年度   

小 澤   久  変形による氷の内部融解の研究   1，200  1，200  

田 中 一 裕  クモ類の季節適応と休眠の起源   1，200  1，200   

荒 川 ニ七 大  植物耐塩性分子機構に関する研究   900   900   
合  計   3 件   3，300  3，300  

特別研究員氏名  交付決定額  交 付 内 定 祈  

（受入研究者：職，氏名）  
研  究  課  題  

平成4年度  平成5年度  平成6年度・  平成7年度   

Wajsowicz，R．C．   インドネシア通過流及び黒潮の力学に関する数値的研究   800  

教 授  竹内 謙介   
合  計  1 件   800  

研 究代 表 者  交付決定額  交 付 内 定 弧   

職名  氏  名  
研  課  

題                 平成4年度  平成5年度  平成6年度  平成7年度   

教 授  青田 昌秋  日本・ロシア両国によるオホーツク海・サハリン沖海氷の英国調査  7，000  5，000   
5，000    教 授  福田 正己  気候変動がシベリア永久′東上地域の凍土蝕・生物圏に  

与える影響の研究   
合  計  2 作   15，000  11，000  5，000  
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（単位：千円）  

平  成  3  年  度  平  成  4  年  度   

受入件数   受入金額   受入者数   受入件数   受入金額   受入者数   

17   19，878   9   19   20，120   14   

所   属  職  氏  名  賞  名  授 与 団 体   受賞論文等名   受賞年月日   

凍上学部門  教 授  福田 正己  寒地技術賞  北方圏センター北海  

通関発技術センター   

気象学部門  助 手  西村 Y告一  口本雪氷学金賞  

平 凹 貰   究   

物理学部門  

学術貴  液体屑の物理的性質の一連の  

研究  

植物凍害科学部門   

奨励賞   換酵素の生化学的、細胞生物  

学的研究   
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力研 1i究  究   究 雪  解 析 七  
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